
提 供 日 2024/02/15

タイトル 情報システム開発等の業務委託に係る入札参加停止措
置

担　　当 知事直轄組織デジタル戦略局電子県庁課 出納局用度課

連 絡 先 技術管理班054-221-3218

TEL 物品班054-221-2138

情報システム開発等業務委託に係る入札参加停止措置

　業務に関する法令違反等の再発を防止し、受注者としてふさわしくない者を入札から排除し反省を促すため、本県は、情報システム開発等の業務委託
に係る入札参加等の停止基準第２条第７号の規定等に基づき、以下のとおり、下記業者に対し、入札参加停止措置を行いました。（１件１者）

１　入札参加停止の内容
  　　（１）情報システム開発等の業務委託に係る入札参加等の停止基準第２条第７号に該当する。
　　  （２）物品調達等及び一般業務委託に係る入札参加停止基準第２条第７号に該当する。

２　措置対象業者及び停止期間
項目 措置対象業者 停止期間

商号 ＮＴＴビジネスソリューションズ株式会社
代表者氏名 代表取締役　北山　泰三
本店所在地 大阪府大阪市北区大深町３番１号

１か月

３　入札参加停止の理由
　委託元の個人データ等を不正に持ち出したとして、令和６年１月31日、上記業者の元派遣社員が、岡山県警に不正競争防止法違反の疑いで逮捕され
た。

４　停止期間の始期及び終期
　　令和６年２月16日から令和６年３月15日まで

５　該当要綱
要綱等 措置要件 措置期間

（１） 情報システム開発等の業務
委託に係る入札参加等の停
止基準第２条第７号

業務に関し法令に違反し、又
は不正若しくは不誠実な行
為をしたために、業務委託の
契約の相手方として不適当
であると認められるとき。

１か月以上９か
月以内

（２） 物品調達等及び一般業務委
託に係る入札参加停止基準
第２条第７号

業務に関し法令に違反し、又
は不正若しくは不誠実な行
為をしたために、契約の相手
方として不適当であると認め
られるとき。

１か月以上９か
月以内

６　担当課・連絡先
担当課 電話番号

知事直轄組織デジタル戦略局電子県庁課 054-221-3218
出納局用度課 054-221-2138



提 供 日 2024/02/15

タイトル 国立台南第一高級中学との姉妹校協定締結式を行いま
す

担　　当 教育委員会 藤枝東高等学校

連 絡 先 教頭　橋本

TEL 054-641-1680

国立台南第一高級中学との
姉妹校協定締結式を行います

　藤枝東高校では、平成22年度から台湾への修学旅行、平成26年度からは国立台南第一高級中学との交換留学を実施してきまし
た。
　コロナ禍を経て、４年ぶりに本校から台南への留学(R5.12/7～23：生徒４名)を実施しましたが、その際に同行した佐野校長と
台南第一中：廖校長とが意気投合し、姉妹校協定を締結する運びとなりました。
　なお、台南第一中（３名）と台南女子中（２名）からは、令和６年１月19日から２月４日の期間で本校に留学に訪れていまし
た。
　さらに、令和６年７月に台南第一中で開催される「SDGs学生会議2024」には筑波大駒場高校と共に招待されており、本校生徒も
発表を行う予定です。

１　開催日
　　令和６年２月22日（木）午後３時00分から午後４時15分まで
　　　午後３時00分～　留学報告会
　　　午後３時30分～　協定締結式

２　会　場
　　小杉苑（藤枝市青木２－35－30）

３　内　容
　　藤枝東高校と国立台南第一高級中学との姉妹校協定締結式

４　参加者
　・藤枝東高校　１年生生徒及び教職員　約300名、ＰＴＡ会長
　・藤枝市長（後援会長）
　・台南第一高級中学　校長、ＰＴＡ副会長、卒業生（東京大学学生）

５　問い合わせ先
　　静岡県立藤枝東高等学校
　　電　話：054-641-1680
　　メール：fujiedahigashi-h@edu.pref.shizuoka.jp
　　担　当：教頭　橋本　衛

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　

mailto:fujiedahigashi-h@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2024/02/15

タイトル 「一般社団法人ふじのくにづくり支援センター」・
「一般財団法人静岡県建築住宅まちづくりセンター」
が「公共工事発注者支援機関」に再認定されまし
た！～認定証授与式のお知らせ～

担　　当 交通基盤部 建設経済局技術調査課

連 絡 先 技術調査班

TEL 054-221-2148

「一般社団法人ふじのくにづくり支援センター」・「一般財団法人静岡県建築住宅まちづくりセンター」が「公共工事
発注者支援機関」に再認定されました！～認定証授与式のお知らせ～

　
「一般社団法人ふじのくにづくり支援センター」及び「一般財団法人静岡県建築住宅まちづくりセンター」が令和６年1月23日に、技術職員が
不足している発注機関を支援する  「 公共工事発注者支援機関 」 に 再認定 されました 。
　これを受け、交通基盤部長が各機関に対して認定証を授与します。

１　開催日時　令和６年2月19日（月）11：30～12：00
２　開催場所　県庁本館２階　　交通基盤部長室
３　参加者　　一般社団法人　ふじのくにづくり支援センター　宮尾常務理事
　　　　　　　　 一般財団法人　静岡県建築住宅まちづくりセンター　小沢専務理事
４　取　材　　取材を希望される方は、11：30までに交通基盤部長室にお越しください。

【参考】
　「公共工事の品質確保の促進に関する法律」では、発注関係事務(*1)の適切な実施に当たり、体制が十分でない場合、公共工事発注者支
援機関(*2) の活用に努めることが求められている。
　ふじのくにづくり支援センターは、平成29年の初回の認定を含め今回で３回目、静岡県建築住宅まちづくりセンターは、平成27年の初回の
認定を含め今回で４回目の認定となる。
　認定期間は、令和６年１月24日から３年後の年度末まで（令和９年３月31日まで）

*1「公共工事の品質確保の促進に関する法律」の定める発注関係事務とは

発注関係事務

積 算 ・仕様書及び設計書の作成 
・予定価格の作成 

監督・検査
・工事の監督及び検査 
・工事中及び完成時の施工状況の確認及び評価 

工事成績評定 ・工事中及び完成時の施工状況の確認及び評価 

技術提案の審査
・入札・契約方法の選択 
・契約の相手方決定

*2「公共工事発注者支援機関」とは
　「公共工事の品質確保の促進に関する法律」第21条の規定に基づき、発注者が発注関係事務を適正に実施できる者を活用しようとする場
合の、“発注関係事務を適切かつ公正に行うことができる者”として、学識経験者と国・県・政令市で構成される「品質確保に関する推進協議
会」により認定を受けた機関。



提 供 日 2024/02/15

タイトル 病性鑑定検査結果のメール誤送信

担　　当 経済産業部 中遠農林事務所家畜衛生課、農業局畜産振

興課

連 絡 先 防疫班/家畜衛生班

TEL 053-434-2921/054-221-2742

１　要　旨
　中遠農林事務所家畜衛生課（西部家畜保健衛生所）（以下「西部家保」という。）が養蜂家からの要請により行った病性鑑
定結果※について、文書による回答を要望され、本人に文書を添付したメールにて回答すべきところを、誤って別の養蜂家に
メール送信してしまった。
　なお、漏えいした情報は氏名と病性鑑定結果（検査日、検査目的、検査材料、検査方法、検査結果及びコメント）であり、
その他の個人情報は含まれていない。
　
　※家畜（牛、豚、馬、鶏、蜂等）が原因不明の異常を呈した際に原因究明する検査

２　概　要
（１）誤送信の内容

送信日時 令和６年２月５日（月）午後５時45分

送信先 　養蜂家１名

（２）問題認知
　令和６年２月９日(金)午後５時１分に誤送信された養蜂家からメールで連絡があり、メール誤送信が判明した。

３　対　応
　・西部家保の職員が、令和６年２月９日（金）午後５時50分に誤送信先の養蜂家に対して電話で謝罪するとともに、メール
の削除・廃棄を依頼した。
　・同日午後６時10分にメール回答すべき養蜂家に対して電話で謝罪した。

４　再発防止
（１）中遠農林事務所及び畜産振興課の職員に対して、今後、個人情報保護に関する研修を実施する。
（２）個人情報を含む内容をメール送信する場合は、起案決裁時にメールアドレスが表示されたメール送信のドラフト画面を
添付し、決裁権者までの複数の職員で確認する。
（３）また、送信後に送信先に電話でメール受信を確認する。



提 供 日 2024/02/15

タイトル 令和５年度ＡＯＩプロジェクト研究成果発表会
参加申込受付中

担　　当 経済産業部 農業局農業戦略課先端農業推進室

連 絡 先 先端農業推進室

TEL 055-955-9111

令和５年度ＡＯＩプロジェクト研究成果発表会
～先端技術の活用による持続可能な農業～

参加申込受付中

　令和５年度ＡＯＩプロジェクト研究成果発表会を下記の日程で行います。
　今回はＡＯＩプロジェクトの研究成果等の発表に併せ、「先端技術の活用による持続可能な農業」をテーマに基調講演とパネル
ディスカッションを実施します。

＜開催概要＞
日時 令和６年３月14日（木曜日）13時00から17時25分まで

（交流会は17時55分まで）
実施
方法

会場とライブ配信によるハイブリット開催

会場 ふじのくに千本松フォーラム（プラサヴェルデ）
コンベンションぬまづ３階コンベンションホールＢ
（沼津市大手町1-1-4）

内容 【基調講演】
「循環型農業の実現を目指した農業土壌微生物アトラスの構築とその応用」
　[講師]　早稲田大学先進理工学部　教授　竹山春子（たけやま はるこ）氏

【パネルディスカッション】
「持続可能な農業に向けた未利用資源の活用」
　[パネリスト]
　・早稲田大学先進理工学部　教授　竹山春子（たけやま はるこ）氏
　・（国研）理化学研究所光量子工学研究センター
　　光量子制御技術開発チームリーダー　和田智之（わだ さとし）氏
　・（株）アサギリ　代表取締役　簑威賴（みの たけより）氏
　・（一財）アグリオープンイノベーション機構
　　コーディネーター　矢野千代子（やの ちよこ）氏
　[ファシリテーター]
　・慶應義塾大学環境情報学部　教授　神成淳司（しんじょう あつし）氏

【取組紹介】
　・慶應義塾大学ＳＦＣ研究所
　・（国研）理化学研究所
　・静岡県農林技術研究所
　・（一財）アグリオープンイノベーション機構
　・オープンイノベーション型事業化促進事業(ＳＤＧｓ貢献型)補助事業者
　・ＡＯＩ－ＰＡＲＣ入居事業者（ポスター展示）

【交流会】（会場参加者のみ　自由参加　飲食なし）
参加費 無料（要事前申込）
対象 関係企業（食品加工、流通、種苗、金融等）、大学・国・民間研究者、農業者団体・生産者、行政・自治体、一般
募集 会場150人　ライブ配信200人（先着）
申込
方法

令和６年３月７日（木曜日）までに、所属名、部署名、氏名、電話番号、メールアドレス、希望参加方法（会場又は
ライブ配信）をＦＡＸ又はメールで送付

[送付先]
静岡県経済産業部農業局農業戦略課先端農業推進室
ＦＡＸ番号：055-968-7500
Ｍａｉｌ：aoi-parc@pref.shizuoka.lg.jp

主催等 主催：静岡県
共催：（一財）アグリオープンイノベーション機構
後援：農林水産省　他

詳細 https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/nogyoshinkou/1003292/1059697.html

（問合せ先）
　静岡県経済産業部農業局農業戦略課先端農業推進室
　ＴＥＬ：055-955-9111　ＦＡＸ：055-968-7500
　Ｍａｉｌ：aoi-parc@pref.shizuoka.lg.jp

（参考）
○ＡＯＩプロジェクト（アグリオープンイノベーションプロジェクト）
　先端的な科学技術の活用による革新的な栽培技術開発を進め、農業の飛躍的な生産性向上を図るとともに、産学官金の参画を得
て、農業を軸とした関連産業のビジネス展開を促進するプロジェクト

mailto:aoi-parc@pref.shizuoka.lg.jp
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/nogyoshinkou/1003292/1059697.html
mailto:aoi-parc@pref.shizuoka.lg.jp




提 供 日 2024/02/15

タイトル 『静岡県主催スタートアップビジネスプランコンテス
ト WAVES』ファイナリスト決定・最終審査会の観覧者
募集開始！

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609

『静岡県主催スタートアップビジネスプランコンテスト WAVES』
ファイナリスト決定・最終審査会の観覧者募集開始！

１　要旨
スタートアップのビジネスプランを募集し、事業化・成長を支援することで成功事例の創出を目指す『静岡県主催スタートアップビジネス

プランコンテスト WAVES（ウェイブズ）』において１次審査を実施し、応募総数254者から最終審査に進むファイナリスト10者を決定しまし
た。
　本日から、３月26日（火）に開催する最終審査会の観覧者募集を開始します。

２　ファイナリスト10者（50音順）
区　分 本社 内容（タイトル）

1Yellow Duck( 株) 兵庫県 海洋再生可能エネルギーによる発電システムの開発・販売
2( 株)CULTA 東京都 静岡発 世界に通用する「プレミアム農作物ブランド」の創出
3( 株) さかなドリーム 千葉県 日本一のマアジ養殖地・沼津における次世代養殖アジの展開
4( 株) ストラウト 富士市 魚病早期検出システム開発プロジェクト「UMIDaS」
5( 株) スペース 愛知県 中継輸送プラットフォームマッチングサービス「ドラ基地」
6( 株)TOWING 愛知県 未利用資源を活用した脱炭素・有機転換を両立する高機能バイオ炭
7( 株) トヨコー 富士市 静岡発の高出力サビ取りレーザーでインフラ構造物をメンテナンス
8( 株)NearMe 東京都 持続可能な地域交通の確保、移動×生活サービスの新事業モデル
9( 株) Magic Shields 浜松市 高齢者の転倒を予防する見守りサービス「ころやわセンサ」

10 リッパー( 株) 富士市 脱炭素社会と豊かな海を実現するナノセルロースタイヤ素材事業

３　最終審査会の概要
区　分 内　容

期　　日 令和６年３月26日(火)
場　　所 グランシップ　11階会議ホール・風(静岡市駿河区、JR東静岡駅より徒歩５分)

審 査 員

氏　名　 所属等

池野　文昭 MedVenture Partners(株)　Chief medical Officer
スタンフォード大学主任研究員

加藤　史子 WAmazing(株)代表取締役CEO
篠原　豊 エバーコネクト(株)代表取締役
田所　雅之 (株)ユニコーンファーム代表取締役CEO
森　貴志 静岡県副知事

プログラム
（予定）

区　分 内　容
13:00～13:20 オープニング（主催者挨拶、審査員紹介等）
13:20～15:30 ファイナリスト10者によるピッチ（プレゼンテーション）
15:30～16:40 休憩・審査時間
16:40～17:00 講評・表彰／フォトセッション
17:00～18:00 ネットワーキング

観覧申込 下記のアドレスからお申込みください(無料)。
https://eiicon.net/about/shizuoka-waves2023-finalcontest/

https://eiicon.net/about/shizuoka-waves2023-finalcontest/


提 供 日 2024/02/15

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第103報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年２月15日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第103報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第103報（２月14日受付分）】 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 中学校 伊豆市 304 11 1 28 11 8 2月14日 ～ 2月1
2 小学校 三島市 512 21 1 34 11 11 2月14日 ～ 2月1

1 26 13 13 2月15日 ～ 2月1
3 小学校 田方郡函南町 491 20

1 28 6 6 2月15日 ～ 2月1
4 小学校 三島市 524 23 1 25 12 11 2月14日 ～ 2月1
5 中学校 富士市 358 12 1 7 5 5 2月14日 ～ 2月1
6 高等学校 静岡市葵区 847 22 1 42 11 10 2月5日 ～ 2月
7 中学校 静岡市葵区 558 20 1 31 11 11 2月14日
8 小学校 静岡市駿河区 578 18 1 31 12 12 2月14日 ～ 2月1
9 小学校 静岡市清水区 654 22 1 35 8 8 2月14日

1 34 9 5 2月14日 ～ 2月1
1 27 18 12 2月14日 ～ 2月110 小学校 静岡市清水区 409 16
1 26 9 3 2月14日 ～ 2月1

11 小学校 静岡市清水区 241 11 1 21 7 7 2月13日 ～ 2月1
1 34 14 13 2月14日 ～ 2月1
1 34 10 10 2月14日 ～ 2月112 小学校 静岡市清水区 570 20
1 31 16 16 2月14日 ～ 2月1

13 小学校 静岡市清水区 704 25 1 35 10 10 2月14日 ～ 2月1
14 小学校 焼津市 1014 35 1 32 9 8 2月14日 ～ 2月1
15 小学校 焼津市 710 27 1 34 21 21 2月14日 ～ 2月1

1 34 10 9 2月14日 ～ 2月1
1 29 8 8 2月14日 ～ 2月116 小学校 焼津市 708 23
1 29 11 11 2月14日 ～ 2月1

17 高等学校 周智郡森町 537 16 5 191 37 37 2月13日 ～ 2月1
1 28 4 4 2月13日

18 中学校 磐田市 466 17
1 31 15 15 2月14日

19 中学校 湖西市 91 5 1 21 13 13 2月14日 ～ 2月1
20 小学校 磐田市 629 27 1 31 12 12 2月14日 ～ 2月1
21 小学校 磐田市 494 22 1 28 5 5 2月9日
22 小学校 掛川市 632 25 1 24 7 7 2月6日 ～ 2月
23 小学校 掛川市 311 14 1 22 8 8 2月14日 ～ 2月1
24 小学校 袋井市 950 40 1 35 19 19 2月14日 ～ 2月1
25 小学校 湖西市 885 35 1 33 11 11 2月14日 ～ 2月1

1 29 10 10 2月14日
1 32 12 12 2月14日
1 33 8 8 2月14日
1 34 15 15 2月14日 ～ 2月1

26 小学校 御前崎市 600 26

1 35 10 10 2月14日 ～ 2月1
27 高等学校 浜松市天竜区 60 3 1 21 8 8 2月13日 ～ 2月1
28 高等学校 浜松市中央区 942 24 8 325 88 88 2月5日 ～ 2月
29 小学校 浜松市中央区 252 15 1 30 6 6 2月14日 ～ 2月1

1 26 6 6 2月15日 ～ 2月1
30 小学校 浜松市中央区 547 21

1 22 10 10 2月15日 ～ 2月1
31 小学校 浜松市中央区 486 23 1 28 5 5 2月15日 ～ 2月1

1 32 9 9 2月15日 ～ 2月1
32 小学校 浜松市中央区 818 31

1 33 8 8 2月15日 ～ 2月1
33 小学校 浜松市中央区 706 31 1 29 9 9 2月14日 ～ 2月1
34 小学校 浜松市浜名区 751 32 1 31 8 8 2月15日 ～ 2月1

本日合計 ４高等学校、５中学校、２５小学校 59 1,871 595 571
８２６施設

本日までの累
計（実数） （ ９６高等学校、　２０８中学校、　４１４小学校、　６８幼稚園、

９保育所、　２１こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）
4,378 126,080 39,958 37,086

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲されて
います。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳のいず
れか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　



　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/02/15

タイトル 「第４回 絶景・秀景 富士山世界遺産写真コンテスト
入賞作品展」を開催します!

担　　当 スポーツ・文化観光部 静岡県富士山世界遺産センター

企画総務課

連 絡 先 静岡県富士山世界遺産センター企画総務課

TEL 0544-21-3776

「第４回 絶景・秀景 富士山世界遺産写真コンテスト入賞作品展」
を開催します!

１　要旨
　静岡県富士山世界遺産センター、公益社団法人静岡県観光協会及びＮＨＫ静岡放送局では、世界文化遺産である「富士山」の保全と世界的
観光スポット「富士山」の魅力発信及び静岡県の観光振興への寄与を目的として、静岡県から見た絶景「富士山」と全国各地に広がる秀景
「ふるさと富士（見立て富士）」の２部門からなる「第４回　絶景・秀景　富士山世界遺産写真コンテスト」を実施しました。
　このたび、静岡県富士山世界遺産センターにて「第４回　絶景・秀景　富士山世界遺産写真コンテスト入賞作品展」として、応募作品
935点の中から、 各部門 のグランプリをはじめ 入賞作品100 点 を 展示 いたします。

２　企画展概要

会期
令和６年２月23日（金・祝）～令和６年３月24日（日）
９:00～17:00（最終入館16:30）
※会期中の休館日：令和６年３月19日（火）

会場 静岡県富士山世界遺産センター２階企画展示室(静岡県富士宮市宮町５-12)

観覧料
常設展観覧料で御覧いただけます。
【常設展観覧料：一般300円、団体（有料観覧者20名以上）200円、

　15歳未満、学生、70歳以上、障がい者等：無料（要証明）】

展示作品

部門 絶景しずおか富士山部門 秀景ふるさと富士部門

対象 県内で撮影した富士山 全国のふるさと富士(見立て富士)

入賞作品数　60点 入賞作品数　40点入賞

・グランプリ
・NHK静岡放送局長賞
・静岡県観光協会長賞
・入　　選　　　　　
・佳　　作

1点
1点
1点
7点
50点

・グランプリ
・静岡県富士山世界遺産
　　　　センター館長賞
・入　　選　　　　　
・佳　　作

1点

1点
8点
30点

３　入賞作品発表
令和６年２月18日（日）に静岡県観光公式サイト「ハローナビしずおか」内「第４回　絶景・秀景　富士山世界遺産写真コンテスト」の

特設ページにて発表します。

　　　　 （特設ページURL　https://hellonavi.jp/fujisan-photo/index.html）

４　審査委員
　　委員長：沼田早苗（写真家）、委員：織作峰子（写真家）、西田省三（写真家）

＜静岡県富士山世界遺産センター公式HP＞https://mtfuji-whc.jp

 

https://hellonavi.jp/fujisan-photo/index.html
https://mtfuji-whc.jp


提 供 日 2024/02/15

タイトル 職業教育に関する知事褒賞授与対象者（専修学校生、
高等専門学校生）が決定！

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局私学振興課

連 絡 先 指導班

TEL 054-221-3346

職業教育に関する知事褒賞授与対象者（専修学校生、高等専門学校生）が決定！
　　職業教育関係学校の生徒・学生等に対する知事表彰制度において、知事褒賞の授与対象者となる専修学校生、高等専門学校生を選
考、決定しました。

１　専修学校生
(1)　知事褒賞授与対象者(五十音順)

学校名 氏名 学年 分野、課程及び学業に関連した顕著な
業績

1 静岡デザイン
専門学校

すずき　　さあや

鈴木　彩亜矢 3年

（専門課程、文化・教養分野）
学業優秀であり、第18回若年者ものづく
り協議大会グラフィックデザイン部門銀
賞、デジタルサイネージ動画コンテスト
最優秀賞を受賞した。

2
大原法律公務
員専門学校静
岡校

なかがわ　ゆうたろう

中川　雄太郎 2年

（専門課程、文化・教養分野）
学業優秀であり、漢字検定１級を取得し
たほか、難易度の高い複数の公務員試
験に合格した。

3
静岡デザイン
専門学校

ふかだ　　はのか

深田　波乃歌 2年

（専門課程、文化・教養分野）
学業優秀であり、第61回技能五輪全国
大会フラワー装飾種部門銅賞、花咲く
伊豆の国フェア2023コンテストガーデン
団体部門銀賞を受賞した。

4
大原簿記情報
医療専門学校
浜松校

ふじした　もとき

藤下　茂凱 2年

（専門課程、商業実務分野）
学業優秀であり、税理士試験科目の簿
記論、財務諸表論及び消費税法に合格
したほか、全経簿記上級を取得した。

5 島田実業高等
専修学校

ますだ　　まさき

増田　誠己 3年

（高等課程、商業実務分野）
学業優秀であり、日商簿記２級、全経簿
記１級、情報処理検定ビジネス情報部
門１級・プログラミング部門１級など多く
の資格を取得した。

6
大原法律公務
員専門学校浜
松校

やぐち　　ともや

谷口　智哉 2年

（専門課程、文化・教養分野）
学業優秀であり、倍率10.3倍、7.2倍と
いった難易度の高い複数の公務員試験
に合格した。

※対象者には、私立専修学校各種学校大会において、褒状が授与されます。
    私立専修学校各種学校大会は、令和６年２月22日（木）13時30分～16時15分に、しずぎんホール ユーフォニア（静岡市葵区追手町

１-13）で開催。
    当日は６名に褒状が授与される予定です。

(2)　選考経緯
　　ア　推薦者募集　令和５年12月５日から令和６年１月31日まで
　　イ　選考
　　　　書類により推薦された者のうちから、スポーツ・文化観光部私学振興課が候補者を選考しました。

２　高等専門学校生
(1)　知事褒賞授与対象者

学校名 氏名 学年 分野、課程及び学業に関連した顕著な
業績

1 沼津工業
高等専門学校

すぎうら

杉浦　いぶき 5年

学業における成績はもとより、制作した
作品の事業性を企業評価額によって争
う「DCON2023」において、評価額２億円
の高評価を得た（４位入賞、DMG企業
賞）ほか、県内企業が若者のチャレンジ
に支援を行う「若者チャレンジファンド」
で10万円の事業資金を獲得する等、顕
著な成績を収めた。

※対象者には、沼津工業高等専門学校卒業式において、褒状が授与されます。
　 卒業式は令和６年３月20日（水・祝）に三島市民文化会館　ゆうゆうホール（三島市一番町20－5）で開催。

(2)　選考経緯
　　　ア　推薦者募集　令和５年11月20日から令和５年12月26日まで
　　　イ　選考
　　　　　書類により推薦された者のうちから、スポーツ・文化観光部大学課が候補者を選考しました。



提 供 日 2024/02/15

タイトル 第27回伊豆文学賞表彰式を開催します。三木卓先生を
偲ぶ特別座談会も実施します。

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 文化振興班

TEL 054-221-3109

第27回伊豆文学賞表彰式を開催します
～三木卓先生を偲ぶ特別座談会も実施します～

伊豆文学フェスティバル実行委員会と静岡県は、３月３日（日）に起雲閣(熱海市)で、第27回伊豆文学賞表彰式を開催します。
当日は、伊豆文学賞の表彰のほか、審査員による受賞作品の講評や伊豆文学賞創設時から審査員を務められた三木卓先生を偲ぶ特別

座談会をあわせて実施します。
多くの観覧者を募集しています。募集の詳細につきましては別添チラシをご覧ください。

１　開催日時
　　令和６年３月３日（日）13：00～15：30
　

２　会　場　
　　起雲閣　音楽ホール（静岡県熱海市昭和町4-2）
　

３　内 容
行　事 概 要

(１)第27回伊豆文学賞表彰式
　　(13:00～13:50)

入賞者の表彰（出野副知事から表彰）
伊豆文学賞審査員による受賞作品講評。

 (２)特別座談会「三木卓先生を偲んで」
　　　(14:10～15:10)

芥川賞作家、詩人、翻訳家の三木卓先生の
お人柄や作品について、親交のあった審査
員の嵐山光三郎氏、太田治子氏、静岡県立
大学細川光洋教授が語り合います。

　

４　申込方法
　　(１)ふじのくに電子申請サービス、ハガキ、ＦＡＸ、Ｅメールのいずれかの方
　　　　法で郵便番号、住所、氏名、電話番号、年代を明記の上、当実行委員会あ
　　　　てお申込みください。※定員(100名)になり次第、募集を締め切ります。
　　　　（ふじのくに電子申請サービス）

　　　　
　　(２)申込先・問合せ先
　　  　〒420-8601　静岡市葵区追手町９-６　静岡県文化政策課内
　　　　「伊豆文学フェスティバル実行委員会」宛

　　 TEL：054-221-3109　FAX：054-221-2827　
    メール：izufes@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:izufes@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/02/15

タイトル くふうハヤテベンチャーズ静岡による知事表敬訪問

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ政策課

連 絡 先 森

TEL 054-221-2504

「くふうハヤテベンチャーズ静岡」関係者による知事表敬訪問
 
ファーム・リーグの2024シーズン開幕を迎えるにあたり、「ハヤテグループ」杉原代表及び「くふうハヤテベンチャーズ静岡」の監督・選⼿・関係者が、知事
に意気込み等を報告します。

１　知事表敬
（１）⽇　時　令和６年２⽉19⽇（⽉）　13時15分 から 13時45分 まで（30分間）

（２）場　所　知事室（県庁東館５階）

（３）訪問者
　 　　　【ハヤテグループ】
　　　　　　代表　　　　　　   　杉原　⾏洋（すぎはら　ゆきひろ）
　　　　 【くふうハヤテベンチャーズ静岡】
　　　　　　球団社⻑　　　　 　池田　省吾（いけだ　しょうご）
　　　　　　監督　　　　　　　　 赤堀 元之（あかほり もとゆき）
　　　　　　キャプテン　　　　　  ⾼橋 駿（たかはし しゅん）
　　　　　　選⼿　　　　　　　　 池谷　蒼太（いけや そうた）

（４）内　容
　　　　ア　挨拶
　　　　イ　意⾒交換
　　　　ウ　写真撮影



提 供 日 2024/02/15

タイトル 令和５年度第２回静岡県スポーツ推進審議会の開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ政策課

連 絡 先 企画班　前田

TEL 054-221-2504

令和５年度第２回静岡県スポーツ推進審議会の開催

委員の皆様による「静岡県スポーツ推進計画(2022～2025年度)」の
進捗状況に関する審議、及び今後の方針に関する意見交換を行います。

　

１　日時
　　令和６年２月19日（月）10時30分～12時00分から

２　場所
　　県庁別館２階第一会議室Ｂ（WEB会議併用）

３　出席予定者
　　委員13人（学識経験者等）

４　議事
　　・静岡県スポーツ推進計画の進捗状況
　　・意見交換
　　　【生涯スポーツの振興とスポーツによる地域と経済の活性化】

【参考】
＜静岡県スポーツ推進審議会＞
　知事の諮問に応じて、スポーツの推進に関する事項について調査審議する。
　委員は、学識経験のある者、関係行政機関の職員からなる。

　＜過去の活動状況＞
年度 審議事項等
平成27年度 生涯スポーツの推進と競技力向上に向けて
平成28年度 「スポーツ王国しずおかの復活」に向けた競技力の向上について
平成29年度 「『静岡県スポーツ推進計画』の見直し」について
平成30年度 スポーツ推進計画の進捗及び施策等に関する意見交換
令和元年度 女性のスポーツ参画について
令和２年度 コロナ禍におけるスポーツの在り方
令和３年度　次期「静岡県「スポーツ推進計画」の策定について
令和４年度　スポーツ推進計画の目標達成に向けて



提 供 日 2024/02/15

タイトル モンゴル国セレンゲ県副知事が静岡県を訪問し、出野
副知事と面会します

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 海外交流班

TEL 054-221-2572

モンゴル国セレンゲ県副知事が

静岡県を訪問し、出野副知事と面会します

（要　旨）
　　本県と農業分野での協力に関する覚書を締結しているモンゴル国のセレンゲ県から副知事団
が来静し、出野副知事を表敬訪問します。2016年にセレンゲ県副知事に就任したサインツォグ氏
は、今回が初めての来静です。
　副知事団は来静中、農業や林業分野の視察や交流に関する意見交換などを行います。
　　
（概　要）
１　日　時　　令和６年２月20日（火）09：30から10：00まで
２　場　所　　副知事室（県庁東館５階）
３　来訪者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

氏名 役職
　ジジゲヘン・サインツォグ 　セレンゲ県副知事
　バトムンフ・ウヤンガ 　セレンゲ県農業専門官
　ウルジー・オトゴンエルデネ 　セレンゲ県林業専門官

４　次　第
　・静岡県副知事歓迎挨拶
　・セレンゲ県副知事挨拶
　・懇談
　・記念品交換贈呈
　・記念撮影
５　言　語　　モンゴル語⇔日本語（通訳あり）
６　主な来静日程

月日 曜日 行程
2/20 火 副知事表敬訪問、農林技術研究所視察
2/21 水 林業・木材生産現場視察
2/22 木 交流意見交換、静岡がんセンター訪問　

＜参　考＞セレンゲ県について
・静岡県は、2016（平成28）年10月に、モンゴル国セレンゲ県と農業分野での協力に関する覚書を締結。
・本県農業技術職員のセレンゲ県への派遣や同県の農業技術者の研修受入などを通じて、施設野菜の
栽培を中心とした技術指導や助言を行っている。



提 供 日 2024/02/16

タイトル 「令和５年度　体力アップコンテスト　しずおか」表
彰式の開催

担　　当 教育委員会 健康体育課

連 絡 先 学校体育班　杉本

TEL 054-221-3123

「令和５年度　体力アップコンテストしずおか」表彰式を開催します
　～　ダンス部門最優秀校によるダンスの披露があります!!　～

　県教育委員会では、子供の体力向上を目指す取組として、県内全ての小学校を対象に、
学級単位で体力づくりに取り組む「体力アップコンテスト　しずおか」を実施していま
す。コンテストは体力の向上だけでなく、運動する楽しさや達成感を味わうことで、運動
習慣の定着や好ましい人間関係を育むことを目的としています。
　表彰式には、各部門の上位入賞学級の代表と引率教員が出席します。

１　日  時
　　令和６年２月20日（火）　午後１時30分から２時35分まで 
２　会　場
　　静岡県コンベンションアーツセンター　グランシップ　中ホール・大地
　　（静岡市駿河区東静岡二丁目3-1）
３　表彰式参加者
　　代表児童と引率教員が約100名。その他児童が約80名、保護者が約20名。合計約200名
    参加予定
　　【内訳】「チャレンジ部門」…５種目の各学年1位及び２位の学級の代表児童
　　　　　　「ダンス部門」…最優秀団体の代表児童
　　　　　　「アイデア勝負部門」…優秀賞の代表児童
　　　　　　「クラス以外のチャレンジ部門」…５種目の1位の集団の代表児童
　　　　　　「新体力テスト」…優秀校男女上位２校の代表児童

※表彰式出席校一覧（27校）
市町    学校名          市町　　　学校名　　　　　  市町　　学校名                 
沼津市  第五小学校　　　裾野市　　深良小学校　　　  静岡市　玉川小中学校小学部
        愛鷹小学校　　　伊豆市　　熊坂小学校　　　  浜松市　浜松市立与進小学校
熱海市  泉小学校　　　    　　　　修善寺東小学校　　　　　　浜松市立入野小学校
三島市  南小学校　　　　          土肥小中一貫校　　　  　　浜松市立積志小学校
　　　　北小学校　　　　島田市　　島田第一小学校　　　　　　浜松市立都田南小学校
　　　　沢地小学校　　　掛川市　　桜木小学校　　　　　　　　浜松市立瑞穂小学校
　　　　長伏小学校　　　藤枝市　　瀬戸谷小学校　　　　　　　浜松市立中瀬小学校
伊東市  宇佐美小学校　　川根本町　三ツ星小学校　　　　　　　浜松市立北浜南小学校
富士市  青葉台小学校  　静岡市　　賤機中小学校　　  私学 　 東海大学付属静岡翔洋小学校

４　内容（予定）　　　　　　　　　　　　　　　　
　１３：３０　開　会
　１３：４８　表　彰
　１４：１０　受賞学級及び団体代表の演技発表
　　　　　　≪ダンス部門　ダンス大賞≫
　　　　　　　　三島市立北小学校　６年１組　
               「ラストメッセージ　～今を生きるすべての人へ～」
　１４：２５　受賞者代表の言葉
　　　　　　≪みんなで８の字とび　５年生の部　第１位≫
　　　　　　　　藤枝市立瀬戸谷小学校　仙島さん
　　　　　　≪みんなで的あて　６年生の部　第１位≫
　　　　　　　　熱海市立泉小学校　小柳津さん
　　　　　　≪新体力テスト参加児童69人以下の部　女子　第１位≫
　　　　　　　　静岡市立玉川小中学校小学部　小林さん
　１４：３５　閉　会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2024/02/16

タイトル 令和６年能登半島地震で発生した水道管路被害に対す
る支援

担　　当 企業局 水道企画課

連 絡 先 企画調査班

TEL 054-221-2167

１　要　旨
　全国の水道事業関係者で組織する（公社）日本水道協会は、同協会の現地石川県支部からの応援要請を受け、能登半島地震の復
旧支援のため、全国の支部からの応援派遣の調整を行っている。
　同協会の会員である静岡県からは、被災した水道管路等の応急復旧支援の第１陣として静岡県企業局の現場経験豊富な職員３名
を派遣する。

２　派遣概要
(1) 派遣場所　石川県珠洲市
(2）派遣期間　令和６年２月23日（金）から令和６年２月27日（火）
　　　　　　　（２月21日（水）出発）
(3）派遣人数　３名（土木職員）
(4) 活動内容　水道管路の漏水調査等

３　出発式の実施
 (1) 日　時　令和６年２月20日（火）９：３０～（10分程度）
 (2) 場　所　企業局長室（葵区追手町９－６　県庁西館10階)



提 供 日 2024/02/16

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（2/9～2/15）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 野生イノシシ対策班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第528報）

＜野生イノシシの豚熱検査結果（2/9～2/15）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子検査を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の78頭で、豚熱ウイルスの感染事例はありませんでした。

平成30年９月以降、14,419頭（死亡382頭、捕獲14,037頭）の検査を実施し、594頭の陽性（死亡170頭、捕獲424頭）を確認して

います。

＜次ページへ続く＞



＜次ページへ続く＞

＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）



提 供 日 2024/02/16

タイトル 「ふじのくに新商品セレクション2022」受賞商品が全
国の食品コンクールで入賞

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 食の魅力創造班

TEL 054-221-3713

１　要旨
　　「ふじのくに新商品セレクション2022」で最高金賞を受賞した株式会社七富乳業　七富チーズ工房（富士宮市)の「富士山麓潤いモッツァレ
ラ」が、令和５年度優良ふるさと食品中央コンクールの国産畜水産品利用部門で、農林水産省大臣官房長賞を受賞した。

２　受賞商品の概要

商　品　名 富士山麓　潤いモッツァレラ
受　賞　者 株式会社七富乳業　七富チーズ工房(富士宮市)
受賞　区分 国産畜水産品利用部門　農林水産省大臣官房長賞

商品の特徴 上質な富士山麓の牛乳と豊かな水、北海道で修行を積んだ職人の技術から成るモッツァレ
ラ。富士宮産牛乳を100％使用し、噛んだ瞬間にジュワッと、ミルクの風味溢れる「シズル」
感が特長。ミルク本来の風味と驚くような柔らかさを出す為に、塩や調整剤を一切使わず、
一つ一つ丁寧な手作業にこだわった。

備　　　考 ふじのくに新商品セレクション2022最高金賞受賞

３　優良ふるさと食品中央コンクールの概要

主　　　　催 (一財)食品産業センター　後援：農林水産省

部　　　　門
※（）応募数

新技術開発部門（１）、新製品開発部門（８）、国産農林産品利用部門（12）、国産畜水産

品利用部門（６）の４部門　計27商品応募

賞 の 区 分
※（）受賞数

農林水産大臣賞（４）、農林水産省大臣官房長賞（９）、(一財)食品産業センター会長賞

（10）　計23商品入賞

※当コンクールは、全国の「ふるさと食品」の中で、地域の基幹的産業として重要な役割を果たしている食品を表彰することで、品質向上や新
製品開発等を奨励している。

【参考】過去３年間の受賞実績

年度 賞の区分 受賞商品名 受賞者

R2
農林水産大臣賞

国産畜水産品利用部門

牧之原市発ブランドはちみ

つ　Honey boyシリーズ 河村養蜂場

R3
農林水産省大臣官房長賞

国産畜水産品利用部門

おつな（プレーン）
株式会社JIN TUNALABO

R4
(一財)食品産業センター会長賞

国産農林産品利用部門

ぎゅっとまるごとニンジン
ジュース 株式会社東平商会



提 供 日 2024/02/16

タイトル 【取材依頼】駿河湾を横断！医療機器のドローン配送
の実証実験を実施します！

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 技術振興班

TEL 054-221-2985

県内フィールドを活用した次世代エアモビリティの実証実験！

～駿河湾を横断し、伊豆半島へ医療機器をドローン配送～

　県では、無人航空機や空飛ぶクルマ等の次世代エアモビリティ産業を創出し、新たな企業参入や産業集積を推進しています。
　この度、次世代エアモビリティを活用した新しいビジネスモデルの確立や社会実装を目指し、「医療機器の長距離輸送」をテー
マとした実証実験を下記のとおり実施します。
　この実証実験を通して、ドローン配送における受注から引渡までの運用及びコストを検証し、商用化実現を目指します。

１　実施日時等
（１）実施日時

令和６年２月22日（木）10時00分～11時00分
（予備日：令和６年３月８日（金）10時00分～11時00分）
※悪天候等の場合は予備日に順延します。

（２）当日スケジュール（予定）
９時30分　取材受付開始
９時45分　実施内容の説明
10時00分　実証実験実施
11時00分　実証実験終了

（３）受付会場
ア 協和医科器械株式会社本社（静岡市駿河区池田156-2）
イ 御浜海水浴場 駐車場（静岡県沼津市戸田2710）
※受付会場アには駐車場がありません。お車でお越しの場合は近隣の有料駐車場を御利用ください。

２　実施内容等
（１）実施内容

一般的なマルチコプター型ドローンよりも飛行速度・飛行距離で上回るVTOL（垂直離着型固定翼ドローン）を使用し、静岡市
内の医療機器商社から駿河湾を横断し、沼津市内の拠点（海水浴場）へ医療機器（注射針）を配送する。

（２）飛行ルート
協和医科器械本社（静岡市）～御浜海水浴場（沼津市）

３　実施事業者
HMK Nexus株式会社（本社：浜松市）
エアロセンス株式会社（本社：東京都）

４　取材について
当日の取材を希望される報道機関の方は、事前に参加者を把握する必要があることから、２月21日（水）正午までに、別紙の
取材申込書に記入の上、お申込みください。

５　お問い合わせ先
静岡県　経済産業部　新産業集積課　田中（たなか）
電話番号　054-221-2985
メールアドレス　trc@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:trc@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/02/16

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第104報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年２月16日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第104報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第104報（２月15日受付分）】 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 三島市 524 23 1 24 9 7 2月16日
2 小学校 三島市 278 12 2 42 14 13 2月16日
3 こども園 御殿場市 53 6 1 10 4 4 2月14日 ～ 2月1
4 小学校 富士市 596 22 1 27 8 8 2月15日 ～ 2月1
5 小学校 静岡市葵区 773 30 1 30 10 10 2月15日 ～ 2月1
6 小学校 静岡市葵区 501 18 1 26 13 8 2月15日 ～ 2月1
7 小学校 静岡市駿河区 381 16 1 35 10 8 2月15日 ～ 2月1

1 32 8 8 2月14日 ～ 2月1
8 小学校 静岡市駿河区 445 19

1 25 6 6 2月15日 ～ 2月1
9 小学校 静岡市清水区 409 16 1 27 6 2 2月15日 ～ 2月1
10 小学校 静岡市清水区 571 20 1 28 8 6 2月15日 ～ 2月1
11 小学校 静岡市清水区 75 8 1 16 10 7 2月15日 ～ 2月1
12 小学校 藤枝市 443 16 1 30 8 8 2月14日
13 小学校 藤枝市 176 8 1 20 6 6 2月15日 ～ 2月1
14 小学校 藤枝市 428 16 1 33 9 8 2月14日 ～ 2月1

1 33 4 4 2月14日 ～ 2月1
15 小学校 磐田市 494 22

1 25 4 4 2月14日
16 小学校 掛川市 564 23 1 35 12 12 2月15日 ～ 2月1

1 32 10 10 2月14日 ～ 2月1
17 小学校 袋井市 594 25

1 32 18 18 2月14日 ～ 2月1
1 31 14 13 2月14日 ～ 2月1

18 小学校 湖西市 701 27
1 31 9 9 2月14日 ～ 2月1

19 小学校 湖西市 885 35 1 32 9 9 2月15日 ～ 2月1
20 小学校 菊川市 447 19 1 25 8 8 2月15日 ～ 2月1
21 高等学校 浜松市天竜区 461 15 1 37 18 14 2月13日 ～ 2月1
22 高等学校 浜松市中央区 771 21 1 36 12 12 2月15日 ～ 2月1
23 小学校 浜松市中央区 547 21 1 25 11 11 2月16日
24 小学校 浜松市中央区 769 27 1 30 7 7 2月16日

1 34 9 9 2月15日 ～ 2月1
25 小学校 浜松市中央区 764 30

1 31 8 6 2月16日
本日合計 ２高等学校、２２小学校、１こども園 31 874 282 255

８３０施設
本日までの累

計（実数） （ ９６高等学校、　２０８中学校、　４１７小学校、　６８幼稚園、
９保育所、　２２こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）

4,409 126,954 40,240 37,341

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に
再掲されています。） 　 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入し
ています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公
表しています。 　

　
　 　 　 　 　 　

＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛
又は咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。
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タイトル 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関
連)【第25報】（２月16日10時00分現在）

担　　当 健康福祉部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3357

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下線部は第24報からの変更箇所

１　概要
　令和６年１月１日午後４時10分に発災した「令和６年能登半島地震」への対応（健康福祉部関連：関係団体による対応を含む）
については、以下のとおりである。

２　支援状況
　（１）保健医療福祉
　　　ア　ＤＨＥＡＴ（災害時健康危機管理支援チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省の要請を受け、県が医師、保健師等（静岡市職員を含む）から
　　　　なるＤＨＥＡＴを輪島市門前地区等へ派遣
　　　・輪島市門前地区における保健医療福祉活動のマネジメント機能を支援する

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 2/11(日)～
2/17(土) ４人 医師、保健師２人、事務で構成

第２陣 2/17(土)～
2/22(木) ４人 医師、保健師２人、薬剤師

で構成

第３陣
2/22(木)～
2/29(木) ４人

医師、保健師２人（うち１名は静
岡市職員）、薬剤師
（静岡市職員）で構成

　（２）医療　　　
　　ア　ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＭＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＭＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＭＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＭＡＴが活動
　　　　中

活動日 活動場所等

1/3
能登医療圏活動拠点本部（公立能登総合病院内（七尾市））、
七尾市内の避難所を巡回、患者搬送等

1/4・1/5 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、志賀町内の病院等

1/6～1/8 能登医療圏活動拠点本部、七尾市、輪島市、珠洲市内の病院等

1/9～1/11 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、穴水町内の病院等

1/12・1/13 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市内の病院等

1/14～1/15 能登医療圏活動拠点本部

1/17～1/20 輪島市保健医療福祉調整本部（輪島市役所内）、輪島市、
金沢市内の避難施設等

1/21～1/27 輪島市、金沢市内の避難施設等

1/28～2/3 輪島市内の病院等

2/4～2/5 輪島市内の病院等、金沢市内の避難施設

2/6～ 金沢市内の避難施設

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

順天堂大学医学部附属静岡病院 5人 1/2～1/5

静岡県立総合病院 5人 1/2～1/5

静岡赤十字病院 6人 1/2～1/6

中東遠総合医療センター 4人 1/2～1/5

磐田市立総合病院 4人 1/2～1/6

浜松医科大学医学部附属病院 6人 1/2～1/6

第１次隊　36人
（活動終了）

聖隷浜松病院 6人 1/2～1/5

伊東市民病院 5人 1/6～1/10

静岡県立総合病院 5人 1/5～1/8

静岡市立静岡病院 5人 1/5～1/9

静岡済生会総合病院 6人 1/5～1/9

焼津市立総合病院 5人 1/5～1/9

藤枝市立総合病院 5人 1/4～1/8

浜松赤十字病院 5人 1/4～1/8

第２次隊　40人
（活動終了）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/4～1/10



順天堂大学附属静岡病院 5人 1/8～1/12

富士宮市立病院 4人 1/8～1/14

静岡市立清水病院 5人 1/8～1/13

島田市立総合医療センター 5人 1/8～1/14

中東遠総合医療センター 4人 1/8～1/12

磐田市立総合病院 4人 1/8～1/14

第３次隊　32人
（活動終了）

聖隷浜松病院 5人 1/8～1/14

国際医療福祉大学熱海病院 4人 1/12～1/15第４次隊　８人
（活動終了）

静岡医療センター 4人 1/11～1/15

三島総合病院 5人 1/17～1/21

富士市立中央病院 5人 1/17～1/21

静岡市立清水病院 5人 1/17～1/21

中東遠総合医療センター 4人 1/17～1/21

第５次隊　23人
（活動中・活動終了）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/17～1/22

静岡市立静岡病院 5人 1/20～1/24

総合病院聖隷浜松病院 5人 1/21～1/26

第６次隊　14人
（活動終了）

沼津市立病院 4人 1/20～1/24

静岡医療センター 4人 1/23～1/27

静岡済生会総合病院 6人 1/22～1/27

浜松赤十字病院 4人 1/23～1/27

第７次隊　18人
（活動終了）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/25～1/28

静岡赤十字病院 4人 1/26～1/30第８次隊　９人
（活動終了）

浜松医科大学医学部附属病院 5人 1/26～1/30

伊東市民病院 5人 1/29～2/2第９次隊　10人
（活動終了）

島田市立総合医療センター 5人 1/29～2/2

藤枝市立総合病院 5人 2/1～2/5第10次隊　10人
（活動終了）

浜松医療センター 5人 2/1～2/5

国際医療福祉大学熱海病院 2人

沼津市立病院 1人

第11次隊　４人
（活動終了）
（3病院による混成チー
ム） 総合病院聖隷浜松病院 1人

2/4～2/7

第12次隊　５人
（ 活動終了） 焼津市立総合病院 5人 2/7～2/11

静岡県立総合病院 2人

静岡済生会総合病院 1人

第13次隊　４人
（ 活動終了）
（3病院による混成チー
ム） 中東遠総合医療センター 1人

2/11～2/13

第14次隊　４人
（ 活動中） 藤枝市立総合病院 4人 2/13～2/16

第15次隊　５人
（ 活動中） 静岡市立静岡病院 5人 2/16～2/19

※上記の他、１月２日からＤＭＡＴ調整本部（県庁西館４階）でＤＭＡＴが活動しており、11日からは、石川県庁や輪島市役所等
に設置された保健医療福祉調整本部でＤＭＡＴロジスティックチーム（主に、情報収集・分析、医療チームの調整など、本部活動
を支援）が活動していた。

イ　日本赤十字社静岡県支部による派遣
　・日本赤十字社静岡県支部が医療救護班を派遣
　・第１班　能登医療圏活動拠点本部の指示に従い活動
　　第２～４班　珠洲市保健医療福祉調整本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１班(静岡日赤) 1/ 8(月)～1/10(水) ７人

第２班(浜松日赤) 1/15(月)～1/17(水) ７人

医師・看護師・

薬剤師・事務員で構成

第３班(伊豆、裾野
日赤)

1/24(水)～1/26(金) ６人 医師・看護師・

事務員で構成

第４班(浜松、引佐
日赤) 2/1(木)～2/3(土) ７人

医師・看護師・

薬剤師・事務員で構成

第５班(伊豆、裾野
日赤) 2/8(木)～2/10(土) 6人

医師・看護師・

事務員で構成

　・日本赤十字社静岡県支部が日赤災害医療コーディネートチームを派遣
　・日本赤十字社石川県支部災害対策本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 活動場所 備考



第１班(浜松日赤)
1/12(金)～
1/14(日) ３人

珠洲市健康増進

センター

医師・看護師・

事務員で構成

第２班(静岡日赤) 2/2(金)～
2/4(日) ５人

珠洲市健康増進

センター

医師・看護師・

薬剤師・事務員

で構成

ウ　ＪＭＡＴ（日本医師会災害医療チーム）派遣
　・日本医師会の要請を受け、静岡県医師会が医療救護チームを石川県の被
　　災地へ派遣。今後も新たな医療救護チームの派遣を予定。また、1月30
　　日より２月２日までの間、石川県庁内ＪＭＡＴ調整本部に調整要員（静
　　岡県医師会職員）を派遣
　・長期にわたる支援を実施するため、23郡市医師会に新たなチームの登録

　　 を要請し、ＪＭＡＴ派遣の拡充を計画

派遣期間 派遣人数 活動概要

1/10(水)～1/12(金) 3人（医師1人、看護師2人）
能登総合病院、穴水町内の避
難所のアセスメント

1/19(金)～1/21(日) 3人
（医師1人、看護師1人、事務員１人）

能登町内避難所にて診療活動
および穴水町避難所にてアセ
スメント

1/27(土)～1/29(月)
6人
（医師2人、看護師2人、事務員2人）

穴水町にて避難所アセスメン
ト、高齢者施設への往診、高
齢者施設の情報収集
能登町にて診療所の診療支援

1/30(火)～2/2(金) 1人（静岡県医師会職員１人）
石川県庁内ＪＭＡＴ調整本部
にて調整業務を支援

1/31(水)～2/3(土) 3人
（医師1人、薬剤師1人、事務員１人）

能登町の福祉避難所、介護施
設等および診療所の発熱外
来・訪問診療を支援

2/6(火)～2/8(木)

5人
（医師1人、看護師1人、薬剤師１人、
救急救命士1人、事務員１人）［病
院］

 輪島市内 の 避難所 、 特養 、 発
 熱外来 にて 診療支援

2/22(木)～2/25(日) 5人（医師2人、看護師1人、理学療法
士１人、事務員１人）

2/23(金)～2/25(日)
7人（医師1人、看護師2人、作業療法
士１人、事務員3人）

2/27(火)～2/29(木)
3人（医師1人、看護師1人、社会福祉
士１人）

3/1(金)～3/4(月)
4人（医師1人、看護師2人、事務員１
人）

3/2(土)～3/4(月)
3人（医師1人、看護師1人、介護福祉
士１人）

ＪＭＡＴ能登北部調整支部を
拠点として、穴水町および能
登町、輪島市にて、診療所
（発熱外来・訪問診療等）、
避難所、介護施設等で活動予
定

　　エ　ＤＰＡＴ（災害派遣精神医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＰＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＰＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＰＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＰＡＴが活動
　　　・石川県ＤＰＡＴ調整本部又は能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部の指示に従
　　　　い活動
　　　・２月以降、全国のＤＰＡＴ派遣から徐々に石川県ＤＰＡＴに移行（石川県
　　　　で対応できない事案が発生した場合は、再度、他県に派遣要請）

活動日 活動場所等

1/4 志賀町内の避難所等を巡回、地域支援に関する情報収集

1/5～1/9 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部(公立能登総合病院内(七尾市))、七尾市、
志賀町内の避難所等支援

1/10～1/12 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部、珠洲市内の避難所等支援

1/13～1/17 石川県ＤＰＡＴ調整本部、能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部内の活動

1/18～1/22 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部(1/18～能登中部保健福祉センター内(七尾
市))、輪島市ＤＰＡＴ指揮所（輪島市役所内）の避難所等支援

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

第１次隊（活動終了） 県立こころの医療センター ３人 1/3～1/8

第２次隊（活動終了） 沼津中央病院 ３人 1/7～1/13

第３次隊（活動終了） 神経科浜松病院 ３人 1/12～1/17

第４次隊（活動終了） 県立こころの医療センター ３人 1/18～1/22

オ　ドクターヘリ派遣
　　　・中部ブロック（※）の大規模災害時におけるドクターヘリ広域連携に関す
　　　　る基本協定に基づき、石川県の要請を受け、県がドクターヘリを派遣



派遣期間 基地病院 派遣機数

1/4～1/5 総合病院聖隷三方原病院 １機

1/17 総合病院聖隷三方原病院 １機

　　　※中部ブロック８県（静岡、愛知、三重、長野、富山、石川、福井、岐阜）
　　　　の知事及びドクターヘリ基地病院による協定

カ　災害支援ナース
　　　・日本看護協会の派遣要請を受け、静岡県看護協会が災害支援ナースを派遣

区分 日　程 派遣人数 備考

第１組 1/12～15 ２人

第２組 1/15～18 ４人

第３組 1/18～21 ６人

第４組 1/21～24 ６人

第５組 1/24～27 ２人

第６組 1/27～30 ６人

第７組 1/30～2/2 ２人

第８組 2/2～５ ４人

第９組 2/5～８ ４人

第10組 2/8～11 ２人

 第11 組 2/11 ～14  ３ 人

 第12 組 2/20 ～23  ２ 人

派遣場所は珠洲市、能登町、穴
水町、七尾市、輪島市の病院、
避難所等

　　　
　　キ　薬剤師及びモバイルファーマシー派遣
　　　・日本薬剤師会の派遣要請を受け、静岡県薬剤師会が薬剤師及びモバイル
　　　　ファーマシー（移動調剤車）を派遣

区分 日程 派遣人数 備考

第１陣 １/13～１/17 ３人

第２陣 １/16～１/20 ３人

第３陣 １/19～１/23 ３人

第４陣 １/22～１/26 ３人

派遣地域は、穴水町、輪島市、
珠洲市、能登町

今後の支援内容・体制は現地ニーズを踏まえ検討

　　ク　ＪＤＡＴ（災害歯科支援チーム）派遣
　　　・日本歯科医師会の派遣要請を受け、静岡県歯科医師会がＪＤＡＴを派遣

区分 日程 派遣人数 備考

第１陣 ２/４～２/８ ４人

第２陣 ２/９～２/12 ５人

 第 ３ 陣  ２/19 ～ ２/22  ４ 人

 第 ４ 陣  ２/21 ～ ２/25  ６ 人

派遣地域は、珠洲市

　　ケ　臨床検査技師の派遣
　　　・日本臨床衛生検査技師会の派遣要請を受け、静岡県臨床衛生検査技師会
　　　　が臨床検査技師を派遣

日程 派遣人数 概要

２/３ 10人

日本医師会が派遣するＪＭＡＴ
に帯同し、輪島市内の避難所で
ＤＶＴ検診（超音波検査、血液
検査等）

（２）保健
　　ア　保健師派遣・活動状況
　　　・厚生労働省の要請を受け、県保健師を穴水町へ派遣（1/6～2/5）
　　　・２月29日まで応援延長要請があったため第７陣～第11陣を派遣
　　　・第６陣から管理栄養士（県又は市町）１名を派遣
　　　・第７陣から保健師２名のうち１名は県内市町保健師を派遣
　　　・追加応援要請を受け、もう１チーム白山市へ派遣（1/31～3/31)
Ａチーム（穴水町へ派遣：1/6～2/29）

活動日 活動場所等

1/7 穴水町役場にて情報収集、活動方針打合せ

1/8 穴水中学校にて聞き取り調査

1/9～ 避難者、避難所の状況確認

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/6(土)～1/11(木) ４人



第２陣 1/11(木)～1/16(火) ４人

第３陣 1/16(火)～1/21(日) ５人

第４陣 1/21(日)～1/26(金) ５人

第５陣 1/26(金)～1/31(水) ５人

第６陣 1/31(水)～2/5(月) ５人

第７陣 2/5(月)～2/10(土) ５人

第８陣 2/10(土)～2/15(木) ５人

第９陣 2/15(木)～2/20(火) ５人

第10陣 2/20(火)～2/25(日) ５人

第11陣 2/25(日)～2/29(木) ５人

５名/班の１班体制
保健師３名、事務１名、運転
手１名で構成

第６陣から
保健師２名、管理栄養士１
名、事務１名、運転手１名で
構成

派遣期間は、移動、引継期間
を含む

Ｂチーム（白山市へ派遣：1/31～3/31)

活動日 活動場所等

2/1 石川県中央保健福祉センター　集合

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/31(水)～2/ 5(月) ５人

第２陣 2/ 5(月)～2/10(土) ５人

第３陣 2/10(土)～2/15(木) ５人

第４陣 2/15(木)～2/20(火) ５人

第５陣 2/20(火)～2/25(日) ５人

第６陣 2/25(日)～3/ 1(金) ５人

第７陣 3/ 1(金)～3/ 6(水) ５人

第８陣 3/ 6(水)～3/11(月) ５人

第９陣 3/11(月)～3/16(土) ５人

第10陣 3/16(土)～3/21(木) ５人

第11陣 3/21(木)～3/26(火) ５人

第12陣 3/26(火)～3/31(日) ５人

５名/班の１班体制
保健師４名（うち２名は市
町）、事務１名、
で構成

第７陣から保健師３名（うち
２名は市町）、管理栄養士
（県または市町）１名、事務
１名で構成

派遣期間は、移動、引継期間
を含む

イ　ＪＤＡ－ＤＡＴ（日本栄養士会災害支援チーム）派遣
　　　・日本栄養士会の派遣要請を受け、静岡県栄養士会がＪＤＡ－ＤＡＴを派遣

活動日 活動場所等

1/13～1/17 七尾市内、金沢市内の「特殊栄養食品ステーション」からの食
品の分配、出入管理

1/13～1/17
1/24～1/28
2/ 7～2/11

金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）内の
「施設避難者一時待機ステーション」入所者（要介護者）への
食事管理、食事提供

2/ 7～2/11 七尾を拠点に能登地区の各避難所巡回

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/13(土)～1/17(水) ３人 うち１名は県職員

第２陣 1/24(水)～1/28(日) １人

第３陣 2/ 7(水)～2/11(日) ３人

第４陣 2/22(木)～2/26(月) ３人

ウ　ＪＲＡＴ（日本災害リハビリテーション支援チーム）派遣
　　　・日本災害リハビリテーション支援協会の派遣要請を受け、静岡県災害リハ
　　　　ビリテーション支援関連団体協議会がＪＲＡＴ隊員を派遣。今後も新たな
        チームを派遣する予定
　　　・第１陣以降は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）へ
　　　　移動する避難者のトリアージを実施

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/12(金)～1/15(月) ２人 医師、理学療法士

第２陣 1/25(木)～1/28(日) ２人 医師、理学療法士

第３陣 1/30(火)～2/ 2(金) ２人 医師、言語聴覚士

第４陣 2/ 1(木)～2/ 4(日) ３人 医師、作業療法士２人

第５陣 2/12(月)～2/15(木) ３人 理学療法士１人、言語聴覚士２人

第６陣 2/9(金)～2/12(月) ２人 理学療法士２人

第７陣 2/15(木)～2/18(日) ６人 医師、理学療法士３人、作業療法
士、言語聴覚士



第８陣 2/19(月)～2/22(木) ４人 理学療法士２人、言語聴覚士２人

第９陣 2/22(木)～2/25(日) ６人 医師２人、理学療法士３人、言語
聴覚士

　（３）福祉
　　ア　ＤＷＡＴ（災害派遣福祉チーム）派遣

・災害福祉支援ネットワーク中央センター（全国社会福祉協議会）から先遣
　隊及び1月10日～２月29日までの派遣要請を受け、災害時における福祉人
　材の派遣協力等に関する協定に基づき、県が静岡県災害福祉広域支援ネッ
　トワーク（事務局：静岡県社会福祉協議会）に派遣を依頼し、ＤＷＡＴが
　活動中
・先遣隊は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）にて避
　難者（要配慮者）のスクリーニング等を実施
・第１陣～第10陣は、いしかわスポーツセンター及び七尾市内で活動を実施。
　１月20日以降は志賀町においても活動
・第11陣以降は七尾市又は志賀町避難所にて活動予定

区分 派遣期間 派遣人数 備考

先遣隊 1/ 8(月)～1/14(日) １人 社会福祉士、介護支援専門員

第１陣 1/10(水)～1/13(土) ３人

第２陣 1/12(金)～1/15(月) ３人

第３陣 1/14(日)～1/17(水) ３人

第４陣 1/16(火)～1/19(金) ３人

第５陣 1/18(木)～1/21(日) ３人

第６陣 1/20(土)～1/23(火) ３人

第７陣 1/22(月)～1/25(木) ３人

第８陣 1/24(水)～1/27(土) ３人

第９陣 1/26(金)～1/29(月) ３人

第10陣 1/28(日)～1/31(水) ３人

３名/班の１班体制
社会福祉士、介護支援専門
員、介護福祉士、保育士、児
童指導員、作業療法士、相談
支援専門員等から構成

活動内容は、要配慮者のスク
リーニング等

第11陣 1/30(火)～2/ 2(金) ２人

第12陣 2/ 1(木)～2/ 4(日) ２人

第13陣 2/ 3(土)～2/ 6(火) ２人

第14陣 2/ 5(月)～2/ 8(木) ２人

第15陣 2/ 7(水)～2/10(土) ２人

第16陣 2/ 9(金)～2/12(月) ２人

第17陣 2/11(日)～2/14(水) ２人

第18陣 2/13(火)～2/16(金) ２人

第19陣 2/15(木)～2/18(日) ２人

第20陣 2/17(土)～2/20(火) ２人

第21陣 2/19(月)～2/22(木) ２人

第22陣 2/21(水)～2/24(土) ２人

第23陣 2/23(金)～2/26(月) ２人

第24陣 2/25(日)～2/28(水) ２人

第25陣 2/27(火)～3/ 1(金)
１人

(1人調整中)

２名/班の１班体制
社会福祉士、介護支援専門
員、介護福祉士、保育士、児
童指導員、相談支援専門員等
から構成

活動内容は、避難所内におけ
る避難者のアセスメント、相
談コーナーの対応、健康体操
の実施、近隣避難所の巡回、
活動チームの管理、本部との
調整等

　（参考：要配慮者支援の流れ）

　
　　イ　全国老施協災害派遣福祉チーム(全国老施協ＤＷＡＴ）派遣
　　　・全国老人福祉施設協議会の派遣要請を受け、静岡県老人福祉施設協議会が
        介護職員を被災地の高齢者施設へ派遣
　　　　(福井県老人福祉施設協議会からの派遣者との合同チーム）

派遣期間 派遣先 所属 派遣人数 備考

１/17(水)～21(日) 特別養護老人ホーム　
長寿園(石川県珠洲市) (福)慈恵会　西島寮 ２人 介護職員

　　 ウ 　 社 会福祉施設等 に 対 する 介護職員等 の 派遣
　　　・ 厚生労働省及 びこども 家庭庁 からの 派遣要請 を 受 け 、 県内 の 社会福祉法人
　　　　 等 の 介護職員等 を 派遣

 分野  派遣期間  派遣先  所属  派遣
 人数

1/29 （ 月 ）～2/1( 木)  石川産業展示館 ( 福) ひかりの 園  １ 人

2/5( 月) ～8( 木)  いしかわ 総合 スポーツセンター ( 福) 天竜厚生会  ２ 人 障害



(1.5 次避難所)

2/13( 火) ～16( 金)  石川県精育園 （ 石川県穴水町) ( 福) 小羊学園  ２ 人

（４）義援金等
　　ア　義援金の状況

・日本赤十字社及び共同募金会とも、被災県及び本社・中央で義援金の募集
　を開始
・来庁者向けに県庁内（本館1階食堂、本館２階県庁案内、東館２階県民サー
　ビスセンター前、東館２階喫茶ぴあ～、東館16階食堂、西館３階健康福祉部
　部長室前）に募金箱を設置するとともに、職員に対し義援金への協力を呼びかける

団体名 支部等 受付期間 配分地域

石川県支部 1/4～12/27 石川県

富山県支部 1/5～3/29 富山県

 新潟県支部 1/9～6/28 新潟県

福井県支部 1/16～3/29 福井県

日本
赤十字社

本社 1/5～12/27 被災地全地域

石川県 1/4～12/27 石川県

富山県 1/5～3/29 富山県

新潟県 1/9～6/28 新潟県

 福井県  1/16～3/29  福井県
共同募金会

中央 1/5～6/28 石川県、富山県、新潟
県、福井県

イ　災害ボランティアサポート募金の状況
・中央共同募金会は、ボランティア・NPO 活動サポート募金 「ボラサポ・令
　和６年能登半島地震」への寄付募集及び助成受付を開始

募集共募 受付期間 受付方法／助成対象ほか

寄付 1/2～6/30 金融機関振込・クレジット決済

中央共同
募金会 助成

(第１回)

1/17～1/31

炊き出し、物品配布支援、生活支援活動等
・短期活動助成(活動日数30日以内)
・中長期活動助成(活動日数31日以上)

　※助成 第２回募集：2月中旬予定、第3回募集：4月以降を予定
　　

ウ　静岡県ボランティア協会の状況
　・ボランティアの活動を支援するため、「ボランティア活動支援金」の募集
　　を開始

募集期間 受付方法

1/10（水）～6/30（日） 郵便振替

　・今後の活動に向け、独自にボランティア支援募金を実施するとともに、避
　　難所等で必要と思われる物資を収集し、要請に応じ速やかに送付できるよ
　　う準備中

　　エ　生活福祉資金の状況
　　　・静岡県社協は、被災した世帯（災害救助法の適用となった地域等＊におい
　　　　て被災し、静岡県内へ避難した世帯のうち、今後１ヶ月程度以上居住予定
　　　　のある世帯）への生活福祉資金（緊急小口資金）特例貸付の受付を開始

受付期間 受付場所

1/15（月）～未定 各市町社協窓口

　　　＊災害救助法適用地域以外で、被災したため特例措置が必要な地域として都
　　　　道府県知事が設定した地域は以下のとおり（令和６年１月23日現在）

設定した都道府県 設定した地域

新潟県
阿賀野市、阿賀町、粟島浦村、魚沼市、小千谷市、刈羽
村、新発田市、聖籠町、関川村、胎内市、田上町、津南
町、十日町市、村上市、弥彦村、湯沢町

富山県 魚津市、入善町

石川県 野々市市、川北町

福井県
敦賀市、小浜市、大野市、勝山市、鯖江市、越前市、永
平寺町、池田町、南越前町、越前町、美浜町、高浜町、
おおい町、若狭町

　　・石川県社協からの要請を受けた全社協からの要請に基づき、静岡県社協等は
　　　生活福祉資金貸付事務対応職員を派遣

区分 派遣期間 派遣人数 派遣先

第１陣
（活動終了）1/30(火)～2/2(金)

２人
（静岡県社協１人、
静岡市社協１人）

七尾市社協

　　オ　災害ボランティアセンターの状況



　　・全社協からの要請に基づき、静岡県社協等は中能登町災害ボランティアセン
　　　ターに対する職員を派遣予定

派遣期間 派遣人数 備考

2/1(木)～2/5(月) ２人 静岡市社協２

2/13(火)～2/17(土) ６人

2/25(日)～2/29(木) ６人

県社協１、静岡市社協１、浜松市社
協１、市町社協３で構成



提 供 日 2024/02/16

タイトル 【当日取材依頼】訪日教育旅行の受入数がコロナ前の
水準並に回復しています

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光振興課

連 絡 先

TEL 054-221-3684

訪日教育旅行の受入数がコロナ前の水準並に回復しています

　
　本県では、中高生をはじめとした若い世代の国際相互理解の促進や、今後の海外との交流人口の拡大に繋がる「訪日教育旅行」
の受入を推進しています。
　今年度は、コロナ禍で途絶えていた本県への来訪が回復し、年間を通じた受入件数がコロナ前と同程度に回復する見込みであ
り、今月は、中国やフランス等から５校を受入れ、県内の学生と交流を行います。

交流日時 県内受入校 来訪校・団体 国名 受入人数 主な交流内容

２月１日（木）
実施済

静岡城北高校 苏州北美国际
高级中学など15校

中国 25名
・歓迎式
・授業交流
・部活動見学

２月15日（木）
実施済

藤枝明誠
高等学校 江西科技学院附属中学 中国 47名 ・歓迎式

・交流会

２月19日（月）
城南静岡
中学校 江西科技学院附属中学 中国 35名

・歓迎式
・学校見学
・プラモデル製作

２月22日（木） 県立富士高校 サントクロワ
サントゥベルト高校 フランス 33名

・歓迎式
・昼食交流
・書道交流

２月27日（火） 静岡市立
安東小学校

SK Saujana Impianな
ど２校 マレーシア 45名 　調整中

◇ 取材を希望される方は、事前に下記問合せ先まで御連絡ください

一般社団法人　地域振興交流協会　代表理事　事務局長　二本柳　悟
電話：080-4294-0830　E-mail：s-nihonyanagi@local-networks.net

＜参考＞今年度の受入状況

月別 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
(見込）

件数

(人数)

44件
(1,740人)

49件
(1,567人)

68件
(2,190人)

42件
(1,311人)

０件
(０人)

０件
(０人)

１件
(28人)

42件
(1,528人)

mailto:s-nihonyanagi@local-networks.net


提 供 日 2024/02/16

タイトル デンソー女子卓球部による卓球クリニック

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ振興課

連 絡 先 競技スポーツ班

TEL 054-221-3177

　県では、子どもたちがトップアスリート等から直接指導を受けられる「ドリカムスタート事業」を実施しています。
　今回は、日本卓球リーグ年間総合２位のデンソー女子卓球部が、磐田市内小中学生卓球競技者を対象に指導します。

１　開催日　　令和６年２月24日（土)　

２　会　 場　　磐田卓球場ラリーナ（磐田市見付4075-1）

３　日　 程　
　 　午前の部 　午後の部
　開講式 　9：20～ 9：30 　13：00～13：10
　クリニック 　9：30～11：30 　13：10～15：10
　閉講式、写真撮影  11：30～11：50 　15：10～15：30

４　参加者　　磐田市内小中学生卓球競技者及び指導者 102名
　　　　　　　　　（午前：児童生徒43名・指導者9名、午後：児童生徒42名・指導者8名）

５　講　師　　 デンソー女子卓球部
　　　　　　　　　 河村　茉依（かわむら　まい）コーチ
　　　　　　　　　 小畑　美月（おばた　みずき）選手
                     赤江　夏星（あかえ　かほ）選手　 
　
６　その他
　  　　・取材希望の方は、２月22日(木)正午までに、別添「取材申込書」にてお申し込み
　　　　 ください。中止の際には御連絡いたします。
　　　　・取材当日、社名が分かる腕章又は名札等を身に付けてください。
　　    　　　
７　問い合わせ先
　　　静岡県スポーツ・文化観光部　スポーツ局　スポーツ振興課（市川）　
　　　電　話　　　　 054-221-3177　　   FAX　054-221-2980　　
　　　当日連絡先　080-1580-8162



提 供 日 2024/02/16

タイトル 【第18報】令和６年能登半島地震への本県の支援につ
いて（２月16日現在）

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 危機報道官

TEL 054-221-2316

令和６年能登半島地震より被災した地域への支援の概要は別添のとおりです。



提 供 日 2024/02/16

タイトル オープンデータ中部地域ワークショップの開催～静岡
市七間町のまち歩きでオープンデータ作成～

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局データ活用推進課

連 絡 先 データ活用推進班

TEL 054-221-2298

　県民ニーズに合わせたオープンデータの公開拡充と利活用などを図るため、賀茂、東・中・西部の４地域で、企業・学生・行政
の参加者により、オープンデータの活用、作成等を行う地域ワークショップを開催します。 
　今回は、静岡市七間町のまちを歩き、飲食店などの情報を集めて地図に登録し、オープンデータを作成する中部地域ワーク
ショップを開催します。

１　開催日・場所等
　（１）日時
　　　　令和６年２月19日(月)　午後４時～８時

　（２）場所
　　　　SHIP
　　　（静岡市葵区呉服町２丁目７－26　静専ビル２階）

　（３）参加予定
　　　　企業、大学生、行政職員、一般など　20名程度

２　内容
区分 内容

座学
【県データ活用推進課】
　・オープンデータとは
　・オープンデータを活用した取組事例　など

ワークショップ

【株式会社SBS情報システム】
　・七間町のまち歩き
　・飲食店などの情報収集
　・地図に登録し、オープンデータの作成
　・グループによる発表　など



提 供 日 2024/02/19

タイトル 監査結果の公表

担　　当 監査委員事務局 監査課

連 絡 先 監査班

TEL 054-221-2927

監査委員は、令和６年１月16日に、知事等の出張旅費等の支出等に対する随時監査を実施し、その監査の結果を令和６年２月16日に知事及び県議
会議長に報告するとともに監査対象機関に通知した。

１　監査の概要
静岡県監査委員監査基準に基づき、知事、副知事等の出張旅費等について、公務及び公務外の区分が適切に行われて支出等されているかなどの

視点から財務監査（随時監査）を実施した。

２　監査の結果
（１）監査の実施時期
　　　令和６年１月16日
（２）監査対象箇所課
　　　知事直轄組織総務課
　　　知事直轄組織知事戦略局秘書課
　　　出納局用度課
（３）監査結果
　　　意見　知事等が出席する行事等の公務取扱い基準の策定等
監査箇所 区分 概要

件名 知事等が出席する行事等の公務取扱い基準の策定等知事直轄組織
総務課、知事戦略局
秘書課

出納局用度課

意見
内容 　知事直轄組織知事戦略局秘書課（以下「秘書課」という。）は、知事及び副知事（以下「知事等」という。）の秘書に関す

ることを所掌事務としており、知事等のスケジュール管理や知事等が「公務」として出席する行事等の随行等をしていま
す。知事等の出席する行事等は、多種多様であることから、秘書課では、知事等の行事等への関わり、出席する立場、
県の関わりなどを確認して、「公務」か「公務外」かを判断しています。
　しかし、県議会の常任委員会において、知事等が政治資金パーティーである県議会議長就任祝賀会（令和５年９月
27日開催）に「公務」として出席し、公費による出張旅費の支出をしたことや公用車を使用したことなどについて、税金の
使い方として適当であるかに関する質疑が行われるなどしています。
　当該祝賀会に「公務」として出席することについては、過去の裁判例や他の都道府県の例等を踏まえると、必ずしも不
適当であるとは言えませんが、どのような行事等を「公務」とするかなどについて、明確な根拠に基づき、対外的に説明
できることは重要であると考えますので、次のことについて、検討を求めます。
ア　過去に知事等が出席した行事等を類型化するなどし、税金の使い方として疑念が生じないように時代に即した区分
を行い、「公務」とするものと「公務外」とするものを明確にした運用基準を策定すること
イ　在勤庁である県庁本庁から４km以内における出張については、旅行命令簿を作成する必要がないと整理されてい
ますが、知事等の行動を対外的に説明できるように、知事等が本庁から離れて「公務」を行う場合には旅行命令簿等を
作成すること
ウ　知事等が「公務」として行事等に出席する際の公用車、タクシー、交際費の使用については、その特殊性から、一般
職の職員に適用される内規等をそのまま適用することに限界があることから、実態として一般職の職員と異なる取扱いに
なっている部分については、秘書課、出納局用度課、議会事務局秘書室等の関係部局において調整を図り、運用に関
する基準を策定すること



提 供 日 2024/02/19

タイトル 「令和５年度清水海岸侵食対策検討委員会」の開催

担　　当 交通基盤部 静岡土木事務所

連 絡 先 企画検査課

TEL 054-286-9322

　　「令和５年度清水海岸侵食対策検討委員会」を開催します
　　　　～モニタリング結果に基づいて今後の侵食対策を議論します～

　清水海岸における事業等の報告と今後の侵食対策の検討を目的として、学識経験
者、地域住民、関係団体及び行政関係者を委員とした「清水海岸侵食対策検討委員
会」を開催します。

１　日時　令和６年２月26日(月)　午前10時から午前12時まで

２　場所　清水マリンビル　５階　団体会議室（静岡市清水区日の出町9-25）
　　　　　（委員はオンラインまたは会場にて出席）

３　議事内容（案）
　　・令和５年度のモニタリング結果について
　　・今後の事業予定
　　・砂浜の海岸保全施設指定について

４　委員構成（敬称略、◎は委員長）

分野 職名 氏名 オンライン
出席

学識 東京大学名誉教授 ◎杉本　隆成 　

〃 一般財団法人　土木研究センター
なぎさ総合研究所長 宇多　高明 　

〃 東海大学　非常勤教員 山本　吉道 ○

〃 国土交通省国土技術政策総合研究所
河川研究部　海岸研究室長 加藤　史訓 ○

地域住民三保地区連合自治会長 櫻田　芳宏 　
〃 折戸地区連合自治会長 大石　眞也 　
〃 駒越地区連合自治会長 田辺　道夫 　

関係団体清水海岸侵食災害防止対策促進
期成同盟会長 遠藤　日出夫 　

〃 清水漁業協同組合　代表理事組合長 薩川　一義 　

〃
海辺を考える　しおさい21
理事兼事務局長 菊池　健史 ○

〃 三保の松原・羽衣村　理事長 遠藤　まゆみ 　
行政 国土交通省静岡河川事務所長 阿部　聡 　
〃 静岡県交通基盤部河川砂防局長 望月　嘉徳 　
〃 静岡県交通基盤部静岡土木事務所長 戸栗　一泰 　
〃 静岡市建設局次長兼土木部長 浅井　克行 　

５　傍聴・取材
　　　会議は公開で行います。傍聴や取材を希望される方は、当日会場にて午前９
　　時45分から受け付けます。定員は10人程度（先着順）です。
　　　※駐車場に限りがありますので、公共交通機関の利用をお願いします。



提 供 日 2024/02/19

タイトル 清水海岸の｢砂浜｣を海岸保全施設に指定
（都道府県知事が指定するものとして全国初！）

担　　当 交通基盤部 河川砂防局河川海岸整備課

連 絡 先 海岸整備班

TEL 054-221-3037

　　　　清水海岸の「砂浜」を海岸保全施設に指定
 　　　　　　～都道府県知事が指定するものとして全国初！～

　県は、侵食対策に取り組んでいる清水海岸のうち、施設整備や養浜等により
安定的な海浜が長期的に維持されている一部区間（三保地先）の砂浜を、堤防や
離岸堤と同様に、背後地を防護する機能を担う“海岸保全施設”に指定する。

　　 本指定は、 都道府県知事 が 指定 するものとしては 全国初となる。

１．指定の範囲
　　「羽衣の松」前面　※参考資料のとおり

２．指定の時期
　　令和６年２月２３日（金）　”富士山の日”に指定！

３．指定のメリット
　・海岸保全施設として将来にわたり維持することで、「羽衣の松」を始めとする
　　背後地の越波被害を防止します。
　・海岸保全施設として適切に維持管理することで、砂浜が台風等により
　　侵食された場合、災害復旧事業（国負担２／３）等の適用対象となります。
　・国の重点配分対象事業となることで、侵食対策や景観改善の取組を加速する
    ことができます。

４．他海岸の指定状況（※ともに国が事業を実施している直轄海岸）
　・石川海岸　　（令和元年９月１２日指定）
　・新潟港海岸　（令和４年７月２７日指定）

※　２月２４日（土）に清水テルサ（清水区島崎町223）で開催する
　　１０周年記念イベント（添付チラシ参照）の中で指定についてＰＲします。

※　海岸保全施設とは（海岸法第２条）
　　海岸保全区域内にある堤防、突堤、護岸、胸壁、離岸堤、 砂浜（海岸管理者が
　　消波等の海岸を防護する機能を維持するために設けたもの【中略】）をいう。



提 供 日 2024/02/19

タイトル 「新たなステージに入った水災害に対する取組」を策
定しました

担　　当 交通基盤部 河川砂防局河川企画課

連 絡 先 河川企画班

TEL 054-221-3035

令和４年台風第15号等による水災害を教訓とした「流域治水」の一層の推進

～「新たなステージに入った水災害に対する取組」を策定しました～

１　概　要
　新たなステージに入った水災害に対し、県庁内の関係部局や県内市町など、流域のあらゆる関係者が取り組むべき流域治水
対策の方向性や、ふたつの台風による被害で明らかになった課題などを踏まえて、重点的かつ緊急的に実施する対策をとりま
とめ、これらを共有し、「流域治水」をより一層推進するため、「新たなステージに入った水災害に対する取組」を策定しま
した。

　
２　内　容
（１）必要性

　令和４年台風第15号と令和５年台風第２号に伴う記録的な豪雨により発生した甚大な被害は、本県における水災害が新たな
ステージに入っていることを再認識させるとともに、これまでの水災害対策の課題を浮き彫りとなったため。

（２）策定者
　静岡県交通基盤部河川砂防局

（３）取組の方向性（総括）
　気候変動により新たなステージに入った水災害に対し、令和４年台風第15号や令和５年台風第２号への対応を教訓として、
国、県、市町、民間企業、住民等の流域のあらゆる関係者が水災害を自分事として捉え、主体的に対策に取り組む「流域治
水」を強力に推進し、水災害に強い地域の実現を目指す。

（４）河川砂防局の重点対策
流域治水の柱 重点対策

◎氾濫をできるだけ防ぐ・
　減らすための対策

○河川改修、遊水地や放水路の整備
○雨水貯留浸透施設の整備
○樋門・樋管等の適切な維持管理　など

◎被害対象を減少させるた
　めの対策

○LP測量を活用した土砂災害景気有区域の
　新規指定箇所の抽出　など

◎被害の軽減・早期復旧・
　復興のための対策

○災害等の情報収集の仕組みづくり
○出前講座や防災教育の強化　など

◎「流域治水」を流域全体
　で取り組むための対策

○気候変動を踏まえた河川整備基本方針や
　河川整備計画の見直し
○特定都市河川の指定の推進　など

３　公　表
　静岡県ホームページに掲載しています。
＜県河川砂防局ＨＰ＞
https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/kasensabo/river/1003551/1060599.html

https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/kasensabo/river/1003551/1060599.html


提 供 日 2024/02/19

タイトル 第32回技能グランプリ「フライス盤職種（会場：静岡
鐵工所）」の開催及び知事視察

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 ものづくり人材班　石川

TEL 054-221-2823

第32回技能グランプリ
「フライス盤職種(会場：静岡鐵工所)」の開催及び知事視察

　技能グランプリは、各職種の技能検定において最上位の資格を持つ技能士が匠の技を競う、国内最高峰の技能競技大会であり、２年に１度

開催されています。

　第32回目となる今大会は、２月23日（金）から26日（月）まで福岡県を主会場として開催されますが、競技職種のうちフライス盤職種は、

第29回大会から今大会まで４大会連続で静岡県内の会場（株式会社静岡鐵工所）で開催されており、２月22日（木）に先行して競技が実施さ

れます。

　このたび、静岡県内で開催されるフライス盤職種の競技について、知事が視察を行います。　

１　競技日時　　令和６年２月22日（木)　９時30分～16時00分

２　会場　　　　株式会社静岡鐵工所（静岡市葵区産女1022）

３　出場選手　　４名（静岡県から１名出場）

４　視察時間　　14時30分～15時00分（競技会場内を視察予定）

　　※　フライス盤職種では、フライス盤（回転切削工具）を用いた緻密な部品加工の
　　　　技能を競います。競技の詳細は、下記大会HPを御覧ください。

【大会の概要】

大会名 　第32回技能グランプリ

主催 　厚生労働省、中央職業能力開発協会、一般社団法人全国技能士会連合会

目的 　技能検定（国家資格）の特級、一級又は単一等級の技能士の一層の技能及び
　地位の向上、技能尊重機運の醸成

日程
　令和６年２月23日（金）開会式
　　　　　  　24日（土）～25日（日）競技　　※一部職種は先行実施
　　 　　　 　26日（月）閉会式

会場
　西日本総合展示場、株式会社静岡鐵工所（フライス盤職種）、北九州国際
　会議場（レストランサービス職種）、山口職業能力開発促進センター
　（旋盤職種）、学校法人大和青藍高等学校（日本料理職種）

実施職種 　和裁、寝具製作、石工、建築大工、かわらぶき、畳製作、建築配管、壁装、
　フライス盤、広告美術、フラワー装飾、レストランサービス　等　30職種

出場選手 　30職種379人（本県 13職種19人）

前回大会の
本県選手成績

　日　程　令和３年２月19日（金）～22日（月）
　会　場　愛知県国際展示場　他３会場
　選手数　28職種344人（本県11職種15人）
　入賞者　３職種３人（金賞１人、銀賞１人、銅賞１人）

大会HP 　https://worldskills.jp/skillsgrandprix/

https://worldskills.jp/skillsgrandprix/


提 供 日 2024/02/19

タイトル 【取材依頼】「薬学生向け静岡県病院業界研究会」の
開催

担　　当 健康福祉部 生活衛生局薬事課

連 絡 先 薬事企画班・中村

TEL 054-221-2410

 県内50 病院 による 薬学生向 け 説明会 を 開催  します ！

　県では、県内病院での病院薬剤師を志す現役薬学部大学生(以下「薬学生」とします。)
の就職活動に資する情報を提供するため、公益社団法人静岡県病院協会及び静岡県病
院薬剤師会と連携し、オンラインによる業界研究会を開催します。

１ 開催日時
　令和６年２月23日(金・祝)　正午から午後４時35分まで

２ 開催方法
　オンライン開催

３ 開催規模
　県内50病院が参加
　薬学生48名が参加予定（２月16日現在）

４ 内容
　12:00～12:05 オープニング
　12:05～12:25 特別講演１

「病院薬剤師を取り巻く環境と期待されていること」
社会医療法人 駿甲会

　 コミュニティーホスピタル甲賀病院　医療技術部部長
静岡県病院薬剤師会　常任理事
渡邉 学氏

　12:25～12:45 特別講演２
「病院薬剤師のキャリアアップの道のり」
静岡県立総合病院薬剤部／研究支援室　室長補佐
嘉屋 道裕氏

　12:45～13:05 特別講演３
「病院が求めている人材」
島田市立総合医療センター　薬剤部部長
静岡県病院薬剤師会　副会長
浅原 慶徳氏

　13:25～16:35 合同説明会（30分×５ターム）
※ 参加病院がそれぞれのブースで説明

５ その他
　詳細は、別添のチラシをご覧ください。
　取材いただける場合には、上記連絡先まで御連絡下さい。
　オープニング・特別講演は、県庁別館７階第４会議室Ｂ・Ｃより実施します。



提 供 日 2024/02/19

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第105報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年２月19日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第105報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対
策課

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第105報（２月16日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 中学校 熱海市 22 3 1 7 5 5 2月19日
2 小学校 裾野市 709 27 1 35 8 8 2月16日
3 小学校 静岡市葵区 693 26 1 32 10 4 2月16日
4 小学校 静岡市駿河区 865 33 1 33 13 9 2月16日
5 高等学校 掛川市 983 24 1 41 12 12 2月15日 ～ 2月1
6 中学校 周智郡森町 197 8 1 33 9 9 2月16日 ～ 2月1

1 32 20 14 2月15日 ～ 2月1
7 小学校 浜松市中央区 1032 37

1 31 10 9 2月15日 ～ 2月1
8 小学校 浜松市中央区 706 31 1 30 12 11 2月19日

本日合計 １高等学校、２中学校、５小学校 9 274 99 81
８３２施設

本日までの累
計（実数） （ ９６高等学校、　２１０中学校、　４１７小学校、　６８幼稚園、

９保育所、　２２こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）
4,418 127,228 40,339 37,422

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲されて
います。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳のいず
れか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/02/19

タイトル 【当日取材依頼】ふじのくに地球環境史ミュージアム
の佐藤洋一郎館長が企画展「イネ・米・田んぼ」を
テーマに有識者と対談します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 ふじのくに地球環境史ミュージ

アム企画総務課

連 絡 先 企画総務課

TEL 054-260-7111

ふじのくに地球環境史ミュージアムの佐藤洋一郎館長が
企画展「イネ・米・田んぼ」をテーマに有識者と対談します！

　ふじのくに地球環境史ミュージアムでは、企画展「イネ・米・田んぼ」の開催を記念し、佐藤館長と有識者による対談・講演会を開催します。
ぜひ取材をよろしくお願いします。

１　対談・講演会の概要

 (1)米と和食－これほど環境にやさしい「食」はない－
　 日　時　令和６年２月25日（日）14:00-15:00
　 講　師　内海　亮　氏（和食「清游」　料理長）　
　 内　容  日本の風土と社会が醸成した食文化「和食」。その特性や可能性などについて、
　 　　　　　静岡が誇る気鋭の日本料理人・内海氏と和食の伝道者・佐藤館長が「米」の視点
              から語り尽くします。
　　　
 (2)自然農と棚田の再生－静岡市民活動としての米作り24年－
　 日　時　令和６年３月17日（日）15:00-16:00
　 講　師　天岸　祥光　氏（ＮＰＯ法人静岡県自然史博物館ネットワーク理事長）
　 内　容  「耕さず、農薬・肥料は使わず、草や虫を敵としない」という「自然農」。この農法を
             ベースに静岡市郊外・清沢で進められる自由な雰囲気での米作りを紹介し、究極
             の（？）人間の営みについて考えます。
　
２　企画展の概要

会期 令和５年11月11日（土）～令和６年３月24日（日）
会場 ふじのくに地球環境史ミュージアム企画展示室１・２

企画展
観覧料

一般600円（500円）、小学生以上大学生以下・70歳以上300円（200円）、
未就学児は無料
※（　）内は前売料金及び20名以上の団体料金。
※身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付
を受けている方とその付添者1名は無料。
※常設展も併せてご観覧いただけます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（参考情報）
参加方法等
・定　員　100名
・会　場　ふじのくに地球環境史ミュ－ジアム　2階講堂
・企画展「イネ・米・田んぼ」特設ページからお申し込みください。
・聴講には観覧料が必要です。https://www.fujimu100.jp/rice/　

　

https://www.fujimu100.jp/rice/


提 供 日 2024/02/19

タイトル 富士山の日は空港で遊ぼう！　富士山静岡空港「富士
山の日イベント」開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港管理課

連 絡 先 地域連携班

TEL 054-221-3228

富⼠⼭の日は空港で遊ぼう︕
富⼠⼭静岡空港　「富⼠⼭の日イベント」　開催

　富士山静岡空港では、静岡県の制定する【２月23日・富士山の日】にあわせ、楽
しいイベント満載の「富士山の日イベント」を開催します！
　静岡県と山梨県の魅力を発信する「ふじのくに　空のしおり-3776-」では、静岡
県産の日本酒や高級茶、山梨県産のワインやフルーツジュースを試飲できるコー
ナーから、素敵な企画を御用意！
　空旅の魅力が大集結した富士山静岡空港に、是非お越しください。

１　富士山の日イベント概要
（１）開催日時
　　　令和６年２月23日(金・祝)　10:00～16:00
（２）開催場所
　　　富士山静岡空港　旅客ターミナルビル・センタードーム　ほか
（３）主催
　　　富士山静岡空港株式会社

２　空のしおりイベント
（１）利き酒師による日本酒紹介
　　　ふじのくにメディアチャンネル公式サポーターであり、利き酒師の資格を持
　　つ平井綾さんが、あなたにピッタリの日本酒を御提案します。
　　ア　時間
　　　　１回目：13:15～、２回目：14:30～
　　イ　場所
　　　　旅客ターミナルビル３階　ふじのくに　空のしおり-3776-
　　ウ　主催
　　　　静岡県

（２）オリジナルおちょこ特別販売
　　　「富士山の日イベント」限定で、「空のしおり」のロゴが入ったオリジナル
　　おちょこの特別販売を実施します。
　　　なお、次回以降おちょこを御持参いただくと、試飲が100円値引きに！

　　販売価格：600円（試飲２杯＋おちょこ１個）
　　※通常試飲料金：○２杯/500円、○試飲１杯＋おちょこ１個/500円

３　その他
　　当日は、このほかにも楽しいイベントをたくさん開催しています。詳細は以下
　のリンクを御確認願います。
　○URL：https://www.mtfuji-shizuokaairport.jp/news/fujisanday2024-0223/
　○イベント例：
　　・FDA整備士の航空教室
　　・空港サウナ体験会
　○連絡先：富士山静岡空港株式会社　0548-29-2000

★出演者に平井綾さん、撮影者に静岡市出身の写真家・うちだしんのすけさんを起
　用した、「空のしおり」ＰＲ写真・動画を、静岡県スポーツ・文化観光部公式Ｘ
　（@shizuoka_to_go）にて集中発信中です！是非御覧ください。

https://www.mtfuji-shizuokaairport.jp/news/fujisanday2024-0223/


提 供 日 2024/02/19

タイトル 【第19報】令和６年能登半島地震への本県の支援につ
いて（２月19日現在）

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 危機報道官

TEL 054-221-2316

令和６年能登半島地震より被災した地域への支援の概要は別添のとおりです。



提 供 日 2024/02/19

タイトル 統計出前講座 in 菊川市役所

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局データ活用推進課

連 絡 先 データ活用推進班

TEL 054-221-2298

統計出前講座 in 菊川市役所
 県データ活用推進課では、統計に対する親しみや重要性の普及・啓発のため、職員が学校等へ出向き統計出前講座を実施してい
ます。
 今回、以下のとおり菊川市役所で統計出前講座を実施します。
１ 開催概要

⽇  時 令和６年２⽉20⽇（⽕） ９時30分〜11時00分

場  所 菊川市役所東館「プラザきくる」３階（菊川市堀之内61）

参加人数 菊川市職員 約20人

講座内容
・統計、公的統計とは
・静岡県のデータ提供サイトの説明
・e-Stat、RESASの紹介、活用方法

２ 統計出前講座について
 データ活用推進課職員が学校等へ出向き、統計に対する親しみや重要性の普及・啓発を⾏います。
 また、統計知識を⾝に付け、様々な課題に対して正しい判断・⾏動を取ることができるよう、統計学的分析⼿法を活用した問題
解決能⼒の習得を促進します。
 詳細内容や申込方法は、県統計情報サイト「統計センターしずおか」から御覧ください。
 URL:https://toukei.pref.shizuoka.jp/toukeikikakuhan/20170501.html

３ その他
 取材をされる際には、事前に御連絡をお願いいたします。

https://toukei.pref.shizuoka.jp/toukeikikakuhan/20170501.html


提 供 日 2024/02/20

タイトル 令和５年度　静岡県議会海外事情調査報告会の開催
（取材案内）

担　　当 議会事務局 政策調査課

連 絡 先 政策調査課

TEL 054-221-2559

　令和５年11月９日から15日に実施した静岡県議会産業・地域振興等海外事情調査の報告会を開催します。（取材案内）

１　日　時
　　令和６年２月27日（火）　本会議散会後

２　場　所
　　県庁本館４階　特別会議室

３　報告会次第
　（１）議長挨拶
　（２）団長挨拶　
　　　　　静岡県議会産業・地域振興等海外事情調査団　植田　徹　団長
　（３）調査先及び報告者　　　　

調査先
（調査テーマ）

報告者

１ 　日本貿易振興機構クアラルンプール事務所
　（政治・経済状況、ビジネス環境）

藤曲　敬宏　副団長

２ 　ゲンティンハイランド
　（地域開発・観光振興の取組）

田内　浩之　副団長

３ 　ハラル開発公社
　（ハラルマーケットにおける取組）

河原崎　聖　　団員

４

マレーシア

　マレーシア森林研究所
　（森林研究や森林製品開発の取組）

市川　秀之　　団員

５ 　ベトナム住友商事会社
　（スマートシティ開発）

伴　　　卓　　団員

６

ベトナム

　ＶＮＪ株式会社
　（人材育成の現状と今後の展望）

杉山　　淳　　団員



提 供 日 2024/02/20

タイトル 令和６年２月定例会の議決結果（２月20日議決分）

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局　議事課

TEL 054-221-3482

　２月20日（火)の本会議において議員提出議案１件が、原案どおり可決された。

■議員提出議案（１件）
議決の態様　　　○：賛成　　×：反対

無　所　属件　　　　名 議決結果 自民
改革
会議

ふじの
く　に
県　民
クラブ

公明党
静　岡
県議団

遠藤
行洋

塚本
大

桜井
勝郎

山本
隆久

静岡県議会議員の定数並びに選挙区及び各選挙区に
おいて選挙すべき議員の数に関する条例の一部を改正
する条例

可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



提 供 日 2024/02/20

タイトル ぐるり富士山サイクルツーリズム推進協議会の開催
（令和５年度第２回）

担　　当 交通基盤部 道路局道路企画課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3013

ぐるり富士山サイクルツーリズム推進協議会の開催
（令和５年度第２回）

※２月６日に雪の影響により延期した協議会の開催

富士山を巡るサイクリングルートである“フジイチ”を活用した、地域の魅力づくりを進めるため、山梨・静岡両県の関係
者からなる協議会を開催します。

今回の協議会では、サイクルツーリズム推進に向け、ルートを象徴するロゴマークの決定、ルートの設定について協議しま
す。

○ 概要

１　日　時　令和６年２月27日（火）14:00～15:30

２　場　所　山梨県富士吉田合同庁舎２階大会議室（WEB併用）
　　　　　　（山梨県富士吉田市上吉田１丁目２－５）

３　内　容　・ロゴマークの決定
　　　　　　・ルートの設定
　　　　　　・アクションプランの検討

４　出席者　山梨・静岡両県の関係者　53名
　　　　　　（国、県、市町村、サイクリング関係団体等）

５　問合せ　静岡県交通基盤部道路局　道路企画課
　　　　　　電　話：054-221-3013
　　　　　　メール：douro_kikaku@pref.shizuoka.lg.jp

○取材

・取材を希望される場合は、直接会場までお越しください。

・会場入口で受付を行います。

mailto:douro_kikaku@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/02/20

タイトル 第３回「静岡の家具」振興方針検討委員会を開催しま
す！

担　　当 経済産業部 商工業局地域産業課

連 絡 先 宇佐美

TEL 054-221-2516

第３回「静岡の家具」振興⽅針検討委員会を開催します︕
　

　「静岡の家具」の産地としての知名度向上及び家具業界の連携強化に向けて、振興方針を策定するため、第３回「静岡の家具」振興方針検
討委員会を開催します。

　　　　　　　　　　　　　記

１　⽇　時
　　令和６年２月21日(水)　　午後２時から午後４時

２　会　場
　　県庁別館20階ツナグオフィス

３　出席者
　　・（委員長）静岡県工業技術研究所長　櫻川智史氏
　　・（委　員）静岡県家具工業組合理事長　塩川達也氏
　　・（委　員）創造意匠Hihara Industrial Design Office代表　日原佐知夫氏
　　・（委　員）静岡大学人文社会科学部准教授　横田宏樹氏
　　

４　内　容
　　・「静岡の家具」振興方針（案）について
　　・「しずおかプロダクツ フォーラム」※について
　　・その他



提 供 日 2024/02/20

タイトル 【バイ・ふじのくに】山梨県のスーパー「オギノ」で
静岡フェアを開催します！

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

【バイ・ふじのくに】
山梨県のスーパー「オギノ」で静岡フェアを開催します！

（要　旨）

　　静岡県では、山梨県と連携して消費を喚起する「バイ・ふじのくに」に取り組んでいます。このたび、この取組の一環として、山梨県の地場

スーパー「オギノ」と連携し、山梨県内外39店舗において、「静岡フェア」を開催します。

（概　要）

１「静岡フェア」の開催概要

区　分 内　　　容

開催日 令和６年２月22日（木）から25日（日）までの４日間

店　舗　　　 39店舗（山梨県31店舗、長野県３店舗、静岡県５店舗）

販売品目
（予定）

食品全般（150商品以上）
農　産：いちご、みかん、レタス等
水　産：生しらす、釜あげしらす、生桜えび、かつおの刺身等
畜　産：ウインナー、ベーコン等
その他：黒はんぺん、富士宮焼きそば、浜松餃子等

２　参考（(株)オギノの概要）

事業内容 山梨県内を中心に店舗を展開する総合小売業

創業・会社設立 天保12年・昭和28年９月

店舗数 46店舗（山梨県35店舗、長野県６店舗、静岡県５店舗）



提 供 日 2024/02/20

タイトル Oisix（オイシックス）に【期間限定】県産食材の特集
ページを開設しました！

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

Oisix（オイシックス）に

        【期間限定】県産食材の特集ページを開設しました！

市場が拡大しているEC分野での県産農林水産品やその加工品の販路拡大とブランド力向上のため、食品宅配サービスECサイト

に、県産食材の特集ページ（以下、県特集ページ）を開設しました。特集ページは、「オイシックス」が運営するECサイト内に開

設し、県認定「頂（いただき）」商品などの紹介や販売、ニーズ調査等を行います。

１　県特集ページの概要

開催日 令和６年２月15日(木)10時00分から令和６年２月28日（水）9時59分まで

URL等
食品宅配サービス「オイシックス」公式サイト内
https://www.oisix.com/shop.g6--canpaign--shizuoka2402__html.htm

内　容

・「Beauty＆Healthy」と「春」をキーワードとして、県産食材等を紹介。
・あわせて、ミールキット、県産品を販売。

＜特集するミールキット＞
『静岡県産甘夏とミニトマトのカプレーゼ』
・県委託事業にてオイシックスが開発
・価格1,868円（税込み）／１セット（２人前）
・販売予定数5,000セット（完売次第、終了）

＜特集する県産品＞
カリフローレ(※)、桜えび(1/22～販売）(※)、いちご、ケール等
※県認定「頂」商品（しずおか食セレクション）

　
２　その他

県特集ページの閲覧は、どなたでも可能ですが、商品を購入する場合は、「オイシックス」への入会が必要となります。入会を御希望される方
は、以下URLにて御確認ください。
https://www.oisix.com/shop.kounyuu--oic_intro_shinki_direct_d__html.htm

　　　　　　　　　　　                                                                                           　　 　　　　　　 

https://www.oisix.com/shop.g6--canpaign--shizuoka2402__html.htm
https://www.oisix.com/shop.kounyuu--oic_intro_shinki_direct_d__html.htm


提 供 日 2024/02/20

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第106報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年２月20日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第106報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第106報（２月19日受付分）】 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 高等学校 沼津市 848 24 1 36 11 11 2月19日 ～ 2月2
2 小学校 沼津市 403 16 1 32 12 12 2月20日 ～ 2月2
3 小学校 三島市 131 7 1 18 7 5 2月20日 ～ 2月2
4 小学校 磐田市 810 30 1 31 9 8 2月15日 ～ 2月1
5 小学校 御前崎市 800 26 1 31 8 8 2月20日 ～ 2月2

1 25 7 7 2月20日 ～ 2月2
6 小学校 周智郡森町 176 10

1 30 11 11 2月20日 ～ 2月2
1 42 13 10 2月16日

7 高等学校 浜松市中央区 1043 27
1 41 12 11 2月19日 ～ 2月2

8 中学校 浜松市中央区 651 23 1 33 10 10 2月19日 ～ 2月2
9 小学校 浜松市中央区 848 29 1 33 7 7 2月20日 ～ 2月2
10 小学校 浜松市中央区 273 12 1 21 8 8 2月20日 ～ 2月2
11 小学校 浜松市中央区 596 21 1 29 8 8 2月20日 ～ 2月2
12 小学校 浜松市中央区 213 8 1 19 9 7 2月20日 ～ 2月2
13 小学校 浜松市浜名区 356 15 1 26 10 10 2月20日 ～ 2月2
14 小学校 浜松市浜名区 722 30 1 28 12 12 2月20日 ～ 2月2

本日合計 ２高等学校、１中学校、11小学校 16 475 154 145
８３２施設

本日までの累
計（実数） （ ９６高等学校、　２１０中学校、　４１７小学校、　６８幼稚園、

９保育所、　２２こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）
4,434 127,703 40,493 37,567

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲されて
います。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳のいず
れか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/02/20

タイトル 「富士山の日」フェスタ2024の取材について

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局富士山世界遺産課

連 絡 先 交流・継承班

TEL 054-221-3746

「富士山の日」フェスタ2024の取材について

静岡・山梨両県では、富士山の顕著な普遍的価値に対する一層の理解を深め、保全に向けた想いを後世に継承して

いくため、「富士山と芸術」をテーマに、「富士山の日」フェスタ2024を山梨県甲府市で開催します（詳細は別添チラシ参

照）。

つきましては、下記により、当日の取材についてお知らせいたします。

１ 日時・会場について

○日時：令和６年２月23日(金・祝)14時00分～16時00分

○会場：山梨県立文学館 講堂（山梨県甲府市貢川１丁目５－３５）

２ 取材受付について

○13時00分から会場前で受付を行います。受付では名刺を御用意ください。

○受付時に名札をお渡ししますので、受付後は、必ず、報道機関であることがわかる自社腕章と名札を見やすい位

置に着用してください。

３ 山梨・静岡両県知事囲み取材について

○囲み取材は、第３研修室にて行います。

○時間は、13時40分から50分までの10分間を予定しております。

４ 「富士山の日」フェスタ2024の取材について

○次第は、以下のとおりです（時間は、進行状況により前後する場合がございます）。

＜次第＞

14：00　オープニング（スーパースクワッドによるダンスパフォーマンス）

主催者あいさつ（両県知事、両県議会議長）

来賓紹介、祝電披露

14：35　追分の人形芝居（笹子追分人形保存会）

15：00　パネルディスカッション（テーマ「富士山と芸術」）

16：00　閉幕



提 供 日 2024/02/20

タイトル モンゴルから来静した介護研修員４人が知事を表敬訪
問します

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 海外交流班

TEL 054-221-3325

モンゴルから来静した介護研修員４⼈が静岡県知事を表敬訪問し、研
修への抱負を語ります。
（要　旨）

ドルノゴビ県及びモンゴル国⽴医科⼤学ドルノゴビキャンパスから研修員４人が来静し、静岡県の介護の仕事について理解を深め、今後のモンゴル

人の介護分野での就労を促進するための研修を⾏います。研修開始にあたり、研修⽣4人が静岡県知事を表敬訪問し、2週間にわたる研修への抱

負を語ります。
（概　要）

・日　　時　 令和６年2月26日(月)　15時30分から16時00分まで

・会　　場　 静岡県庁東館5階　知事室

・応 対 者　静岡県知事　　　　　川勝　平太

　　　　　　  地域外交課担当部長　松村　昭宏

　　　　　　   健康福祉部長　　　　八木　敏裕

・次　　第　１　知事歓迎挨拶

　　　　　　  ２　研修員自己紹介

　　　　　  　３　懇談

　　　　　　  ４　記念品贈呈

　　　　　　  ５　記念撮影

・言　　語　日本語・モンゴル語（通訳あり）

・出 席 者

N
o 氏名 所属

1 チャダラーバル・トーラ ドルノゴビ県健康福祉部　専門官

2 モンゴルジャブ・チルーンスク モンゴル国⽴医科⼤学ドルノゴビ県
キャンパス　看護教員

3 エルデネバヤル・ウーガンチメグ ザミーンウーデ郡⽴病院　看護師
4 チメデツォグゾロ・バトチメグ ドルノゴビ県⽴中央病院　看護師

・研修概要

期　間 令和６年２⽉25⽇（⽇）〜３⽉８⽇（⾦）（13⽇間）
内　容 県内の教育機関、福祉施設等を訪問し⾒学や体験、意⾒交換等を⾏う
訪問先 県内の⾏政機関、教育機関、介護事業者、医療機関等



提 供 日 2024/02/20

タイトル 静岡県推計人口　前月比3,553人の減少

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 人口就業班

TEL 054-221-2995





提 供 日 2024/02/21

タイトル 南アルプス環境保全基金等への寄附金贈呈式の開催

担　　当 くらし・環境部環境局自然保護課 経済産業部産業革新

局産業イノベーション推進課

連 絡 先 富士山・南アルプス保全班　TEL　054-221-2963

産業イノベーション推進班　TEL　054-221-2609

TEL 

「アサヒ十六茶」、「静岡麦酒」の売上金の一部と「カレンダー販売」の売上金が、
静岡県内の環境保全等のために寄付されます

アサヒ飲料株式会社中部北陸支社、サッポロビール株式会社東海北陸流通本部及び株式会社杏林堂薬局から、「南アルプスの環境」及
び「美しく豊かな海」の保全活動を支援するため、「アサヒ十六茶」、「静岡麦酒」の売上金の一部と「カレンダー販売」の売上金を寄附する申し
出をいただきました。

つきましては、以下の日程で寄附金の贈呈式を行い、県から感謝をお伝えします。

１　日　 時　令和６年２月27日（火曜日）※３回に分けて実施
　　　　　  　(1)午前10時から10時20分　　　 

（南アルプス環境保全基金：アサヒ飲料（株）及び（株）杏林堂薬局）
　　　　　　　(2)午前10時30分から10時50分

　　　　　　    （南アルプス環境保全基金：サッポロビール（株）及び（株）杏林堂薬局）
　　　　　　　(3)午前11時から11時20分
                    （美しく豊かな海保全基金：（株）杏林堂薬局）

２　場　 所　静岡県庁別館20階特別応接室

３　贈呈者　アサヒ飲料株式会社　　 　中部北陸本部長　      谷川 一幸　氏
　　　　　　　 サッポロビール株式会社　東海北陸流通本部長　花井 謙也　氏
                株式会社杏林堂薬局 　 　代表取締役社長　     小河路 直孝　氏

４　次　第　出席者紹介、寄附者から目録の贈呈、県から感謝状の贈呈、記念撮影
　　　　　  　※くらし・環境部部長代理及び経済産業部理事から感謝状を贈呈します。

５　概　要

寄附者
(1)アサヒ飲料（株）
(（株）杏林堂薬局)

(2)サッポロビール（株）
(（株）杏林堂薬局)

(3)（株）杏林堂薬局
(単独）

目　的 南アルプス環境保全基金
（担当：自然保護課）

美しく豊かな海保全基金
（担当：産業イノベーション推

進課）

寄附額 244,184円 137,280円 284,990円

寄附日 令和５年12月26日 令和６年１月31日 令和６年２月予定

対象商品等

・十六茶等売上げ１本あ
たり１円寄附
・（株）杏林堂薬局店舗
で８月から11月販売

・静岡麦酒売上げ１本あたり１
円寄附
・（株）杏林堂薬局店舗で４月
から９月販売

・「静岡の海」をテーマとし
た2024年カレンダー（定価
500円）の売上を寄附

６　報道機関の皆様へ
　　当日の取材を御希望する場合は、上記の担当まで御連絡をお願いします。

＜参考＞　令和４年度の様子（南アルプス環境保全基金への寄附金）

　　 　
　　　　　　　　目録の贈呈　　　　　　　　　　　　                　　記念撮影



提 供 日 2024/02/21

タイトル 函南町社会福祉協議会への寄附金贈呈式を実施します

担　　当 教育委員会 田方農業高等学校

連 絡 先 教諭　小杉

TEL 055-978-2265

函南町社会福祉協議会への寄附金贈呈式を実施します

　田方農業高等学校の所在地である函南町の地域福祉振興に貢献するため、ボランティア活動等で交流がある函南町社会福祉協議
会に対して、本校生徒会から寄附金を贈呈します。
　ついては、下記のとおり贈呈式を行います。

１　開催日時
　　令和６年２月22日（木）午後１時30分から２時まで

２　会　場
　　静岡県立田方農業高等学校　１階応接室
　　（田方郡函南町塚本961）

３　贈呈内容
　　寄附金　217,464円（本校文化祭である田農祭での利益）

４　贈呈式次第
（1）贈呈者　挨拶（田方農業高校　生徒会会長　松崎さん）
（2）目録受領
（3）写真撮影
（4）社会福祉協議会　挨拶（函南町社会福祉協議会　会長　高橋敏行様）

５　参加者
　・函南町社会福祉協議会　会長　高橋　敏行　様
　・静岡県立田方農業高等学校　生徒会会長　松崎さん
　　　　　　　　　　　　　　　校長　久保田　豊和

６　問い合わせ先
　　静岡県立田方農業高等学校
　　電　話：055-978-2265
　　メール：tagata-ah@edu.pref.shizuoka.jp
　　担　当：教諭　小杉　健作

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　

mailto:tagata-ah@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2024/02/21

タイトル 令和６年度静岡県公立高等学校入学者選抜の志願状況
等

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第１班

TEL 054-221-3165

       令和６年度静岡県公立高等学校入学者選抜の志願状況等

　県内公立高等学校93校（分校等４校を４校と数える。）において、２月19日から実施していた令和６年度静岡県公立高等学校入
学者選抜における志願受付を、本日（２月21日正午）締め切りました。
　志願者数等の状況については、県教育委員会高校教育課のホームページに掲載します。

　https://www.pref.shizuoka.jp/kyouiku/kk-050a/index.html

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 静　岡　県　教　育　委　員　会

https://www.pref.shizuoka.jp/kyouiku/kk-050a/index.html


提 供 日 2024/02/21

タイトル 文部科学省委託研究の成果報告会の開催

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 学校づくり推進班　小粥

TEL 054-221-3152

文部科学省「多様性に応じた新時代の学び充実支援事業」
　

－静岡県の成果報告会の開催－

　
　静岡県教育委員会は、文部科学省「多様性に応じた新時代の学び充実支援事業」の委託を受けて、オンラインを活用した授業やカウン
セリングについて実証研究を行ってきました。

　具体的には、オンデマンド動画を活用した授業、同時双方向オンラインで３校をつないだ進学補習、ＺｏｏｍやＬＩＮＥを活用したカウンセ
リングなどを実施し、成果と課題について検証しました。

　このたび、３年間の研究成果をまとめた報告会を開催します。

　なお、報告会の後半（11:20～11:50）には、文部科学省初等中等教育局参事官補佐の松田昌幸氏が、「高等学校改革の推進につい
て」をテーマに最新の制度改正や予算事業等について紹介します。

記

１　日　　時　　２月27日（火）　午前１0時～12時

２　会　　場　　県庁西館４階　第一会議室Ａ

３　主　　催　　静岡県教育委員会高校教育課

４　主な内容　　

　　　　　（1）　静岡県の研究成果報告

　　　　　（2）　質疑応答

　　　　　（3）　文部科学省行政説明 「高等学校教育の推進について」 

　　　　　（4）　講評（静岡県立大学・湯瀬裕昭教授）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2024/02/21

タイトル 県議会広報委員会の開催（取材案内）

担　　当 議会事務局 政策調査課

連 絡 先 山崎

TEL 054-221-2388

令和５年度第４回静岡県議会広報委員会を下記のとおり開催します。（取材案内）

■　日　　時　令和６年２月28日（水）本会議散会後

■　場　　所　４０３会議室（県庁本館４階）

■　協議事項　１　県議会だより「写真コンクール」入賞作品の選考
　　　　　　　２　県議会だより「題字コンクール」入賞作品の選考
　　　　　　　３　令和５年度県議会広報事業実施状況
　　　　　　　４  令和６年度県議会広報事業実施計画（案）

＜参考＞
【広報委員会の概要】
　・県議会の広報に関する協議又は調整を行うことを目的として設置
　・構成員：６人

氏　　　名 会　派　等
委 員 長 　中　沢　公　彦 　　議長
副委員長 　鈴　木　澄　美 　　副議長

　和　田　篤　夫 　　議会運営委員会委員長
　坪　内　秀　樹 　　自民改革会議
　川　崎　和　子 　　ふじのくに県民クラブ

委　　員

　山　本　彰　彦     公明党静岡県議団

※委員会の映像取材を希望する県政記者会加入社は、委員会撮影許可願を委員会開催日の前日午後５時までに議会事務局へ提出し
てください。



提 供 日 2024/02/21

タイトル 第189回静岡県都市計画審議会開催結果

担　　当 交通基盤部 都市局都市計画課

連 絡 先 都市行政班

TEL 054-221-3062

本日、第18９回静岡県都市計画審議会を開催し、下記の議案が審議され、 いずれの 議案 も 原案 どおり 了承 また

 は 支障 がないと判断されました。

記

１　開催日時　

　　令和６年２月21日(水)　午後１時30分～２時30分

２　開催場所

　　県庁西館４階第一会議室

３　議案　　

議案番号 案 件 の 概 要

１
榛南・南遠広域都市計画道路の変更
　３・４・29号池新田東部線及び３・４・30号池新田中央線の交差点部における右折車線滞留長を20ｍから30ｍ
及び65ｍとする等、交通の安全かつ円滑な通行を確保するため変更する。

２
特殊建築物の敷地の位置(富士市)
　富士市前田字川原758番１に設置する産業廃棄物処理施設の敷地の位置について都市計画上の支障がな
い。

３
特殊建築物の敷地の位置(焼津市)
　焼津市利右衛門字六軒屋2623番１他に設置する産業廃棄物処理施設の敷地の位置について都市計画上
の支障がない。

　４　問合せ先
　　　〒420-8601　静岡市葵区追手町９番６号
　　　静岡県交通基盤部都市局都市計画課都市行政班
　　　TEL：054-221-3062   FAX：054-221-3640
　　　MAIL：toshikeikaku@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:toshikeikaku@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/02/21

タイトル ＦＡＸ送信先リストの誤送信について

担　　当 経済産業部 東部農林事務所家畜衛生課、農業局畜産振

興課

連 絡 先 防疫班/家畜衛生班

TEL 055-978-3131/054-221-2742

１　要　旨
　　 東部農林事務所家畜衛生課（東部家畜保健衛生所）（以下「東部家保」という。）が「家畜衛生情報」

※
を管内の小規模家きん飼養施設

19戸にＦＡＸ送信する際、誤って送信先19戸のＦＡＸ番号が記載されたリストを送信してしまった。
　　 なお、漏えいした情報は家きん飼養施設名（個人名含む）、整理番号及びＦＡＸ番号であり、その他の個人情報は含まれていない。
　　※　家畜の飼養衛生管理に関する注意喚起の便り

２　概　要
（１）誤送信の内容

送信日時 令和６年２月16日（金）午後５時28分

送信先 　東部家保管内の小規模家きん飼養施設　19戸（うち2戸は未達）

送信方法
　インターネット接続型ＦＡＸ送信サービス
　（パソコンからＦＡＸへ原稿をダイレクトに送信するインターネットサービス）

（２）問題認知
　　　令和６年２月20日(火)午後１時50分に、ＦＡＸが送信された17戸のうち１戸から東部
　　家保に電話で連絡があり、ＦＡＸの誤送信が判明した。

３　対　応
　東部家保の職員が、令和６年２月20日（火）午後２時10分から送信リストの19戸に対して電話で謝罪するとともに、17戸については送信さ
れたＦＡＸの廃棄を依頼し了解を得た。

４　再発防止
（１）全農林事務所の職員に対して、今後、個人情報保護に関する研修を実施する。
（２）インターネット接続型ＦＡＸ送信サービス利用時には、登録内容を複数人で確認
　　する。
（３）送信先に、東部家保を追加する。



提 供 日 2024/02/21

タイトル 静岡県立工科短期大学校　静岡キャンパス「総合製作
実習発表会」の開催

担　　当 経済産業部 工科短期大学校教務課

連 絡 先 工科短期大学校　 教務課

TEL 054-345-2033

静岡県立工科短期大学校　静岡キャンパス「総合製作実習発表会」の開催

～第２期生の２年間の集大成をご覧ください！～

　令和３年４月に開校した静岡県立工科短期大学校　静岡キャンパスの第２期生（50名）が、２年間の授業で習得した専門分野での知識・技術の総まと
めとして、自らが課題を設定して企画、設計、製作までを行う「総合製作実習」の成果を発表します。

１　開催日時　令和６年２月29日（木）　10：00 ～ 12：10（第１部：代表者発表会）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   13：10 ～ 16：00（第２部：科別発表会）

２　開催場所　静岡県立工科短期大学校　静岡キャンパス（静岡市清水区楠１６０番地）　

３　発表スケジュール

　第１部　代表者発表会（各科の代表者が発表）
　　・10:00～10:10    開会・校長挨拶
　　・10:10～10:30　　電気技術科代表発表　「軽量鉄骨造のオフィス配線工事」
　　・10:30～10:50　　建築設備科代表発表　「－18℃を実現する冷蔵庫の製作」
　　・10:50～11:50　　機械・制御技術科代表発表　「Catch the color ball at SCoT Shizuoka-C 2」
　　　　　　　　　　　　　　　※ ５チームが競い合うロボットコンテスト
　　　　　　　　　　　　　　　・競技要項説明
　　　　　　　　　　　　　　　・各チームの機体特徴説明
　　・11:50～12:00　　講評・閉会

　　第２部　科別発表会（各科に分かれて実施）
　　　 ・13:10～16:00　　機械・制御技術科 　第１～３回競技、勝因/敗因分析、考察発表
　　　　　　　　　　　　　　 電気技術科　「木造住宅への電気工事」など５組の発表
　　　　　　　　　　　　　　 建築設備科　「在来軸組工法の模型製作」など５組の発表

４　問合せ先
　　　静岡県立工科短期大学校  教務課　　
　　　電話：054-345-2033　FAX：054-345-2921



提 供 日 2024/02/21

タイトル 光る君が、さらに輝きを増しますように！～農山漁村
ときめき女性研修会～

担　　当 経済産業部 農業局農業ビジネス課

連 絡 先 担い手育成支援班

TEL 054-221-2754

光る君が、さらに輝きを増しますように！
～農山漁村ときめき女性研修会～

１　目　的
　　自らの技術と感性を生かし、特産品や地域づくりなどを通じて本県農山漁村の魅力を伝える「農山漁村ときめき女性」の研修会を開催し
ます。

　　今回は、地域の発展・にぎわい等をこれまで以上に主導していただけるよう、「自分らしさの発揮」をテーマに開催します。
　　併せて、今年度新たに認定を受けた方々を紹介し、交流・発展の場を設けます。

２　主　催
　　静岡県経済産業部農業局農業ビジネス課

３　日　時
　　令和６年２月27日（火）　午前10時～午後４時

４　開催場所
　　静岡労政会館（展示室＋第３会議室）

５　内　容
　　（１）テーマ　『私らしさを活かすには　～自分を磨き、仕事や地域で輝こう～』
　　（２）日　程
　　　　・１０：００～１２：００　新規認定者（８名）による事例発表
　　　　・１２：００～１３：００　昼休憩
　　　　・１３：００～１６：００　ワークショップ「自分らしいリーダーシップを探す旅」
　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：高橋和美氏（キャリアコンサルタント）

６　参集範囲
　　農山漁村ときめき女性、農業・林業・水産業に従事する女性、行政・関係団体職員　等

７　問い合わせ先
　　静岡県経済産業部農業局農業ビジネス課　電話番号　054-221-2754

８　農山漁村ときめき女性について
　　・農山漁村の中で優れた技術や感性を持ち、自らの人生を切り拓いている今をときめく女性たちを「農山漁村ときめき女性」として認定。
　　・静岡県独自の制度で、平成６年度からスタート。これまでに４９５名を認定し、現在、92名が活動中（令和６年２月現在）。



提 供 日 2024/02/21

タイトル 首都圏のスーパーマーケット「クイーンズ伊勢丹」で
「春の静岡フェア」を開催

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

首都圏のスーパーマーケット「クイーンズ伊勢丹」で
「春の静岡フェア」を開催

（要　旨）
県は、株式会社エムアイフードスタイルと連携し、同社が首都圏で運営する「クイーンズ伊勢丹」で、２月22日（木）から２月25日（日）までの４日
間、県産農林水産品・加工品等を販売する静岡フェアを開催します。
なお、同フェアは、”２月23日富士山の日”にあわせ、「バイ・ふじのくに」として両県産品等の販売拡大に連携して取り組む山梨県の産品も販
売します。

１　フェアの概要
区　分 内　　　容
開催日 令和６年２月22日（木）～２月25日（日）４日間

開催場所 食品スーパーマーケット「クイーンズ伊勢丹」14店舗

内容

○静岡県産品の販売
・紅ほっぺ、アメーラトマト、釜揚げ桜えびなどの「頂」認定商品（しずおか
食セレクション）をはじめとする県産農林水産品
・「クイーンズ伊勢丹」と県内事業者との商談会成約商品
（焼津港のかつお缶詰各種、ダックワーズ抹茶、マルフクたまご使用手造
りプリン、潮かつお茶漬け、めんまちらし寿司の素）
・いわしはんぺん、浜松餃子等のご当地商品やお茶を使った菓子等

○山梨県産品の販売
・ワイン、ほうとう等のご当地商品や菓子等

２　参考（株式会社エムアイフードスタイル）
設立 平成29年12月

本社所在地 東京都新宿区西落合2-18-20
事業内容 食品全般、日用雑貨、酒類等の販売

　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　



提 供 日 2024/02/21

タイトル 【参加事業者募集】「株式会社マルイチ産商」様との
商談会開催！

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

【参加事業者募集】

         「株式会社マルイチ産商」様との商談会開催！

１　要　旨

　静岡県では、国内外で県産品の消費喚起・販路開拓事業に取り組んでいます。この度、「山の洲（静岡県・山梨県・長野県・新
潟県）」域内等での販路拡大のため、長野県に本社がある「株式会社マルイチ産商」との商談会を開催するにあたり、本県水産物
の生産者、食品加工事業者を対象に、参加事業者を募集しています。

２　概　要
（１）募集期限　令和６年２月27日（火）

（２）申込み先　下記URLより申込み

　　　　　　　　https://forms.office.com/r/8Kfg5yVkRS
  ※ 申込 みには 、 事前 に 「 バイ・シズオカ 　 オンラインカタログ 」 への 商品登録 が 必要 です 。
（３）商 談 先　 株式会社マルイチ産商

（４）対象部門　水産加工食品、水産品（鮮魚等）

（５）商 談 日　 令和６年３月14日（木）

（６）場　　所　  レイアップ御幸町ビル 予定（静岡市葵区御幸町11-8)

（７）参加費用　無料

　　　　　　（ただし、商談会に係る交通費、サンプル代等については参加事業者にて負担）

（８）問合せ先　オンラインカタログ運営事務局（株式会社JTB静岡支店内）

　　　　　　　　担当：水野、荒木、坂井、深澤
　　　　　　　　メールアドレス：shizuokadigitalcatalog_jimukyoku@jtb.com

３　今後の予定

令和６年３月８日（金）頃 商談対象事業者の決定

令和６年３月14日（木） 商談会の開催

　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　申込フォーム

https://forms.office.com/r/8Kfg5yVkRS
mailto:shizuokadigitalcatalog_jimukyoku@jtb.com


提 供 日 2024/02/21

タイトル 【取材依頼】次世代エアモビリティ実証事業の成果報
告会を開催します！

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 技術振興班

TEL 054-221-2985

次世代エアモビリティ実証事業の成果報告会を開催します！

（取材依頼）

　県では、無人航空機や空飛ぶクルマ等の次世代エアモビリティ産業を創出し、企業の新規参入や関連産業の集積に向け取り組ん
でいます。
　この度、実証事業の成果や次世代エアモビリティの有用性の情報発信を目的に、下記のとおり成果報告会を開催いたします。

１　開催概要
（１）日　時　令和６年３月４日（月）13時30分～16時30分
（２）会　場　ホテルグランヒルズ静岡４Ｆ クリスタルルーム
　　　　　　　（静岡市駿河区南町18-1）
（３）対　象　次世代エアモビリティ分野に関心のある企業、自治体、支援機関等
（４）定　員　１５０名
（５）参加費　無料

２　プログラム

区　分 内　　容

基調講演
「静岡県における次世代空モビリティの産業エコシステムの
形成」
高橋 伸太郎　DRONE FUND最高公共政策責任者
(株)コントレイルズ/ヤマハ発動機(株)/鈴与(株)/静岡理工
科大学/ＪＡＸＡ

HMK Nexus(株)/エアロセンス(株)
実証事業
成果報告

伊豆急行(株)/(株)ウインディーネットワーク/伊東市

アラセ・アイザワ・アエロスパシアル(同)

(株)イーシーセンター県内事業者
の取組紹介

日本DMC(株)

展　示　会 展示企業自己紹介、実機展示、名刺交換等交流

 ※成果報告会終了後に交流会を開催します。

３　お問い合わせ先
静岡県　経済産業部　新産業集積課　田中（たなか）
電話番号　054-221-2985
メールアドレス　trc@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:trc@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/02/21

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第107報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年２月21日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第107報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第107報（２月20日受付分）】 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 中学校 伊東市 148 6 1 24 11 11 2月20日 ～ 2月2
2 中学校 裾野市 481 17 1 31 9 7 2月21日 ～ 2月2
3 小学校 伊豆市 81 6 1 16 11 11 2月20日 ～ 2月2
4 小学校 御殿場市 390 17 1 30 11 11 2月20日 ～ 2月2

1 35 11 11 2月20日 ～ 2月2
1 25 7 7 2月20日 ～ 2月25 小学校 藤枝市 443 16
1 27 8 8 2月20日 ～ 2月2

6 小学校 藤枝市 758 26 1 33 13 10 2月20日 ～ 2月2
7 小学校 榛原郡吉田町 580 22 1 35 11 11 2月20日 ～ 2月2
8 幼稚園 藤枝市 55 3 1 19 11 10 2月20日 ～ 2月2
9 小学校 湖西市 884 35 1 30 10 9 2月20日 ～ 2月2
10 高等学校 浜松市中央区 420 14 1 34 15 15 2月20日 ～ 2月2
11 小学校 浜松市中央区 598 21 1 33 11 11 2月21日 ～ 2月2
12 小学校 浜松市中央区 273 12 2 42 10 10 2月21日 ～ 2月2
13 小学校 浜松市中央区 454 20 1 35 13 12 2月20日 ～ 2月2
14 小学校 浜松市浜名区 432 18 1 26 9 9 2月21日
15 小学校 浜松市浜名区 751 32 1 32 8 7 2月21日 ～ 2月2

1 31 8 8 2月21日 ～ 2月2
16 小学校 浜松市浜名区 1248 46

1 31 8 8 2月21日 ～ 2月2
本日合計 １高等学校、２中学校、12小学校、１幼稚園 20 569 195 186

８３５施設
本日までの累

計（実数） （ ９７高等学校、　２１１中学校、　４１７小学校、　６９幼稚園、
９保育所、　２２こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）

4,454 128,272 40,688 37,753

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲されて
います。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳のいず
れか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/02/21

タイトル 令和５年度第３回静岡県医療対策協議会の開催

担　　当 健康福祉部 医療局医療政策課

連 絡 先 医療企画班

TEL 054-221-2417

令和５年度第３回静岡県医療対策協議会を、下記のとおり開催します。

１　日時・会場

　・令和６年２月29日（木）午後４時～６時

　・グランディエールブケトーカイ４階　シンフォニー（静岡市葵区紺屋町17-1）

２　議題等

　・第９次静岡県保健医療計画の策定

　（「地域医療構想」、「医療従事者確保」について）

　・特定労務管理対象機関の指定

３　委員名簿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

氏　　名 所属団体
齋藤　昌一 静岡県医師会　副会長
小野　宏志 静岡県医師会　理事
小野　裕之 静岡県立静岡がんセンター　病院長
坂本　喜三郎 静岡県立こども病院　院長
川合　耕治 伊東市民病院　管理者
児島　章 富士市立中央病院　院長

中村　利夫 藤枝市立総合病院　院長
鈴木　昌八 磐田市立総合病院　事業管理者
佐藤　浩一 順天堂大学医学部附属静岡病院　院長
小西　靖彦 静岡県立総合病院　院長
山本　貴道 聖隷三方原病院　院長
小田　和弘 伊豆今井浜病院　院長
松山　幸弘 浜松医科大学　副学長
岡﨑　貴裕 国立病院機構静岡医療センター　院長
毛利　博 静岡県病院協会　会長

中野　弘道 静岡県市長会　（焼津市長）
太田　康雄 静岡県町村会　（森町長）
岩崎　康江 静岡県地域女性団体連絡協議会　会長
神原　啓文 静岡県社会福祉協議会　会長
大須賀　伸江 静岡新聞社　編集局記者
小林　利彦 地域医療構想アドバイザー
竹内　浩視 地域医療構想アドバイザー
浦野　哲盟 静岡社会健康医学大学院大学　副学長

・傍聴希望の方、記者の方は会場へお越しください。
【医療政策課HP】https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1002857/1041022/1023807 .html

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1002857/1041022/1023807.html


提 供 日 2024/02/21

タイトル （取材依頼）大学生が介護施設における職場体験プロ
グラムを提案！

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局介護保険課

連 絡 先 介護人材班

TEL 054-221-2084

大学生が介護施設における職場体験プログラムを提案！

　
　介護施設における仕事を実体験した静岡県立大学経営情報学部の学生が、介護の未来ナビゲーターのアドバイスを受けて、学生
ならではの視点とアイデアで介護の仕事の魅力とその伝え方について行政に提案します。

１　日　時　令和６年２月26日（月）　13：30～15：00

２　場　所　静岡県庁西館　４階第１会議室Ａ

３　出席者　発表者　　静岡県立大学３年生　５名
　　　　　　施設　　　社会福祉法人東益津福祉会 特別養護老人ホーム高麓　１名
　　　　　　介護の未来ナビゲーター　１名
　　　　　　聴講者　　静岡県立大学２年生　６名
　　　　　　静岡県　　健康福祉部理事ほか

４　内　容　・大学生による職場体験プログラムの提案
　　　　　　・意見交換
　　　　　　　　提案されたプログラム
　　　　　　　　若者に対する介護職の魅力発信　
　　　　　　・写真撮影

５　介護の未来ナビゲーターについて
　　介護の仕事の内容や、やりがいなどを若い世代を中心に積極的に情報発信し、興味・理解を深める活動を行う静岡県内の介護
事業所で働く若手の介護職員。
　　令和５年度は、出前講座や大学連携（インターンシップの体験プログラム提案等）などを行い、学生など約1,000人が参加し
ました。

＜参考＞令和４年度報告会の様子

shidai.pdfshidai.pdf



提 供 日 2024/02/21

タイトル プロ野球オープン戦主催者（楽天・テレビ静岡）によ
る副知事表敬訪問

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ政策課

連 絡 先 土屋

TEL 054-221-2504

プロ野球オープン戦主催者（楽天・テレビ静岡）による副知事表敬訪問

　令和６年３月９日（土）から13日（水）にかけて草薙球場で開催される東北楽天ゴールデンイーグルスのオープン戦に先立ち、
主催者の(株)楽天野球団及び(株)テレビ静岡の関係者が出野副知事を表敬訪問する。

　１　日　　時　令和６年２月22日（木）14：00～14:20（約20分間）

　２　場　　所　県庁東館５階　出野副知事室

　３　表 敬 者（敬称略）

　　　株式会社楽天野球団　コーポレート本部長　　岡田 朋城　　　
　　　株式会社テレビ静岡　取締役　　　　　　　　横山 英訓　　　ほか
　　　※株式会社楽天野球団は、東北楽天ゴールデンイーグルスの運営会社です

　４　内 　 容
　　ア　挨拶
　　イ　歓談
　　ウ　写真撮影

（参考）
　　○オープン戦の概要
　　　日　　程：３月９日（土）,10日（日）：vs 北海道日本ハムファイターズ
　　　　　　　　　　12日（火）,13日（水）：vs オリックス・バファローズ
　　　場　　所：静岡県草薙総合運動場硬式野球場
　　　主　　催：株式会社楽天野球団、株式会社テレビ静岡
　　　特別協賛：静岡マツダ
　　　協　　力：東京ドーム・東急コミュニティー・静鉄共同事業体、静岡市
　　　後　　援：静岡県、静岡県野球連盟　ほか



発 表 日 2024/02/21

タイトル 特定商取引法に基づく事業者に対する行政処分及び公
表

担　　当 くらし・環境部 県民生活局県民生活課

連 絡 先 事業者指導班

TEL 054-221-3690

屋根修繕工事の訪問販売を行う事業者と代表者に対し、行政処分を実施した

ので公表します。

１　行政処分の概要

事業者に対する業務停止命令及び指示 令和６年２月22日から６か月間の業務停止を命令し、併せて、業務の改善等を検討し報告するよう指示。

代表者に対する業務禁止命令 令和６年２月22日から６か月間、業務の停止を命じた範囲の業務を新たに開始すること（当該業務を営む法人の当該
業務を担当する役員となることを含む。）の禁止を命令。

２　業務停止命令及び指示の対象事業者

事業者名 　フジ工務店株式会社

本店所在地 　静岡県藤枝市瀬戸新屋440番地の12

代表者 　代表取締役　門倉　輝（かどくら　ひかる）

電話番号 　080-1331-8562

設立時期 　 令和２年７月31日

資本金の額 　50万円

事業内容 　屋根修繕工事

営業エリア 　　静岡県中部地区を中心とした地域　

処分歴 　なし

　　県内相談件数 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 合計

16件 23件 10件 ９件 58件
※相談件数は令和６年２月20日現在

　　相談者性別 　男性31人、女性25人、その他２人

　　契約者性別 　男性30人、女性11人

　　契約者年齢 　平均70.9歳（40歳から97歳）

　契約額 　平均約35万円（おおよそ３万円から200万円強）

相談者の概要

　　契約者地域 　静岡市、藤枝市、焼津市、三島市、裾野市、沼津市、富士市、島田市、牧之原市、袋井市、浜松市

３　業務禁止命令の対象者

対象者 　フジ工務店株式会社　代表取締役　門倉　輝（かどくら　ひかる）

４　行政処分の内容

（１）事業者に対する措置

ア　特定商取引法第８条第１項に基づく業務停止命令（６か月）

静岡県内における特定商取引法第２条第１項に規定する訪問販売に関する業務のうち、令和６年２月22日から６か月間、次の業務を停止するよう
命令した。

（ア）役務提供契約の締結について勧誘すること。

（イ）役務提供契約の申込みを受けること。

（ウ）役務提供契約を締結すること。

イ　特定商取引法第７条第１項に基づく指示

　　 　違反行為の発生原因について調査分析し、その検証結果を県に報告するとともに、再発防止に向けた防止策及びコンプライアンス体制について報
告するよう指示した。

（２）代表者に対する措置

ア　特定商取引法第８条の２第１項に基づく業務禁止命令（６か月）

静岡県内における特定商取引法第２条第１項に規定する訪問販売の業務のうち、令和６年２月22日から６か月間、対象事業者に命じた業務停止命
令の範囲の業務を新たに開始すること（当該業務を含む法人の当該業務を担当する役員となることを含む。）を禁止するよう命令した。

５　違法行為の概要

（１）勧誘目的等不明示【特定商取引法第３条】

消費者宅を訪問して、屋根修繕工事の契約を勧誘するに際し、勧誘に先立って、当該工事の契約の締結を勧誘する目的である旨を明らかにしな
かった。

（２）契約書面記載不備【特定商取引法第５条第１項第１号】

　　　 特定商取引法の改正により令和４年６月１日以降、電子メール等の電磁的記録によるクーリング・オフ通知が法的に可能となったにもかかわら

ず、屋根修繕工事等の契約締結に際し、消費者に対し「※クーリング・オフにおける書面、文書は特定商取引法の解釈上、電子メール等 ではなく、紙媒

体の書面等に拠るものでなければならないとされています。」と印刷された役務提供契約の内容を明らかにする書面（契約書面）交付した。

　また、契約書面の担当者名は、本名をフルネームで記載すべきところ、代表取締役が担当者となった場合は偽名を使用し、かつ名字のみ記載して

いたほか、従業員は本名であっても名字のみ記載していた。

（３）契約締結を必要とする事情に関する不実告知【特定商取引法第６条第１項第６号】



　　　消費者に対し屋根修繕工事の必要がないにもかかわらず、「お宅の屋根が痛んでいるように見えた。雨漏りしてからでは遅いので、声を掛け

た。」「お宅の屋根の板金が浮いているのが見えました。飛んだり雨漏りするから交換した方がいいかもしれません。」などと、あたかも工事が必

要であるかのように事実と異なることを告げて、屋根修繕工事契約の締結を勧誘した。

（注）法令の表記について

特定商取引法：特定商取引に関する法律（昭和51年法律第57号）

静岡県くらし・環境部ホームページ内　不当取引事業者に対する措置サイト

・屋根修繕工事の訪問販売業に対し、業務停止命令及び指示を実施　
https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shohiseikatsu /futohyoji/1002423/1060960 .html
・屋根修繕工事の訪問販売業者の代表者に対し、業務禁止命令を実施　
https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shohiseikatsu /futohyoji/1002423/1060941 .html

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shohiseikatsu/futohyoji/1002423/1060960.html
https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shohiseikatsu/futohyoji/1002423/1060941.html


提 供 日 2024/02/21

タイトル 過疎市町への支援として『ドローンを活用した物資輸
送の試験飛行』を実施します（日程決定）

担　　当 経営管理部 地域振興局地域振興課

連 絡 先 地域づくり班　山田

TEL 054-221-2057

　過疎市町への支援として、

　『ドローンを活用した物資輸送の試験飛行』を実施します

　（日程決定）

１　目的
　　県では、人材不足や地理的条件不利に起因する過疎地域の課題解決を図るため、ドローン等の革新的技術の導入による、過疎対策に

取り組んでいます。
　　この度、下田市と共同で、災害時における道路や河川等の状況把握、物資輸送の試験飛行を実施します。

２　概要
　【日時】令和６年３月13日（水）午前中※小雨決行・荒天中止

　　　　　　予備日：令和６年３月14日（木）

　　　　　　 詳細 スケジュールは 、 改 めてご 案内 いたします （ ３ 月上旬予定 ）

　【場所】離陸：河津建設資材倉庫（下田市箕作）

　　　　　 着陸：入谷地区（下田市須原）

　【内容】ドローンの技術的な項目確認のため、試験飛行を行います。

　　・ドローンに搭載したカメラからの視認性の確認

　　・ドローンの飛行高度やルートの確認

　　・ドローンに積載した物資を安全に運搬できるかの確認　等

３　お問い合わせ先

　　（過疎対策及び実証実験の内容について）

静岡県　経営管理部　地域振興課　山田（やまだ）

　　 電話番号　054-221-2057

メールアドレス　chiiki-shinko@pref.shizuoka.lg.jp

　　（孤立予想集落対策について）

　　 静岡県　賀茂地域局　危機管理課　鈴木（すずき）

　　 電話番号　0558-24-2004

　　 メールアドレス　kamo-kiki@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:chiiki-shinko@pref.shizuoka.lg.jp
mailto:kamo-kiki@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/02/21

タイトル アーチェリー大国韓国の忠清南道からメダリストを招
き、強化練習会を行います！

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 海外交流班

TEL 054-221-3066

　　本県と韓国忠清南道とは今年度友好協定締結10周年を迎えました。
この度、韓国忠清南道洋⼸協会と県アーチェリー協会との交流の⼀環として、忠清南道洋⼸協会が推薦するアーチェリー指導者(オリンピックメダリス
ト）が来静し、県協会所属の成年・少年選⼿を指導します。

忠清南道洋⼸協会からの指導者の招聘は初めてです。

１　アーチェリー競技・強化練習会　概要

開催⽇ 令和６年３⽉２⽇（⼟）

会　場 静岡県⽴浜松北⾼等学校アーチェリー場（浜松市中央区広沢1-30-1）

⽇　程

午前の部 午後の部
9︓00〜9︓10 開始式 13︓30〜13︓40 開始式
9︓10〜11︓50 練習開始 13︓40〜16︓20 練習開始
11︓50〜12︓00 閉式 16︓20〜16︓30 閉式

参加者 静岡県アーチェリー協会 成年選⼿・少年強化選⼿　合計 30人程度

講　師

氏名 性別 その他（韓国）

尹美進

（ユン・ミジン）
⼥性

2000年シドニー五輪個人、団体⾦メダル

2004年アテネ五輪団体⾦メダル

李成震

（イ・ソンジン）
⼥性

2004年アテネ五輪団体⾦メダル、

個人銀メダル

2012年ロンドン五輪団体⾦メダル

＊忠清南道洪城郡庁洋⼸監督

主催団体 静岡県アーチェリー協会

その他 本交流は令和５年度「優秀指導者招聘事業(県スポーツ振興課所管）」
補助事業です。

２　取材について

　取材いただける場合は、当⽇直接現場までお越しください。

【当⽇緊急連絡先】静岡県アーチェリー協会　強化育成部⻑ 久島(090-9025-6250)



提 供 日 2024/02/22

タイトル 「静岡県立あしたか職業訓練校　修了式」の開催

担　　当 経済産業部 あしたか職業訓練校訓練課

連 絡 先 訓練課　生産・サービス科　加工組立・流通班

TEL 055-924-4380

「静岡県立あしたか職業訓練校　修了式」の開催

障害のある方を対象とした職業訓練校の修了式を下記のとおり開催します。

記

１　日　時　令和６年３月８日（金）午前10時45分～午前11時30分

２　会　場　静岡県立あしたか職業訓練校（沼津市宮本５－２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３　次　第　・修了証書授与

　　　　　　・賞状授与（知事褒賞賞、校長賞、努力賞）

　　　　　　・校長式辞

　　　　　　・来賓祝辞

　　　　　　・祝電披露

４　修了人数　11名



提 供 日 2024/02/22

タイトル わさび田築田技術研修会を開催します

担　　当 経済産業部 農業局農芸振興課

連 絡 先 農芸振興課　前田

TEL 054-221-3299

　静岡県内のわさび生産者を対象にわさび田の改田や築田技術の習得を目的とした「わさび田築田技術研修会」を開催します。
当日は、築田技術に造詣が深い生産者を講師に迎え、静岡県で行われている「畳石式栽培」の特徴や災害時の復旧方法について学ぶととも
に、次年度の研修会開催に向けた意見交換も行う予定です。

主　　催：静岡わさび農業遺産推進協議会
　　　　（事務局：静岡県経済産業部農業局農芸振興課）

日　　時：令和６年２月28日（水）午後１時30分から午後３時まで

会　　場：修善寺農村環境改善センター（静岡県伊豆市柏久保1010）

対　　象：わさび生産者等107名（申込終了）　※Ｗｅｂ配信受講者含む

お問い合わせ：静岡県経済産業部農業局農芸振興課　
　　　　　　　みかん特産班　前田（054-221-3299）

時間 内容
午後１時30分～午後１時35分 　開会
午後１時35分～午後２時20分 　わさび田における築田技術について

　講師：塩谷　廣次 氏

【内容】
（１）畳石式栽培の特徴について
（２）わさび田の畳替えについて
（３）わさび田の災害復旧について
（４）質疑応答

午後２時20分～午後２時30分 　休憩
午後２時30分～午後２時55分 　次年度の研修会開催に向けた意見交換

・改田や築田について知りたい内容の共有
・開催時期や開催場所について　など

午後２時55分～午後３時00分 　閉会



提 供 日 2024/02/22

タイトル 新型コロナウイルス感染症の感染拡大警報の解除

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

新型コロナウイルス感染症の感染拡大警報を解除します

１　概要
　　直近の第７週（２月12日～18日）における定点医療機関当たりの新型コロナウイルス感染症の患者数が県独自の感染拡大警報
の発令基準（16人/週）を下回ったため、本日「感染拡大警報」を解除し、感染拡大注意報に移行します。
　　なお、患者数は２週続けての減少となります。

２　定点医療機関当たり患者数（単位：人/週）

３　今冬の感染拡大警報等の発令状況
　令和６年１月19日～２月１日　感染拡大注意報
　　　　　２月２日～２月21日　感染拡大警報　
　　　　　 ２ 月22 日 ～　　　　　 感染拡大注意報

４　県民の皆様へ
　　感染者数は減少傾向ですが、県内で新型コロナの感染者が週に１万人程度は発生していると推計されます。
　　改めて、以下の点に御留意ください。

　○体調に少しでも違和感（特にのど・鼻）があれば、マスクを着用
　○急に症状（咳・熱・のどの痛み）が出た時は、学校や仕事を休んで療養を
　○人が集まる所では、換気と咳エチケットを忘れずに
　○医療機関や高齢者施設の受診や訪問時は、できるだけマスクを着用
　○高齢者や持病のある方は、ワクチン接種の検討を

　なお、近くに人がいないときや屋外では、マスクは不要です。
　また、インフルエンザや感染性胃腸炎など他の感染症も流行中です。
　帰宅時、食事前、トイレの後など、こまめな手洗いもお願いします。



提 供 日 2024/02/22

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第108報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年２月22日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第108報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第108報（２月21日受付分）】 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 田方郡函南町 493 20 1 26 9 9 2月22日
2 小学校 田方郡函南町 698 26 1 28 8 8 2月21日 ～ 2月2
3 保育園 御殿場市 81 6 1 17 5 5 2月21日 ～ 2月2
4 小学校 富士宮市 866 28 1 30 14 9 2月21日 ～ 2月2
5 小学校 富士市 596 22 1 30 6 6 2月22日

1 31 10 10 2月21日 ～ 2月2
6 小学校 静岡市葵区 621 24

1 30 7 7 2月21日 ～ 2月2
7 高等学校 藤枝市 1034 31 1 36 13 11 2月20日 ～ 2月2
8 小学校 島田市 604 26 1 32 14 14 2月21日
9 小学校 磐田市 151 8 1 32 10 8 2月20日 ～ 2月2
10 小学校 掛川市 442 18 1 24 9 9 2月20日
11 小学校 湖西市 884 35 1 31 13 13 2月21日 ～ 2月2
12 高等学校 浜松市中央区 1043 27 1 37 13 8 2月21日 ～ 2月2
13 中学校 浜松市中央区 558 18 1 30 7 7 2月22日

1 29 7 6 2月22日
14 小学校 浜松市中央区 519 22

1 30 8 8 2月22日
15 小学校 浜松市中央区 725 28 1 30 11 11 2月22日
16 小学校 浜松市中央区 454 20 2 32 7 7 2月21日 ～ 2月2

本日合計 ２高等学校、１中学校、12小学校、１保育園 19 535 171 156
８３６施設

本日までの累
計（実数） （ ９７高等学校、　２１１中学校、　４１７小学校、　６９幼稚園、

１０保育所、　２２こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）
4,473 128,807 40,859 37,909

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲されて
います。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳のいず
れか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/02/22

タイトル 第３回静岡県感染症対策連携協議会を開催します

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 企画総務班

TEL 055-928-7220

第３回静岡県感染症対策連携協議会を開催します

「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」の改正を受けて、県感染症予防計画の改定作業を進めており、今

回、パブリックコメント実施後の最終案等を協議するため、第３回静岡県感染症対策協議会を以下のとおり開催します。

１　日時・場所

　・令和６年２月27日（火）午後５時～（90分程度）

　・ホテルアソシア静岡　４階「カトレア」（静岡市葵区黒金町56）

　　（一部はＷＥＢ参加）

２　議事

　・感染症予防計画の改定　　ほか

３　協議会の構成

　・会　長　紀平　幸一（一般社団法人静岡県医師会会長）

　・副会長　毛利　博（公益社団法人静岡県病院協会会長）

　　　　　　今野　弘之（国立大学法人浜松医科大学学長）

　・委　員　医療関係者、学識経験者、消防機関、行政関係者等24人

４　取材、傍聴
 ・記者の方、傍聴希望の方は直接会場へお越しください。

 ・協議会後のブリーフィングは実施しない予定です。

 ・会議資料は会議当日までに下記サイトに掲載予定です。

　【感染症対策課HP】https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shippeikansensho/kansensho/1003073/renkei.html

５　備考

　・連携協議会の役割（一部抜粋）

　　：予防計画を定め、又は変更しようとするとき、施策との整合性の確保及び専門的

　　　知見の活用を図るため協議を行う。

　・第１回連携協議会の開催日、主な協議内容

　　：令和５年７月25日（火）、予防計画改定の進め方・部会の設置

　・第２回連携協議会の開催日、主な協議内容

　　：令和５年11月14日（火）、予防計画素案・数値目標設定の考え方

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shippeikansensho/kansensho/1003073/renkei.html


提 供 日 2024/02/22

タイトル 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関
連)【第26報】（２月22日10時00分現在）　

担　　当 健康福祉部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2803

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下線部は第25報からの変更箇所

１　概要
　令和６年１月１日午後４時10分に発災した「令和６年能登半島地震」への対応（健康福祉部関連：関係団体による対応を含む）
については、以下のとおりである。

２　支援状況
　（１）保健医療福祉
　　　ア　ＤＨＥＡＴ（災害時健康危機管理支援チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省の要請を受け、県が医師、保健師等（静岡市職員を含む）から
　　　　なるＤＨＥＡＴを輪島市門前地区等へ派遣
　　　・輪島市門前地区における保健医療福祉活動のマネジメント機能を支援する

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 2/11(日)～
2/17(土) ４人 医師、保健師２人、事務で構成

第２陣 2/17(土)～
2/22(木) ４人 医師、保健師２人、薬剤師

で構成

第３陣
2/22(木)～
2/29(木) ４人

医師、保健師２人（うち１名は静
岡市職員）、薬剤師
（静岡市職員）で構成

　（２）医療　　　
　　ア　ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＭＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＭＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＭＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＭＡＴが活動

活動日 活動場所等

1/3
能登医療圏活動拠点本部（公立能登総合病院内（七尾市））、
七尾市内の避難所を巡回、患者搬送等

1/4・1/5 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、志賀町内の病院等

1/6～1/8 能登医療圏活動拠点本部、七尾市、輪島市、珠洲市内の病院等

1/9～1/11 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、穴水町内の病院等

1/12・1/13 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市内の病院等

1/14～1/15 能登医療圏活動拠点本部

1/17～1/20 輪島市保健医療福祉調整本部（輪島市役所内）、輪島市、
金沢市内の避難施設等

1/21～1/27 輪島市、金沢市内の避難施設等

1/28～2/3 輪島市内の病院等

2/4～2/5 輪島市内の病院等、金沢市内の避難施設

2/6～ 金沢市内の避難施設

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

順天堂大学医学部附属静岡病院 5人 1/2～1/5

静岡県立総合病院 5人 1/2～1/5

静岡赤十字病院 6人 1/2～1/6

中東遠総合医療センター 4人 1/2～1/5

磐田市立総合病院 4人 1/2～1/6

浜松医科大学医学部附属病院 6人 1/2～1/6

第１次隊　36人
（活動終了）

聖隷浜松病院 6人 1/2～1/5

伊東市民病院 5人 1/6～1/10

静岡県立総合病院 5人 1/5～1/8

静岡市立静岡病院 5人 1/5～1/9

静岡済生会総合病院 6人 1/5～1/9

焼津市立総合病院 5人 1/5～1/9

藤枝市立総合病院 5人 1/4～1/8

浜松赤十字病院 5人 1/4～1/8

第２次隊　40人
（活動終了）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/4～1/10



順天堂大学附属静岡病院 5人 1/8～1/12

富士宮市立病院 4人 1/8～1/14

静岡市立清水病院 5人 1/8～1/13

島田市立総合医療センター 5人 1/8～1/14

中東遠総合医療センター 4人 1/8～1/12

磐田市立総合病院 4人 1/8～1/14

第３次隊　32人
（活動終了）

聖隷浜松病院 5人 1/8～1/14

国際医療福祉大学熱海病院 4人 1/12～1/15第４次隊　８人
（活動終了）

静岡医療センター 4人 1/11～1/15

三島総合病院 5人 1/17～1/21

富士市立中央病院 5人 1/17～1/21

静岡市立清水病院 5人 1/17～1/21

中東遠総合医療センター 4人 1/17～1/21

第５次隊　23人
（活動中・活動終了）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/17～1/22

静岡市立静岡病院 5人 1/20～1/24

総合病院聖隷浜松病院 5人 1/21～1/26

第６次隊　14人
（活動終了）

沼津市立病院 4人 1/20～1/24

静岡医療センター 4人 1/23～1/27

静岡済生会総合病院 6人 1/22～1/27

浜松赤十字病院 4人 1/23～1/27

第７次隊　18人
（活動終了）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/25～1/28

静岡赤十字病院 4人 1/26～1/30第８次隊　９人
（活動終了）

浜松医科大学医学部附属病院 5人 1/26～1/30

伊東市民病院 5人 1/29～2/2第９次隊　10人
（活動終了）

島田市立総合医療センター 5人 1/29～2/2

藤枝市立総合病院 5人 2/1～2/5第10次隊　10人
（活動終了）

浜松医療センター 5人 2/1～2/5

国際医療福祉大学熱海病院 2人

沼津市立病院 1人

第11次隊　４人
（活動終了）
（3病院による混成チー
ム） 総合病院聖隷浜松病院 1人

2/4～2/7

第12次隊　５人
（活動終了） 焼津市立総合病院 5人 2/7～2/11

静岡県立総合病院 2人

静岡済生会総合病院 1人

第13次隊　４人
（活動終了）
（3病院による混成チー
ム） 中東遠総合医療センター 1人

2/11～2/13

第14次隊　４人
 （ 活動終了 ） 藤枝市立総合病院 4人 2/13～2/16

第15次隊　５人
 （ 活動終了 ） 静岡市立静岡病院 5人 2/16～2/19

※上記の他、１月２日からＤＭＡＴ調整本部（県庁西館４階）でＤＭＡＴが活動しており、11日からは、石川県庁や輪島市役所等
に設置された保健医療福祉調整本部でＤＭＡＴロジスティックチーム（主に、情報収集・分析、医療チームの調整など、本部活動
を支援）が活動していた。

イ　日本赤十字社静岡県支部による派遣
　・日本赤十字社静岡県支部が医療救護班を派遣
　・第１班　能登医療圏活動拠点本部の指示に従い活動
　　第２～４班　珠洲市保健医療福祉調整本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１班(静岡日赤) 1/ 8(月)～1/10(水) ７人

第２班(浜松日赤) 1/15(月)～1/17(水) ７人

医師・看護師・

薬剤師・事務員で構成

第３班(伊豆、裾野
日赤)

1/24(水)～1/26(金) ６人 医師・看護師・

事務員で構成

第４班(浜松、引佐
日赤) 2/1(木)～2/3(土) ７人

医師・看護師・

薬剤師・事務員で構成

第５班(伊豆、裾野
日赤) 2/8(木)～2/10(土) 6人

医師・看護師・

事務員で構成

 第 ６ 班( 静岡日赤) 2/26( 月) ～2/28( 水)  ７ 人

 医師 ・ 看護師 ・

 薬剤師 ・ 事務員 で 構成



　・日本赤十字社静岡県支部が日赤災害医療コーディネートチームを派遣
　・日本赤十字社石川県支部災害対策本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 活動場所 備考

第１班(浜松日赤) 1/12(金)～
1/14(日) ３人

珠洲市健康増進

センター

医師・看護師・

事務員で構成

第２班(静岡日赤)
2/2(金)～
2/4(日) ５人

珠洲市健康増進

センター

医師・看護師・

薬剤師・事務員

で構成

 第 ３ 班( 浜松日赤) 2/23( 金) ～
2/25( 日)  ３ 人

 珠洲市健康増進

 センター

 医師 ・ 看護師 ・

 事務員 で 構成

 ・ 日本赤十字社静岡県支部 がこころのケア 班 を 派遣
　　 　 ・ 輪島市保健医療福祉調整本部 の 指示 に 従 い 活動

 区分  派遣期間  派遣人数  活動場所  備考

 第 １ 班( 静岡
 日赤)

2/18( 日) ～
2/22( 木)  ４ 人  輪島市

 看護師 ・ 事

 務員 で 構成

ウ　ＪＭＡＴ（日本医師会災害医療チーム）派遣
　・日本医師会の要請を受け、静岡県医師会が医療救護チームを石川県の被
　　災地へ派遣。今後も新たな医療救護チームの派遣を予定。
　・長期にわたる支援を実施するため、23郡市医師会に新たなチームの登録

　　 を要請し、ＪＭＡＴ派遣の拡充を計画

派遣期間 派遣人数 活動概要

1/10(水)～1/12(金) 3人（医師1人、看護師2人） 能登総合病院、穴水町内の避
難所のアセスメント

1/19(金)～1/21(日)
3人
（医師1人、看護師1人、事務員１人）

能登町内避難所にて診療活動
および穴水町避難所にてアセ
スメント

1/27(土)～1/29(月) 6人
（医師2人、看護師2人、事務員2人）

穴水町にて避難所アセスメン
ト、高齢者施設への往診、高
齢者施設の情報収集
能登町にて診療所の診療支援

1/30(火)～2/2(金) 1人（静岡県医師会職員１人） 石川県庁内ＪＭＡＴ調整本部
にて調整業務を支援

1/31(水)～2/3(土)
3人
（医師1人、薬剤師1人、事務員１人）

能登町の福祉避難所、介護施
設等および診療所の発熱外
来・訪問診療を支援

2/6(火)～
2/8(木)

5人
（医師1人、看護師1人、薬剤師１人、
救急救命士1人、事務員１人）［病
院］

輪島市内の特養、発熱外来に
て診療支援

2/23( 金)～2/25(日) 5人（医師2人、看護師1人、理学療法
士１人、事務員１人）

2/23(金)～2/25(日) 7人（医師1人、看護師2人、作業療法
士１人、事務員3人）

2/27(火)～2/29(木) 3人（医師1人、看護師1人、社会福祉
士１人）

3/1(金)～3/4(月) 4人（医師1人、看護師2人、事務員１
人）

3/2(土)～3/4(月)
3人（医師1人、看護師1人、介護福祉
士１人）

七尾市、志賀町にて、診療所
（発熱外来・訪問診療等）、
避難所、介護施設等で活動予
定

　　エ　ＤＰＡＴ（災害派遣精神医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＰＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＰＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＰＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＰＡＴが活動
　　　・石川県ＤＰＡＴ調整本部又は能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部の指示に従
　　　　い活動
　　　・ ２ 月12 日 をもって 県外 の ＤＰＡＴ 派遣 を 終了 。 以降 は 石川県 ＤＰＡＴ の 活
　　　　 動 に 移行

活動日 活動場所等

1/4 志賀町内の避難所等を巡回、地域支援に関する情報収集

1/5～1/9
能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部(公立能登総合病院内(七尾市))、七尾市、
志賀町内の避難所等支援

1/10～1/12 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部、珠洲市内の避難所等支援

1/13～1/17 石川県ＤＰＡＴ調整本部、能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部内の活動

1/18～1/22 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部(1/18～能登中部保健福祉センター内(七尾
市))、輪島市ＤＰＡＴ指揮所（輪島市役所内）の避難所等支援



区分 病院名 派遣人数 派遣期間

第１次隊（活動終了） 県立こころの医療センター ３人 1/3～1/8

第２次隊（活動終了） 沼津中央病院 ３人 1/7～1/13

第３次隊（活動終了） 神経科浜松病院 ３人 1/12～1/17

第４次隊（活動終了） 県立こころの医療センター ３人 1/18～1/22

オ　ドクターヘリ派遣
　　　・中部ブロック（※）の大規模災害時におけるドクターヘリ広域連携に関す
　　　　る基本協定に基づき、石川県の要請を受け、県がドクターヘリを派遣

派遣期間 基地病院 派遣機数

1/4～1/5 総合病院聖隷三方原病院 １機

1/17 総合病院聖隷三方原病院 １機

　　　※中部ブロック８県（静岡、愛知、三重、長野、富山、石川、福井、岐阜）
　　　　の知事及びドクターヘリ基地病院による協定

カ　災害支援ナース
　　　・日本看護協会の派遣要請を受け、静岡県看護協会が災害支援ナースを派遣

区分 日　程 派遣人数 備考

第１組 1/12～15 ２人

第２組 1/15～18 ４人

第３組 1/18～21 ６人

第４組 1/21～24 ６人

第５組 1/24～27 ２人

第６組 1/27～30 ６人

第７組 1/30～2/2 ２人

第８組 2/2～５ ４人

第９組 2/5～８ ４人

第10組 2/8～11 ２人

第11組 2/11～14 ３人

第12組 2/20～23 ２人

派遣場所は珠洲市、能登町、穴
水町、七尾市、輪島市の病院、
避難所等

　　　
　　キ　薬剤師及びモバイルファーマシー派遣
　　　・日本薬剤師会の派遣要請を受け、静岡県薬剤師会が薬剤師及びモバイル
　　　　ファーマシー（移動調剤車）を派遣

区分 日程 派遣人数 備考

第１陣 １/13～１/17 ３人

第２陣 １/16～１/20 ３人

第３陣 １/19～１/23 ３人

第４陣 １/22～１/26 ３人

派遣地域は、穴水町、輪島市、
珠洲市、能登町

今後の支援内容・体制は現地ニーズを踏まえ検討

　　ク　ＪＤＡＴ（災害歯科支援チーム）派遣
　　　・日本歯科医師会の派遣要請を受け、静岡県歯科医師会がＪＤＡＴを派遣

区分 日程 派遣人数 備考

第１陣 ２/４～２/８ ４人

第２陣 ２/９～２/12 ５人

第３陣 ２/19～２/22 ４人

第４陣 ２/21～２/25 ６人

派遣地域は、珠洲市

　　ケ　臨床検査技師の派遣
　　　・日本臨床衛生検査技師会の派遣要請を受け、静岡県臨床衛生検査技師会
　　　　が臨床検査技師を派遣

日程 派遣人数 概要

２/３ 10人

日本医師会が派遣するＪＭＡＴ
に帯同し、輪島市内の避難所で
ＤＶＴ検診（超音波検査、血液
検査等）

（３）保健
　　ア　保健師派遣・活動状況
　　　・厚生労働省の要請を受け、県保健師を穴水町へ派遣（1/6～2/5）
　　　・２月29日まで応援延長要請があったため第７陣～第11陣を派遣
　　　・第６陣から管理栄養士（県又は市町）１名を派遣
　　　・第７陣から保健師２名のうち１名は県内市町保健師を派遣



　　　・追加応援要請を受け、もう１チーム白山市へ派遣（1/31～3/31)
Ａチーム（穴水町へ派遣：1/6～2/29）

活動日 活動場所等

1/7 穴水町役場にて情報収集、活動方針打合せ

1/8 穴水中学校にて聞き取り調査

1/9～ 避難者、避難所の状況確認

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/6(土)～1/11(木) ４人

第２陣 1/11(木)～1/16(火) ４人

第３陣 1/16(火)～1/21(日) ５人

第４陣 1/21(日)～1/26(金) ５人

第５陣 1/26(金)～1/31(水) ５人

第６陣 1/31(水)～2/5(月) ５人

第７陣 2/5(月)～2/10(土) ５人

第８陣 2/10(土)～2/15(木) ５人

第９陣 2/15(木)～2/20(火) ５人

第10陣 2/20(火)～2/25(日) ５人

第11陣 2/25(日)～2/29(木) ５人

５名/班の１班体制
保健師３名、事務１名、運転
手１名で構成

第６陣から
保健師２名、管理栄養士１
名、事務１名、運転手１名で
構成

派遣期間は、移動、引継期間
を含む

Ｂチーム（白山市へ派遣：1/31～3/31)

活動日 活動場所等

2/1 石川県中央保健福祉センター　集合

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/31(水)～2/ 5(月) ５人

第２陣 2/ 5(月)～2/10(土) ５人

第３陣 2/10(土)～2/15(木) ５人

第４陣 2/15(木)～2/20(火) ５人

第５陣 2/20(火)～2/25(日) ５人

第６陣 2/25(日)～3/ 1(金) ５人

第７陣 3/ 1(金)～3/ 6(水) ５人

第８陣 3/ 6(水)～3/11(月) ５人

第９陣 3/11(月)～3/16(土) ５人

第10陣 3/16(土)～3/21(木) ５人

第11陣 3/21(木)～3/26(火) ５人

第12陣 3/26(火)～3/31(日) ５人

５名/班の１班体制
保健師４名（うち２名は市
町）、事務１名、
で構成

第７陣から保健師３名（うち
２名は市町）、管理栄養士
（県または市町）１名、事務
１名で構成

派遣期間は、移動、引継期間
を含む

イ　ＪＤＡ－ＤＡＴ（日本栄養士会災害支援チーム）派遣
　　　・日本栄養士会の派遣要請を受け、静岡県栄養士会がＪＤＡ－ＤＡＴを派遣

活動日 活動場所等

1/13～1/17 七尾市内、金沢市内の「特殊栄養食品ステーション」からの食
品の分配、出入管理

1/13～1/17
1/24～1/28
2/ 7～2/11

金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）内の
「施設避難者一時待機ステーション」入所者（要介護者）への
食事管理、食事提供

2/ 7～2/11 七尾を拠点に能登地区の各避難所巡回

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/13(土)～1/17(水) ３人 うち１名は県職員

第２陣 1/24(水)～1/28(日) １人

第３陣 2/ 7(水)～2/11(日) ３人

第４陣 2/22(木)～2/26(月) ３人

ウ　ＪＲＡＴ（日本災害リハビリテーション支援チーム）派遣
　　　・日本災害リハビリテーション支援協会の派遣要請を受け、静岡県災害リハ
　　　　ビリテーション支援関連団体協議会がＪＲＡＴ隊員を派遣。今後も新たな
        チームを派遣する予定
　　　・第１陣以降は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）へ
　　　　移動する避難者のトリアージを実施



区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/12(金)～1/15(月) ２人 医師、理学療法士

第２陣 1/25(木)～1/28(日) ２人 医師、理学療法士

第３陣 1/30(火)～2/ 2(金) ２人 医師、言語聴覚士

第４陣 2/ 1(木)～2/ 4(日) ３人 医師、作業療法士２人

第５陣 2/12(月)～2/15(木) ３人 理学療法士１人、言語聴覚士２人

第６陣 2/9(金)～2/12(月) ２人 理学療法士２人

第７陣 2/15(木)～2/18(日) ６人 医師、理学療法士３人、作業療法
士、言語聴覚士

第８陣 2/19(月)～2/22(木) ４人 理学療法士２人、言語聴覚士２人

第９陣 2/22(木)～2/25(日) ６人 医師２人、理学療法士３人、言語
聴覚士

　（４）福祉
　　ア　ＤＷＡＴ（災害派遣福祉チーム）派遣

・災害福祉支援ネットワーク中央センター（全国社会福祉協議会）から先遣
　隊及び1月10日～２月29日までの派遣要請を受け、災害時における福祉人
　材の派遣協力等に関する協定に基づき、県が静岡県災害福祉広域支援ネッ
　トワーク（事務局：静岡県社会福祉協議会）に派遣を依頼し、ＤＷＡＴが
　活動中
・先遣隊は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）にて避
　難者（要配慮者）のスクリーニング等を実施
・第１陣～第10陣は、いしかわスポーツセンター及び七尾市内で活動を実施。
　１月20日以降は志賀町においても活動
・第11陣以降は七尾市又は志賀町避難所にて活動予定

区分 派遣期間 派遣人数 備考

先遣隊 1/ 8(月)～1/14(日) １人 社会福祉士、介護支援専門員

第１陣 1/10(水)～1/13(土) ３人

第２陣 1/12(金)～1/15(月) ３人

第３陣 1/14(日)～1/17(水) ３人

第４陣 1/16(火)～1/19(金) ３人

第５陣 1/18(木)～1/21(日) ３人

第６陣 1/20(土)～1/23(火) ３人

第７陣 1/22(月)～1/25(木) ３人

第８陣 1/24(水)～1/27(土) ３人

第９陣 1/26(金)～1/29(月) ３人

第10陣 1/28(日)～1/31(水) ３人

３名/班の１班体制
社会福祉士、介護支援専門
員、介護福祉士、保育士、児
童指導員、作業療法士、相談
支援専門員等から構成

活動内容は、要配慮者のスク
リーニング等

第11陣 1/30(火)～2/ 2(金) ２人

第12陣 2/ 1(木)～2/ 4(日) ２人

第13陣 2/ 3(土)～2/ 6(火) ２人

第14陣 2/ 5(月)～2/ 8(木) ２人

第15陣 2/ 7(水)～2/10(土) ２人

第16陣 2/ 9(金)～2/12(月) ２人

第17陣 2/11(日)～2/14(水) ２人

第18陣 2/13(火)～2/16(金) ２人

第19陣 2/15(木)～2/18(日) ２人

第20陣 2/17(土)～2/20(火) ２人

第21陣 2/19(月)～2/22(木) ２人

第22陣 2/21(水)～2/24(土) ２人

第23陣 2/23(金)～2/26(月) ２人

第24陣 2/25(日)～2/28(水) ２人

第25陣 2/27(火)～3/ 1(金) １人
(1人調整中)

２名/班の１班体制
社会福祉士、介護支援専門
員、介護福祉士、保育士、児
童指導員、相談支援専門員等
から構成

活動内容は、避難所内におけ
る避難者のアセスメント、相
談コーナーの対応、健康体操
の実施、近隣避難所の巡回、
活動チームの管理、本部との
調整等

　（参考：要配慮者支援の流れ）

　
　　イ　全国老施協災害派遣福祉チーム(全国老施協ＤＷＡＴ）派遣
　　　・全国老人福祉施設協議会の派遣要請を受け、静岡県老人福祉施設協議会が
        介護職員を被災地の高齢者施設へ派遣
　　　　(福井県老人福祉施設協議会からの派遣者との合同チーム）

派遣期間 派遣先 所属 派遣人数 備考



１/17(水)～21(日) 特別養護老人ホーム　
長寿園(石川県珠洲市) (福)慈恵会　西島寮 ２人 介護職員

　　ウ　社会福祉施設等に対する介護職員等の派遣
　　　・厚生労働省及びこども家庭庁からの派遣要請を受け、県内の社会福祉法人
　　　　等の介護職員等を派遣

分野 派遣期間 派遣先 所属 派遣
人数

1/29（月）～2/1(木) 石川産業展示館 (福)ひかりの園 １人

2/5(月)～8(木) いしかわ総合スポーツセンター
(1.5次避難所)

(福)天竜厚生会 ２人障害

2/13(火)～16(金) 石川県精育園（石川県穴水町) (福)小羊学園 ２人

　　 エ 　 障害者支援施設 に 対 する 県福祉職員 の 派遣 　
　　　 ・ 全国知事会 からの 派遣要請 を 受 け 、 県福祉職員 を 石川県精育園 （ 石川県穴
　　　　 水町) へ 派遣 （2/13 ～2/29 ）

 区分  派遣期間  人数  内訳

 第 １ 陣
2/13( 火) ～
2/19( 月)  １ 人

 第 ２ 陣
2/19( 月) ～
2/26( 月)  １ 人

 第 ３ 陣 2/26( 月) ～
2/29( 木)  １ 人

 県職員 （ 児童福祉
 等 ）

（５）義援金等
　　ア　義援金の状況

・日本赤十字社及び共同募金会とも、被災県及び本社・中央で義援金の募集
　を開始
・来庁者向けに県庁内（本館1階食堂、本館２階県庁案内、東館２階県民サー
　ビスセンター前、東館２階喫茶ぴあ～、東館16階食堂、西館３階健康福祉部
　部長室前）に募金箱を設置するとともに、職員に対し義援金への協力を呼びかける

団体名 支部等 受付期間 配分地域

石川県支部 1/4～12/27 石川県

富山県支部 1/5～3/29 富山県

 新潟県支部 1/9～6/28 新潟県

福井県支部 1/16～3/29 福井県

日本
赤十字社

本社 1/5～12/27 被災地全地域

石川県 1/4～12/27 石川県

富山県 1/5～3/29 富山県

新潟県 1/9～6/28 新潟県

 福井県  1/16～3/29  福井県
共同募金会

中央 1/5～6/28
石川県、富山県、新潟
県、福井県

イ　災害ボランティアサポート募金の状況
・中央共同募金会は、ボランティア・NPO 活動サポート募金 「ボラサポ・令
　和６年能登半島地震」への寄付募集及び助成受付を 実施

募集共募 受付期間 受付方法／助成対象ほか

寄付 1/2～6/30 金融機関振込・クレジット決済

中央共同
募金会 助成

(第１回)

1/17～1/31

（第 ２回）

 ・ 短期活動助成

2/16 ～3/4

 ・ 中長期活動助

 成

2/16 ～3/15

炊き出し、物品配布支援、生活支援活動
等
・短期活動助成(活動日数30日以内)
・中長期活動助成(活動日数31日以上)

　※助成 第２回募集：2月中旬予定、第3回募集：4月以降を予定
　　

ウ　静岡県ボランティア協会の状況
　・ボランティアの活動を支援するため、「ボランティア活動支援金」の募集
　　を開始

募集期間 受付方法

1/10（水）～6/30（日） 郵便振替

　・今後の活動に向け、独自にボランティア支援募金を実施するとともに、避
　　難所等で必要と思われる物資を収集し、要請に応じ速やかに送付できるよ



　　う準備中

　　エ　生活福祉資金の状況
　　　・静岡県社協は、被災した世帯（災害救助法の適用となった地域等＊におい
　　　　て被災し、静岡県内へ避難した世帯のうち、今後１ヶ月程度以上居住予定
　　　　のある世帯）への生活福祉資金（緊急小口資金）特例貸付の受付を開始

受付期間 受付場所

1/15（月）～未定 各市町社協窓口

　　　＊災害救助法適用地域以外で、被災したため特例措置が必要な地域として都
　　　　道府県知事が設定した地域は以下のとおり（令和６年１月23日現在）

設定した都道府県 設定した地域

新潟県
阿賀野市、阿賀町、粟島浦村、魚沼市、小千谷市、刈羽
村、新発田市、聖籠町、関川村、胎内市、田上町、津南
町、十日町市、村上市、弥彦村、湯沢町

富山県 魚津市、入善町

石川県 野々市市、川北町

福井県
敦賀市、小浜市、大野市、勝山市、鯖江市、越前市、永
平寺町、池田町、南越前町、越前町、美浜町、高浜町、
おおい町、若狭町

　　・石川県社協からの要請を受けた全社協からの要請に基づき、静岡県社協等は
　　　生活福祉資金貸付事務対応職員を派遣

区分 派遣期間 派遣人数 派遣先

第１陣
（活動終了）1/30(火)～2/2(金)

２人
（静岡県社協１人、
静岡市社協１人）

七尾市社協

　　オ　災害ボランティアセンターの状況
　　・全社協からの要請に基づき、静岡県社協等は中能登町災害ボランティアセン
　　　ターに対する職員を派遣予定

派遣期間 派遣人数 備考

2/1(木)～2/5(月) ２人 静岡市社協２

2/13(火)～2/17(土) ６人

2/25(日)～2/29(木) ６人

県社協１、静岡市社協１、浜松市社
協１、市町社協３で構成



発 表 日 2024/02/22

タイトル 令和６年１月の富士山静岡空港利用状況

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港振興課、富士山

静岡空港株式会社

連 絡 先 空港振興課　小野、大澤

TEL 054-221-3166

 富⼠⼭静岡空港 の 令和 ６ 年 １ 月 の 搭乗者数 は32,940 ⼈ 。

 令和 ３ 年11 月 から27 か 月連続 で 前年同月 を 上回 った 。

１　富士山静岡空港の令和６年１月の搭乗者数、搭乗率等
　　（航空会社からの情報提供の集計）

路線 提供座席数（席） 搭乗者数（人） 搭乗率（％）
札幌地区 7,656 4,905 64.1 
　新千歳線 7,656 4,905 64.1 
    うちANA 1,328 901 67.8 
    うちFDA 6,328 4,004 63.3 
　丘珠線 0 0 - 
出雲線 1,248 899 72.0 
福岡線 16,176 9,705 60.0 
熊本線 1,248 957 76.7 
鹿児島線 4,860 2,863 58.9 
沖縄線 1,328 991 74.6 
チャーター便 756 471 62.3 

国内線計 33,272 20,791 62.5 
ソウル線 11,718 9,649 82.3 
上海線 1,800 903 50.2 
チャーター便 1,868 1,597 85.5 

国際線計 15,386 12,149 79.0 
合計 48,658 32,940 67.7 

※欠航便、ダイバート便（他空港への降客）、引き返し便を除く。

２　富士山静岡空港の令和６年１月の就航状況
区　　分 国　内 国　際 合　計

就航予定便数（便）　a 401 88  489 
就航便数（便）　　　b 396 84  480 
就 航 率（％）   (b/a) 98.8 95.5 98.2 

３　富士山静岡空港の令和５年度(令和５年４月～令和６年１月)の累計搭乗者数、
　搭乗率等（航空会社からの情報提供の集計）

路線 提供座席数（席） 搭乗者数（人） 搭乗率（％）
札幌地区 138,362 96,341 69.6 
　新千歳線 104,970 69,995 66.7 
　　うちANA 45,650 27,059 59.3 
    うちFDA 59,320 42,936 72.4 
　丘珠線 33,392 26,346 78.9 
出雲線 43,224 33,762 78.1 
福岡線 192,864 127,618 66.2 
熊本線 46,008 26,616 57.9 
鹿児島線 49,840 34,976 70.2 
沖縄線 43,990 27,464 62.4 
チャーター便 4,872 3,266 67.0 

国内線計 519,160 350,043 67.4 
ソウル線 84,294 71,047 84.3 
上海線 8,976 3,453 38.5 
チャーター便 2,074 1,790 86.3 

国際線計 95,344 76,290 80.0 
合計 614,504 426,333 69.4 

※欠航便、ダイバート便（他空港への降客）、引き返し便を除く。

４　富士山静岡空港の令和５年度(令和５年４月～令和６年１月)の就航状況(累計)
区　　分 国　内 国　際 合　計

就航予定便数（便）　a  5,862 531  6,393 
就航便数（便）　　　b  5,786 515  6,301 
就 航 率（％）   (b/a) 98.7 97.0 98.6 



提 供 日 2024/02/22

タイトル オリンピアン齋藤信治氏によるバレーボールクリニッ
ク

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ振興課

連 絡 先 競技スポーツ班

TEL 054-221-3177

　

　県では、子供たちがトップアスリート等から直接指導を受けられる「ドリカムスタート事業」を実施しています。
　今回は、2008年北京オリンピックに出場した齋藤信治氏が、伊豆市内中学校バレーボール部員を対象に指導します。

１　開催日　　令和６年３月２日（土)　

２　会　 場　　伊豆市立修善寺中学校体育館（伊豆市柏久保395-1）
　　　　
３　日 　程　　開講式　                     9時00分～ 9時10分
　　　　　 　　　クリニック　                   9時10分～11時10分
　　　　　 　     閉講式・写真撮影等　 11時10分～11時30分

４　参加者　　伊豆市内中学校バレーボール部員等及び指導者 44名

５　講　師　　齋藤　信治（さいとう　のぶはる）氏
　　　　　　　　【経歴】
　　　　　　　　　　・元東レアローズ男子バレーボール部所属（1996-2008年）
　　　　　　　　　　・世界選手権出場（2006年）
　　　　　　　　　　・北京オリンピック出場（2008年）

６　その他
　  　　・取材希望の方は、３月１日(金)１６時までに、別添「取材申込書」にてお申し込み
　　　　 ください。中止の際には御連絡いたします。
　　　　・取材当日、社名が分かる腕章又は名札等を身に付けてください。
　　    　　　
７　問い合わせ先
　　　静岡県スポーツ・文化観光部　スポーツ局　スポーツ振興課（市川）　
　　　電　話　　　　 054-221-3177　　   FAX　054-221-2980　　
　　　当日連絡先　080-1580-8162



提 供 日 2024/02/22

タイトル 産業廃棄物処理業許可の取り消し

担　　当 くらし・環境部 環境局廃棄物リサイクル課

連 絡 先 産業廃棄物班

TEL 054-221-2423

産業廃棄物処理業者に対し産業廃棄物収集運搬許可の取消処分を行いました。

１　処分を受けた者
所在地　静岡県浜松市浜名区都田町36番地の４
名　称　株式会社とわ工業

２　処分内容
　　廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律第137号）第14条の３の２第１項第４号に基づき、産業廃棄物収集運搬業許可を取

り消しました。

３　処分年月日
　　令和６年２月21日

４　処分理由
　　株式会社とわ工業の役員は、宮崎地方裁判所において、大麻取締法違反の罪により懲役６月、執行猶予３年の判決を受け、令和５年

10月26日に刑が確定している。
　　これにより、同社は、法第14条の３の２第１項第４号に規定する法第14条第５項第２号ニに該当するため。

（参考）
　なお、当該事業者は取消に至った日から５年間において、産業廃棄物処理業許可を受けることはできません。



提 供 日 2024/02/22

タイトル 【第20報】令和６年能登半島地震への本県の支援につ
いて（２月22日現在）

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 危機報道官

TEL 054-221-2316

令和６年能登半島地震より被災した地域への支援の概要は別添のとおりです。



提 供 日 2024/02/26

タイトル 静岡県議会議会運営等改善検討委員会の開催

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局 議事課

TEL 054-221-2555

静岡県議会議会運営等改善検討委員会の開催

　
　議会運営等の改善について、調査検討するため、下記のとおり第３回委員会を開催します。

記

■日　時　　令和６年３月１日（金）本会議散会後

■場　所　　第５委員会室（静岡県庁本館４階）

■構成員　　11人

委員長 落　合　愼　悟　　（自民改革会議）

副委員長
中　田　次　城　　（自民改革会議）

佐　野　愛　子　　（ふじのくに県民クラブ）

委　員

伊　丹　雅　治　　（自民改革会議）

望　月　香世子 　（自民改革会議）

西　原　明　美　　（自民改革会議）

小　沼　秀　朗　　（自民改革会議）

江　間　治　人　　（自民改革会議）

良　知　駿　一　　（ふじのくに県民クラブ）

田　内　浩　之　　（ふじのくに県民クラブ）

牧　野　正　史　　（公明党静岡県議団）



提 供 日 2024/02/26

タイトル 静岡県議会議員選挙区等調査検討委員会の開催

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局 議事課

TEL 054-221-2555

「静岡県議会議員選挙区等調査検討委員会」の開催

　令和９年に実施される一般選挙における静岡県議会議員の定数並びに選挙区及び配当定数について調査検討するため、下記のと
おり第５回委員会を開催する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

　■　日　時　令和６年３月４日(月)　本会議散会後を予定
　　　　　　　※なお、本会議の審議の状況により変更になる場合があります。

　■　場　所　第５委員会室(静岡県庁本館４階)

　■　構成員　１１人

　
　
　 委 員 長

　
　良　知　淳　行　　（自民改革会議）

副委員長
　木　内　　　満　　（自民改革会議)

　四　本　康　久　　（ふじのくに県民クラブ)

委　　員

　
　藤　曲　敬　宏　　（自民改革会議)

　宮　沢　正　美　　（自民改革会議)

　相　坂　摂　治　　（自民改革会議)

　鈴　木　啓　嗣　　（自民改革会議）

　市　川　秀　之　　（自民改革会議)

　小長井　由　雄　　（ふじのくに県民クラブ)

　田　口　　　章　　（ふじのくに県民クラブ）  

　早　川　育　子　　（公明党静岡県議団）



提 供 日 2024/02/26

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（2/16～2/22）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 野生イノシシ対策班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第529報）

＜野生イノシシの豚熱検査結果（2/16～2/22）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子検査を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の98頭で、豚熱ウイルスの感染事例はありませんでした。

平成30年９月以降、14,517頭（死亡382頭、捕獲14,135頭）の検査を実施し、594頭の陽性（死亡170頭、捕獲424頭）を確認して

います。

＜次ページへ続く＞



＜次ページへ続く＞



＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）



提 供 日 2024/02/26

タイトル 令和７年度の（仮称）静岡県動物愛護センター開所に
向けて ＪＲ東海「トレイン」ジャック

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 動物愛護班

TEL 054-221-2347

令和７年度の（仮称）静岡県動物愛護センター
開所に向けてＪＲ東海「トレイン」ジャック

１　概　要

令和７年度に本県の動物愛護施策の拠点となる（仮称）静岡県動物愛護センターが、富士山を望む富士市に新たに開所する予定です。
多くの県民に、新しく誕生するセンターの魅力を伝えるため、ＪＲ東海道本線を「トレイン」ジャックするなどの広報を展開します。　　　　　　　　
　　　　　　　

２　広報手法
（１）在来線車内メディア「テーマトレイン」

項　目 内　容

区　間 ＪＲ東海車両（３両×１編成）の額面及び中吊り広告をジャックする車内広告
熱海駅～静岡駅～豊橋駅間（ＪＲ東海道本線）

実施期間 令和６年２月27日（火）～３月11日（月）　２週間

（２）ディスプレイ広告（Google、Yahoo）（令和６年３月まで実施）
（３）デジタルサイネージ広告

けやきプラザ（静岡市）、えんてつビジョン（浜松市）、イオンモール浜松市野店　等
（令和６年３月まで実施）

（４）YouTube動画広告（令和６年３月まで実施）

３　（仮称）静岡県動物愛護センターの概要
　　現在の静岡県動物管理指導センター（浜松市）は、築後約50年が経過して老朽化が著しく、譲渡に向けた長期収容のための機能が不足

しています。　　　
また、行き場を失った犬猫の処分施設のイメージが強く、閉鎖的かつ愛護に係る機能も不足するなどの課題を抱えています。
このため、動物愛護の象徴として県民が訪れやすく、県民に愛される（仮称）静岡県動物愛護センターとして次の諸室等を整備し、令和７

年度に富士市内に新たに開所します。
・「いのち」の大切さを学ぶ　 研修 ルーム
・新しい飼い主との出会いが生まれる　 譲渡室 、 マッチングルーム
・ボランティアが活用できる　 ボランティアルーム
・飼い主のいない猫の不妊・去勢手術を行う　 手術室
・富士山の見える　 ドッグラン

４　ガバメントクラウドファンデング
センターを整備するため、ガバメントクラウドファンディングによる寄附募集を本年４月16日から開始します。県民の皆様からのご支援よろ

しくお願いします。

５　テーマトレイン広告イメージ

静岡県公式ホームページにも掲載　
　  https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1002857/1041025/1024920 .html

◆ガバメントクラウドファンディングとは
　ふるさと納税総合サイト「ふるさとチョイス」が提供する、クラウドファンディング型でふるさと納税を募る仕組みです。自治体がプロジェクトオー
ナーとなり、関心や共感を呼ぶプロジェクトを立ち上げることで広く資金を調達し、寄附者は自らの意思で寄附金の使い道を選ぶことができま
す。

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1002857/1041025/1024920.html


提 供 日 2024/02/26

タイトル 令和５年度　災害時健康支援研修会（令和６年能登半
島地震保健師派遣報告会）

担　　当 健康福祉部 健康局健康増進課

連 絡 先 2779

TEL 054-221-2779

　令和６年１月１日に発生した能登半島地震において、本県から被災地に派遣された県及び市町保健師等から活動状況や課題等を
共有し、平常時の体制整備に活用することを目的に報告会を実施します。

１　日　時　令和６年２月27日（火）13:30～16:00

２　方　法　オンライン開催（Zoom）　（配信場所：県庁東館16階　ＯＡルーム）

３　対　象　・県及び市町の地域保健従事者

　　　　　　・被災地派遣者（事務職及び運転手を含む）

４　内　容　（１）開会・挨拶

　　　　　　　　　静岡県健康福祉部　参事　奈良雅文

　　　　　　（２）活動報告　（13:40～14:40）

　　　　　　　　　・「被災地支援（穴水町、珠洲市における支援）」

                  ・「1.5次、２次避難所支援（白山市、加賀市における支援）」

　　　　　　（３）グループワーク （14 :40～15:40）

                 「能登半島地震を受けて、自所属の平常時からの体制づくりを考える」

　　　　　　（４）助言とまとめ （15 :40～16:00）

　　　　　　　　　浜松医科大学　健康社会医学講座　尾島俊之　氏



提 供 日 2024/02/26

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第109報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年２月26日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第109報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第109報（２月22日受付分）】 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 伊豆市 173 9 1 25 8 8 2月22日
2 小学校 富士宮市 984 37 1 27 7 7 2月22日
3 小学校 富士市 279 13 1 21 5 5 2月22日
4 高等学校 富士市 844 21 1 40 10 7 2月22日 ～ 2月2
5 中学校 島田市 534 20 1 30 14 11 2月22日

1 33 9 9 2月21日
1 31 8 8 2月21日6 中学校 磐田市 466 17
1 33 4 4 2月21日
1 7 2 0 2月20日 ～ 2月2
1 6 2 2 2月20日 ～ 2月27 特別支援学校 掛川市 277 45
1 7 6 3 2月20日 ～ 2月2

本日合計 １高等学校、２中学校、３小学校、１特別支援学校 11 260 75 64
８３６施設

本日までの累
計（実数） （ ９７高等学校、　２１１中学校、　４１７小学校、　６９幼稚園、

１０保育所、　２２こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）
4,484 129,067 40,934 37,973

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲されて
います。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳のいず
れか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/02/26

タイトル 第２回静岡県依存症対策連絡協議会・アルコール健康
障害対策連絡協議会　合同連絡協議会の開催

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 精神保健福祉班

TEL 054-221-2920

令和５年度第２回静岡県依存症対策連絡協議会、
アルコール健康障害対策連絡協議会合同連絡協議会の開催

　静岡県では、本県における依存症者の支援に関することについて協議・検討することを目的として、平成30年度から静岡県依存症対策連
絡協議会を設置しております。
　本年度は、静岡県アルコール健康障害対策連絡協議会との合同協議会として、以下のとおり開催します。

１　 日時
　　 令和６年２月28日（水曜日）午後３時から午後４時30分まで

２　 会場
　　静岡県男女共同参画センター あざれあ 501会議室
　　 　　　　 （静岡市駿河区馬渕１丁目17－1）

３　 内容
（１）第２期静岡県アルコール健康障害対策推進計画の策定について
（２）第２期静岡県ギャンブル等依存症対策推進計画の策定について

４　 参加者
　　 当協議会委員、陪席者及び事務局

５　 会議の公開
（１）傍聴定員　５名
（２）傍聴手続
  　傍聴を希望される方は、上記開催時刻までに、受付で氏名、住所を記載し、
  事務局の指示に従って会場に入室してください。傍聴の受付は、当日午後２時45分から
  先着順で行います。定員になり次第、受付を終了します。

６　 問い合わせ先
　　 静岡県健康福祉部障害者支援局障害福祉課精神保健福祉班
　　 電話番号：054-221-2435
      E-mail：seisin@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:seisin@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/02/26

タイトル 第２回静岡県ギャンブル等依存症対策連絡協議会の開
催

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 精神保健福祉班

TEL 054-221-2435

令和５年度第２回静岡県ギャンブル等依存症対策連絡協議会の開催

　静岡県では、本県におけるギャンブル等の依存症対策を総合的に推進するため、令和２年度から静岡県ギャンブル等依存症対策
連絡協議会を設置しております。
　今年度中に策定する第２期静岡県ギャンブル等依存症対策推進計画について協議するため、以下のとおり開催します。

１　日時
　　令和６年２月28日（水曜日）午後１時から午後２時30分まで
　

２　会場
　　静岡県男女共同参画センター あざれあ 501会議室
　　 　　　　 （静岡市駿河区馬渕１丁目17－1）

３　内容
　　第２期静岡県ギャンブル等依存症対策推進基本計画の策定について

４　参加者
　　当協議会委員、陪席者及び事務局

５　会議の公開
（１）傍聴定員　５名
（２）傍聴手続
　　傍聴を希望される場合は、上記開催時刻までに受付で氏名、住所を記載し、
　事務局の指示に従って会場に入室してください。傍聴の受付は、当日午後０時
　45分から先着順で行います。定員になり次第、受付を終了します。

６　問い合わせ先
　　静岡県健康福祉部障害者支援局障害福祉課精神保健福祉班
　　電話番号：054－221－2435
　　E-mail:seisin@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:seisin@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/02/26

タイトル 障害福祉サービス事業所の令和４年度平均工賃（賃
金）月額実績を公表します。

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害者政策課

連 絡 先 就労・施設班

TEL 054-221-3619

障害福祉サービス事業所の令和４年度平均工賃(賃金)月額実績を公表します。

　県内の障害福祉サービス事業所における令和４年度の工賃（賃金）月額実績について、各事業所からの報告に基づき、次のとお
り公表します。

(要旨)
・就労継続支援Ｂ型事業所の平均工賃月額は、前年度より398円多い16,866円となり、記録の残る平成18年度以降で過去最高と
なった。

・就労継続支援Ａ型事業所の平均賃金月額は、前年度より1,084円多い81,776円となり、８年連続で増加しました。

１　調査対象施設
　　県内に所在する就労継続支援Ａ型事業所及び就労継続支援Ｂ型事業所

２　工賃（賃金）の範囲
　　工賃、賃金、給与、手当、賞与、その他名称を問わず、事業者が利用者に支払
　う全てのもの

３　県平均工賃（賃金）月額の推移

施設種別 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４
増減

（Ｒ４－Ｒ３）
前年比

（Ｒ４/Ｒ３）

就労継続支援Ａ型事業所 79,552円 80,692円 81,776円 ＋1,084円 101.3％

就労継続支援Ｂ型事業所 15,529円 16,468円 16,866円 ＋398円 102.4％

※Ｒ４における県内事業所数：Ａ型147、Ｂ型447

〇増加要因(事業所からの聞き取り)
     ・観光客の客足が戻ったことにより、土産品の袋詰め作業や宿泊施設で使用するタオルのクリーニング作業の下請作業の受注
が増加した。
     ・イベント再開を受け、新規に移動販売車による出店を開始した。
     ・発注元企業のネット販売の拡大に伴い、梱包の下請作業が増加した。
     ・新たに農福連携(作業請負)を始めた。

（参考）
　　Ａ型…雇用契約を結び賃金を受け取りながら利用する。
　　　　　　利用者には最低賃金以上が支払われる。
　　Ｂ型…通所して生産活動を行い工賃を受け取りながら利用する。
　　　　　　利用者には工賃が支払われる。

○県平均工賃（賃金）月額の推移

            



提 供 日 2024/02/26

タイトル 富士山静岡空港における国際線の運休期間の延長

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港振興課

連 絡 先 小野、大澤

TEL 054-221-3166

富士山静岡空港における国際線の運休期間の延長

 富士山静岡空港において、国際線を運航する航空会社から次のとおり連絡がありましたので、お知らせします。

航空会社 路線 運航頻度 期間

寧波線

杭州線中国東方
航空

南昌線

一時運休

【変更前】
 令和６年２月29日まで運休
【変更後】 
  令和 ６ 年 ３ 月30 日 まで 運休

北京首都
航空

 杭州線  一時運休
 【変更前】
  令和６年２月29日まで運休
 【変更後】 
   令和 ６ 年 ３ 月30 日 まで 運休

※運休期間については、状況により変更する場合があります。  

（参考）  

航空会社 路線 運航頻度 期間

チャイナ
エアライン

台北線 ２往復／週
(火・金)

  令和６年３月30日まで欠航
 【欠航期間に変更なし】



提 供 日 2024/02/26

タイトル 第６回ガストロノミーツーリズム研究会
駿河湾の魅力と美味しい魚介の関係性「サステナブル
な食の探求」

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3638

第６回ガストロノミーツーリズム研究会

駿河湾の魅力と美味しい魚介の関係性「サステナブルな食の探求」

　ガストロノミーツーリズムに対する考え方の共有や食と食文化の深掘りを図り、観光地域づくりへの参画を目的とするガストロノミーツーリ
ズム研究会を、年間を通して全６回開催します。
　第６回目は、「駿河湾の魅力と美味しい魚介の関係性「サステナブルな食の探求」」をテーマに、以下のとおり実施します。

イベント名 第６回ガストロノミーツーリズム研究会　

日　時 令和６年２月28日（水）午後２時から午後５時

場　所 ふじのくに地球環境史ミュージアム　（静岡市駿河区大谷5762)

会場定員 50名（第１部のみオンライン受講も可）

対　象 観光事業者、料理人、生産者、大学関係者、学生ほか

内　容

第１部：講演40分、パネルディスカッション40分 
　　　　（静岡市歴史博物館　館長　中村羊一郎氏　ほか）

第２部：交流会
　　　　「ムッシュMOIZUMI」茂泉シェフが作る「真鯛のカダイフ包み」
　　　　フジ物産の魚介
　　　　萩錦酒造の新酒
　　　　丸七製茶（ななや）のボトリングティー
　　　　をお召し上がりいただけます。

※詳細は、別添チラシを参照

参加費
第１部　ミュージアム入場料・企画展入場料　500円（税込）
第２部　試食・試飲代　1,000円（税込）

特設サイト https://sites.google.com/view/shizuoka-gastronomy2/home

〈ガストロノミーツーリズム〉
　その土地の気候風土が生んだ食材、習慣、伝統、歴史などによって育まれた食を楽しみ、その土地の食文化に触れることを目的
とした観光

取材について
　当日は、内容をすべて公開します。ぜひ取材をお願いします。

https://sites.google.com/view/shizuoka-gastronomy2/home


提 供 日 2024/02/26

タイトル 消防功労者消防庁長官表彰受章者の決定

担　　当 危機管理部 消防保安課

連 絡 先 消防行政班

TEL 054-221-2074

令和５年度消防功労者消防庁長官表彰受章者の決定
　
　総務省消防庁では、消防吏員及び消防団員等の士気を高めるとともに、地域住民の消
防に対する理解を深めるため、消防に関しての功績があった消防吏員、消防団員等及び
消防機関に対して、毎年３月に長官表彰を実施しています。
　本年度、本県関係者が受章するのは、功労章、永年勤続功労章及び竿頭綬です。
　表彰式は３月４日（月）午前10時00分からニッショーホール（東京都港区）において行わ
れます。
　なお、本件の発表と同時に、総務省消防庁からも同じ内容の発表があります。

（概要）
１　消防功労者消防庁長官表彰の種類毎の本県受章者

（１）功労章（４名）
　　 防災思想の普及、消防施設の整備、その他災害の防御に関する対策、消防教育の
　   実施について成績が特に優秀で、かつ、他の模範となると認められる者
     消防吏員（４名）

所　　　属 階　　　級 氏　　　名
静岡市消防局 消防正監 池谷　明彦
浜松市消防局 消防正監 内藤　康弘
浜松市消防局 消防正監 原田　恵司
浜松市消防局 消防監 若野　友久

（２）永年勤続功労章（５５名）
　　 永年勤続し、勤務成績が優秀で、かつ、他の模範となると認められる者　
　ア　消防吏員（２６名）

所　　　属 階　　　級 氏　　　名
浜松市消防局 消防正監 内田　守彦

志太広域事務組合志太消防本部 消防正監 大橋　充
富士市消防本部 消防正監 清　勇夫
静岡市消防局 消防正監 伴野　泰造

富士山南東消防本部 消防正監 羽田　浩二
静岡市消防局 消防正監 増田　卓史
静岡市消防局 消防監 池田　暢章

富士市消防本部 消防監 磯野 貴志
御殿場市・小山町広域行政組合消防本部 消防監 勝間田　誠司

静岡市消防局 消防監 川岸　裕明
富士山南東消防本部 消防監 北山　静

静岡市消防局 消防監 鈴木　美佐男
掛川市消防本部 消防監 平井　良宏

駿東伊豆消防本部 消防監 矢ノ下　健一郎
静岡市消防局 消防司令長 青木　伸浩
静岡市消防局 消防司令長 青木　宏文

志太広域事務組合志太消防本部 消防司令長 北原　利典
富士市消防本部 消防司令長 佐野 匡司

富士山南東消防本部 消防司令長 杉本　秀樹
浜松市消防局 消防司令長 髙井　敏行

駿東伊豆消防本部 消防司令長 田京　康弘
静岡市消防局 消防司令長 花田　亨

磐田市消防本部 消防司令長 早澤　清仁
掛川市消防本部 消防司令長 森下　真行
下田消防本部 消防司令長 山田　政弘

富士山南東消防本部 消防司令 田中　雅人

　イ　消防団員（29名）
所　　属 階　級 氏　名

御殿場市消防団 団長 勝又　充夫
西伊豆町消防団 団長 下川　智弘
焼津市消防団 副団長 石神　典明
浜松市消防団 副団長 岩本　隆明
静岡市消防団 副団長 鎌倉　美之

西伊豆町消防団 副団長 斎藤　孝史※１
熱海市消防団 副団長 松廣　富成※２
熱海市消防団 副団長 山田　克彦
静岡市消防団 副団長 山本　敏文
静岡市消防団 分団長 今村　礼志※３
沼津市消防団 分団長 奥田　千寿



湖西市消防団 分団長 小原　秀之
小山町消防団 分団長 梶　浩樹

富士宮市消防団 分団長 小林　成嘉
吉田町消防団 分団長 駒澤　優
富士市消防団 分団長 佐野　文彦
静岡市消防団 分団長 新村　吉隆
富士市消防団 分団長 鈴木　秀夫
富士市消防団 分団長 関彌　一夫
静岡市消防団 分団長 田村　好幸
静岡市消防団 分団長 長澤　直明
静岡市消防団 分団長 鍋田　功
藤枝市消防団 分団長 福 　藤久

富士宮市消防団 分団長 山下　真
富士市消防団 分団長 渡邉　剛
藤枝市消防団 班長 村松　一徳※４
三島市消防団 団員 川口　和哉
三島市消防団 団員 下里　初
伊東市消防団 団員 杉山　清

　
　※１　斎藤の斎は、正しくは「齋」。
　※２　松浦の松は、正しくは「松」。

　※３　今村の今は、正しくは「 」。
　※４　村松の松は、正しくは「松」。

（３)竿頭綬（２機関）
     防災思想の普及、消防施設の整備、その他災害の防御に関する対策の実施につい
　   て、表彰旗受章に準ずる成績の消防機関

団　　　体
掛川市消防本部・掛川市消防団

御前崎市消防本部・御前崎市消防団

２　表彰式
（１) 日　時
　　　令和６年３月４日（月）午前10時00分から10時45分まで
（２) 場　所
　　　ニッショーホール（東京都港区東新橋一丁目１番19号）
（３) 取材問い合わせ先
　　　03-5253-7521（総務省消防庁総務課表彰係）



提 供 日 2024/02/26

タイトル 【第21報】令和６年能登半島地震への本県の支援につ
いて（２月26日現在）

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 危機報道官

TEL 054-221-2316

令和６年能登半島地震より被災した地域への支援の概要は別添のとおりです。



提 供 日 2024/02/26

タイトル 令和５年度“ふじのくに”づくり白書の公表

担　　当 知事直轄組織 政策推進局総合政策課

連 絡 先 総合政策班

TEL 054-221-3285

令和５ 年度“ ふじ のく に” づく り 白書を 公表し ます。

１ 　 要旨
　　県総合計画「静岡県の新ビジョン　富国有徳の美しい“ふじのくに”の人づく
　り・富づくり　後期アクションプラン」の進捗状況等を評価し、その結果を“ふ
　じのくに”づくり白書としてとりまとめました。

２ 　 評価書の概要

名称 　令和５年度“ふじのくに”づくり白書

概要

（１）成果指標

　　○ 計画期間内に実績値が明らかになった132指標のうち、28指標が　
　　 「目標値以上」、17指標が「Ａ」、38指標が「Ｂ」となり、目標達
　　　成に向けて順調に進捗している指標は62.9％となった。

　　○ コロナ禍が現状値に影響を与えた指標を除くと、目標達成に向け
　　　て順調に進捗している指標は68.5％となった。

（２）活動指標

　　○ 計画期間内に実績値が明らかになった404指標のうち、140指標が
　　 「前倒しで実施（◎）」、169指標が「計画どおり実施（○）」とな
　　　り、順調に進捗している指標は76.5％となった。

　　○ コロナ禍が現状値に影響を与えた指標を除くと、目標達成に向け
　　　て順調に進捗している指標は78.9％となった。

３ 　 閲覧方法
　　県ホームページで御覧いただけます。
　　https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/keikaku/sogokeikaku/1054440.html

＜参考：外部評価の経緯＞

区分 概要

　評価部会（9/4）

　総合計画審議会（10/12）有識者等による評価

　施策レビュー(10/15)

パブリックコメント 　県民意見を聴取（10/13～11/12）

県議会 報告・審査 　各常任委員会における報告・審査（12/14，15）

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/keikaku/sogokeikaku/1054440.html


提 供 日 2024/02/27

タイトル 稲取高校被服・食物部が開発した新商品「ひなのひが
し」販売決定！

担　　当 教育委員会 稲取高等学校

連 絡 先 教頭　香月

TEL 0557-95-0175

稲取高校被服・食物部が開発した新商品
「ひなのひがし」販売決定！

　東伊豆町の伝統文化「雛のつるし飾り」を題材に開発し、静岡銀行主催の静岡魅力探究プログラム「アオハルし放題」の起業
コースで最優秀賞を受賞した干菓子「ひなのひがし」が、地元企業の協力を得て販売されます。
　「ひなのひがし」は、生徒たちが３か月という短期間の中で試行錯誤を繰り返し、失敗を克服しながら開発した商品です。
　会場では、「アオハルし放題」で発表した本校被服・食物部のチーム「アイムツー」の生徒たちが販売を行います。

１　販売日時
　　令和６年３月３日（日）午前９時から　※商品がなくなり次第終了

２　会　場
　　文化公演雛の館
　　（賀茂郡東伊豆町稲取1729）

３　内　容
　　東伊豆町の伝統文化「雛のつるし飾り」を題材にした干菓子「ひなのひがし」
　の販売

４　参加者
　　稲取高校　生徒、顧問
　　甘味しるこや　悠遊庵　様（地元の和菓子屋）

５　問い合わせ先
　　静岡県立稲取高等学校
　　電　話：0557-95-0175
　　担　当：教頭　香月　菜穂子

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　



提 供 日 2024/02/27

タイトル 県議会特別委員会の設置、第１回委員会の開催

担　　当 議会事務局 政策調査課

連 絡 先 政策調査課

TEL 054-221-2559

２月２７日（火）の本会議に、下記１の特別委員会の設置に関する動議が提出される予定です。特別委員会が設置された場合、下
記２のとおり第１回委員会を開催します。

記
１　設置予定特別委員会

・名　　称　盛土等の規制に関する条例等検証特別委員会

・委員定数　１１

・設置目的　条例による規制の効果と課題、また県民の生命や財産を守りつつ、適
　　　　　　正な開発を進めるための規制の在り方について調査をするため

・調査事項　「静岡県盛土等の規制に関する条例」の課題及び県土の適正な規制の
　　　　　　在り方に関する事項

２　第１回特別委員会開催予定

・日時　令和６年２月２７日（火）　
　　　　本会議散会後に開催される海外事情調査報告会終了後

・場所　第５委員会室（県庁　本館４階）

・内容　委員会の運営方針、開催日程及び調査方法について

※委員会の映像取材を希望する県政記者会加入社は、委員会撮影許可願を議会事務局政策調査課へ提出してください。



提 供 日 2024/02/27

タイトル ジビエの第一人者　藤木徳彦氏が来訪！ジビエ利活用
研修会を開催します

担　　当 経済産業部 農業局食と農の振興課

連 絡 先

TEL 054-221-2749

～ジビエの第一人者　藤木徳彦氏が来訪！～

ジビエ利活用研修会の開催
　
　県内のジビエの利活用を推進するため、飲食店や学校給食関係者などを対象に、主にシカ肉の特性と調理方法等について試食を交えて学ぶ研修会
を開催します。
　講師にはジビエ普及の第一人者とし（一社）日本ジビエ振興協会代表理事を務め、自身もレストランのシェフとしてジビエ料理に精通した藤木徳彦氏を
お招きします。
　また、ジビエを身近に感じられるよう狩猟から食肉処理の現場や手軽な獣肉加工調理の事例紹介を行います。

１　開催日　令和６年３月５日（火）午後１時30分から午後４時

２　会　場　　静岡県男女共同参画センター「あざれあ」　501会議室ほか
　　　　　　　　　（静岡市駿河区馬渕一丁目17-1）

３　主　催    静岡県（経済産業部農業局食と農の振興課）

４　参加者 　飲食店関係者、学校給食関係者等　約60人
　
５　内　容

　（１）事例紹介（各15分）　
　　　・狩猟～食肉処理の現場について   　発表者：富士山麓ジビエ　浅子智昭　氏
  　　・獣肉加工・調理の取組事例　　　　　　発表者：イズシカ屋　山本博之　氏　

　　
　（２）講演（60分）　
　　　　ジビエの利活用に関する概況・衛生管理調理方法
　　　　　講師：一般社団法人日本ジビエ振興協会　代表理事　藤木　徳彦　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　（３）試食・意見交換

　＜講師紹介＞　藤木徳彦 （ふじき　のりひこ）プロフィール
　東京都出身。1998年長野県蓼科に「オーベルジュ・エスポワール」オープン。オーナーシェフを務める。
　ジビエの健全な流通や安全性を追求する中で、さまざまなルールや制度の策定が必要となり、2012年に「日本ジビエ振興協議会」を設立。
　農水省や厚労省と連携しながら、全国の自治体や企業などとジビエ振興を進め、2017年から「（一社）日本ジビエ振興協会」代表理事を務める。

　
６　取材及び問い合わせ先
　　静岡県食と農の振興課　地域農業班（電話番号：054-221-2749）
　　※取材を希望される場合は、上記問い合わせ先（担当者：鈴木）に御連絡ください。

　<<発熱等、風邪のような症状が見られる方はご来場をお控えいただくようお願いします>>



提 供 日 2024/02/27

タイトル 初開催！県内企業が開発した機能性表示食品等を杏林
堂薬局でテスト販売（フーズ・ヘルスケアオープンイ
ノベーションプロジェクト成果品のテスト販売）

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 新産業集積班

TEL 054-221-2985

（株）杏林堂薬局と のコラボによる「フーズ・ヘルスケア オープン
イノ ベーショ ンプロジェクト成果品のテスト販売」を 初開催！

（要　旨）
　県は、食を中心とする健康増進社会の実現と異分野の融合によるイノベーションの創出
を目指し、フーズ・ヘルスケアオープンイノベーションプロジェクトを行っています。
　この度、県と（株）杏林堂薬局が締結する包括連携協定の一環として、同社の協力を得て、
３月１日（金）から３月14日（木）までの２週間、県民の皆様の健康長寿を応援するため、
期間限定で「フーズ・ヘルスケアオープンイノベーションプロジェクト成果品のテスト販売」
を行います。

（概　要）

区　分 内　容

販売期間 令和６年３月１日（金）から３月14日（木）までの２週間

販売店舗
・杏林堂ドラッグストア富士厚原店（富士市厚原1241）     ９時～21時45分
・杏林堂ドラッグストア静岡小鹿店（静岡市駿河区小鹿228－１）  ９時～22時
・杏林堂薬局志都呂店（浜松市中央区志都呂１－１－１）  ９時～22時

内　容 ・フーズ・ヘルスケアオープンイノベーションプロジェクト成果品の販売、情報発信

販売商品
（５商品）

区分 商品名 商品概要
Ｗの効果！ゼンライスプラス
（（株）栗原商店、駿東郡清水町）
※１ 

食後の血糖値上昇や食後の中
性脂肪の上昇をおだやかにす
るイソマルトデキストリン含有

機能性
表示食品

液切りいらずのしっとりツナ
ＥＰＡ・ＤＨＡのチカラ
（（株）ホテイフーズコーポレーショ
ン、静岡市） 

中性脂肪を下げるEPA・
DHA含有

GODDESS（チョコ、ベリー）
（（株）ドリーム・フーズ、牧之原市）  ドリンクフレーバー
８の字（８みつクッキー、プレーン）
（（有）カクゼン桑名屋、静岡市）  焼菓子一般食品
戸田たちばなフィナンシェ
（プレーン、チョコ）
（（有）ラ・ヴォワ・ラクテ、沼津市）
※２

焼菓子

※１は3/２（土）、※２は3/５（火）の販売開始を予定。

問合せ先

・店舗での取材を希望される場合には、取材希望３日前までに下記担当まで御連絡く
ださい。
・また、商品の画像を希望される場合も、下記担当まで御連絡ください。
  担　　　当：新産業集積課　新産業集積班　柳   TEL 054-221-2985

（参　考）
〇 フーズ・ヘルスケアオープンイノベーションプロジェクトとは

項　目 内　容

概　要

・本県の食品関連産業の振興と集積を目指す「フーズ・サイエンスヒルズプロジェク
ト」を平成14年度に立ち上げ、産学官金が連携し、研究開発、事業化、販路開
拓、人材育成など各種支援を取り組んでいる。

・令和２年度から新たにスタートした「フーズ・ヘルスケアオープンイノベーションプ
ロジェクト」では、これまでの取組を発展させ、機能性表示食品や化粧品の開発
などを更に推進するとともに、新たなヘルスケアビジネスを促進し、県民の健康
寿命の延伸につなげる。

目　標 ・食を中心とする健康増進社会の実現
・異分野の融合によるイノベーションの創出

第１次戦略
計画期間 令和２年度から令和６年度までの５年間

対象産業 食料品、飲料、化成品、加工機械、ヘルスケア等



提 供 日 2024/02/27

タイトル ３月１日から８日は女性の健康週間です！

担　　当 健康福祉部 健康局健康増進課

連 絡 先 健康増進班

TEL 054-221-2433

３月１日から８日は女性の健康週間です！
　～県内各地で、女性の健康に関する取組が行われます～

  厚生労働省「女性の健康週間実施要綱」においては、毎年、３月１日から８日までを「女性の健康週間」と定めています。
　この女性の健康週間に合わせて、女性の健康に対する理解を深め、女性の健康に関する社会的関心を高めるための取組が、県内
各地で行われます。

１　令和５年度厚生労働省女性の健康週間テーマ　
（１）「骨活のすすめ」
（２）「自分のからだと向き合う、適正体重の大切さ」

２　県庁における取組
　県庁においては、公益財団法人しずおか健康長寿財団が事務局を担っているしずおか健康いきいきフォーラム21に登録のある
「しずおか健康づくりサポーター」である中北薬品と協働し、食堂において、女性の健康メニューを提供します。
（１）実施日時　令和６年３月４日（月）～８日（金）11時30分から13時30分まで　
（２）会　　場　静岡県庁東館16階食堂　
（３）実施主体　健康増進課、中北薬品株式会社静岡支店
（４）内　　容　
　・食堂にて中北薬品考案メニュー提供（女性の健康課題に沿ったメニュー）

月日 テーマ メニュー ポイント
３月４日
（月）

骨粗鬆症（こ
つそしょう
しょう）予防

・しらすと小松菜のペペロンチーノ
・油揚げの和風ピザ
・ささ身入り牛乳コーンスープ

・カルシウムを多く含むメ
ニューで骨の形成に役立ち
ます。

３月５日
（火）

低脂質 ・ご飯
・蒸し鶏のじゃがいもソースがけ
・野菜たっぷりなすグラタン

・鶏もも肉の皮を取り除い
たり、蒸すことで脂質量を
抑えることができます。

３月６日
（水）

女性ホルモン ・ご飯
・洋風きのこの豆腐ステーキ
・キャベツとにんじんのホットサラダ
・活命茶使用わらびもち

・豆腐などの大豆製品に
は、女性ホルモンに似た働
きをする大豆イソフラボン
が多く含まれています。

３月７日
（木）

冷え予防 ・ご飯
・たっぷり白髪ねぎのしょうが焼き
・まろやか根菜サラダ

・しょうがの辛味成分であ
るショウガオールには新陳
代謝を活発にする働きがあ
ります。
・根菜類は身体を温める働
きが期待されます。

３月８日
（金）

便秘・むくみ
予防

・ご飯
・ミルクのまろやかみそ汁
・鶏肉のカレーマヨ炒め
・豆腐と野菜の海藻サラダ

・ヨーグルトなどの発酵食
品に含まれる乳酸菌は腸内
環境を整える働きがあり、
便秘改善につながります。
・海藻や野菜にはカリウム
が豊富でむくみ予防に役立
ちます。

　・食堂前にて計測会の実施
月日 内容

３月４日（月）～６日（水） AGEｓ（エージーイー）※ケア
（体内のAGEｓ（最終糖化産物）蓄積レベルを測定）

※AGEsが体の中に蓄積されると、肌のはりが失われシミやしわ、たるみ
など美容面に影響があるほか、糖尿病の合併症や動脈硬化、高血圧、腎
臓や肝臓の病気、がん、骨粗鬆症、アルツハイマー型認知症などの病気
にもつながるといわれている

３月７日（木）～８日（金） ベジチェック※

（推定野菜摂取量を測定）

※手のひらのカロテノイド量を測定することで、野菜摂取の充足度と、
一日あたりの野菜の推定摂取量(g)を数値で見える化できる機器

（提供メニュー例）

　　

（３月４日：油揚げの和風ピザ）　（３月５日：野菜たっぷりなすグラタン）



（３月７日：たっぷり白髪ねぎのしょうが焼き）

３　県内の取組（抜粋）
月日 内容 主催者（問合わせ先）

３月２日（土）女性の健康のための市民講座
（女性の健康（子宮頸がんワクチン、生
理、更年期）に関する市民講座）

牧之原市健康推進課
（0548-23-0024）

３月７日（木）女性の健康教室
（貧血予防講話、試食提供）

南伊豆町健康増進課
（0558-62-6255）

３月７日（木）背骨が整うピラティス講座
（女性のがんについての健康教育、ピラ
ティス講座）

沼津市健康づくり課
（055-951-3480）

３月７日（木）賢く食べて健幸講座
（女性限定で行う特定保健指導集団指導）

藤枝市健康推進課
（054-645-1111）

３月９日（土）女性のための健康講座
（産婦人科女性医師による講話）

伊豆市健康長寿課
（055-872－9861）

３月14日（木）健康屋さん
（InBody測定・骨密度測定・ベジメータに
よる野菜摂取状況チェックと健康相談）

小山町健康増進課
（0550-76-6668）

※その他の取組及び問い合わせ先等は、後日、厚生労働省ホームページにて掲載予定です。

youkou.pdfyoukou.pdf

r5tuuti.pdfr5tuuti.pdf



提 供 日 2024/02/27

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第110報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年２月27日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第110報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第110報（２月26日受付分）】 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 29 5 5 2月27日 ～ 2月2
1 中学校 裾野市 481 17

5 156 27 27 2月27日 ～ 2月2
2 小学校 三島市 608 27 1 25 9 9 2月27日 ～ 2月2

5 191 40 40 2月20日 ～ 2月2
3 高等学校 周智郡森町 537 16

5 176 31 31 2月20日 ～ 2月2
4 小学校 磐田市 494 22 1 24 6 6 2月22日
5 高等学校 浜松市中央区 965 26 1 42 13 8 2月26日 ～ 2月2
6 小学校 浜松市中央区 196 11 1 28 9 8 2月27日 ～ 2月2
7 小学校 浜松市中央区 264 11 1 34 12 10 2月27日 ～ 2月2
8 小学校 浜松市中央区 189 11 1 26 9 9 2月26日
9 小学校 浜松市中央区 273 12 1 26 10 10 2月27日 ～ 2月2
10 小学校 浜松市中央区 213 8 1 16 7 7 2月27日 ～ 2月2

本日合計 ２高等学校、１中学校、７小学校 24 773 178 170
８３６施設

本日までの累
計（実数） （ ９７高等学校、　２１１中学校、　４１７小学校、　６９幼稚園、

１０保育所、　２２こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）
4,508 129,840 41,112 38,143

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲されて
います。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳のいず
れか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/02/27

タイトル 令和５年度第４回静岡県保健医療計画策定作業部会の
開催

担　　当 健康福祉部 医療局医療政策課

連 絡 先 医療企画班

TEL 055-221-2284

令和５年度第４回静岡県保健医療計画策定作業部会を次のとおり開催します。

１　日時・会場
　　・令和６年３月12日（火）午後５時30分～午後７時
　　・グランディエール　ブケトーカイ　４階　ワルツ　
　　　（静岡市葵区紺屋町17－１）
 
２　委員（敬称略）
　　齋藤　昌一（部会長）　静岡県医師会副会長
　　毛利　博　　　　　　　静岡県病院協会会長
　　大内　仁之　　　　　　静岡県歯科医師会専務理事
　　河西　きよみ　　　　　静岡県薬剤師会常務理事
　　小野　達也　　　　　　静岡県市長会（伊東市長）
　　太田　康雄　　　　　　静岡県町村会（森町長）
　　安田　剛　　　　　　　全国健康保険協会静岡支部長
　　今野　弘之　　　　　　国立大学法人浜松医科大学学長
　　松本　志保子　　　　　静岡県看護協会会長
　　小林　利彦　　　　　　地域医療構想アドバイザー
　　竹内　浩視　　　　　　地域医療構想アドバイザー

３　議題（予定）
　　・第９次静岡県保健医療計画の策定

４　その他
　　・傍聴希望の方、記者の方は会場へお越しください。

＜傍聴申込先＞
　医療政策課メール iryoseisaku@pref.shizuoka.lg.jp　
  ※取材の場合は申込不要

mailto:iryoseisaku@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/02/27

タイトル 【取材依頼】令和５年度第４回地域自立のための「人
づくり・学校づくり」実践委員会を開催します。

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局総合教育課

連 絡 先 総合教育班

TEL 054-221-3764

【取材依頼】令和５年度第４回地域自立
のための「人づくり・学校づくり」実践
委員会を開催します。
　静岡県総合教育会議に先立ち、知事が様々な分野の有識者から意見を聞く「地域
自立のための「人づくり・学校づくり」実践委員会」を開催します。
　なお、実践委員会の下部組織である「才徳兼備の人づくり小委員会」では、２年
間にわたり、「困難を抱える子どもたちを支える環境づくりのための方策」、「人
口減少社会を見据えた高等学校教育の在り方」について議論を重ねてきました。今
回は、その最終報告がありますので、ぜひ取材をお願いします。

１　日　時　　令和６年３月６日（水）　午後１時30分から３時30分まで
２　場　所　　県庁別館８階第１会議室Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ
３　出席者　　実践委員会委員、知事ほか（一部委員はＷＥＢ出席）
４　内　容　　才徳兼備の人づくり小委員会最終報告
　　　　　　　令和５年度実践委員会及び総合教育会議での協議事項への対応状況
　　　　　　　その他　　
５　会議の公開
　　傍聴希望の方は、当日直接会場にお越しください。（定員５名（先着））

＜実践委員会委員＞　　　　　　　　　（委員長、副委員長以外50音順、敬称略）
氏　名 役　職

矢野　弘典（委員長） （一社）ふじのくにづくり支援センター理事長
高畑　幸（副委員長） 静岡県立大学国際関係学部教授
飯塚　翔太 ミズノ株式会社　ミズノトラッククラブ
片野　恵介 有限会社片野牧場専務取締役
加藤　暁子 日本の次世代リーダー養成塾専務理事・事務局長
加藤　夢叶 静岡大学教育学部数学教育専修
佐々木　敏春 電気事業連合会副会長
里見　和洋 （公財）全日本空手道連盟顧問
白井　千晶 静岡大学人文社会科学部教授
坪井　則子 （公財）佐野美術館館長
豊田　由美 ＮＰＯ法人スマイルベリー施設長
内藤　純一 浜松学芸中学校・高等学校高校長・事務長
藤田　尚徳 株式会社なすび専務取締役
松村　友吉 株式会社いちまる代表取締役社長
マリ　クリスティーヌ 異文化コミュニケーター

宮城　聰
（公財）静岡県舞台芸術センター芸術総監督
静岡県コンベンションアーツセンター　グランシップ館長

森谷　明子 日本画家、静岡ユネスコ協会副会長
山浦　こずえ ＮＰＯ法人キャリア教育研究所ドリームゲート代表理事
山本　昌邦 （一財）静岡県サッカー協会副会長



提 供 日 2024/02/27

タイトル 天竜川水系の取水制限（第２報：解除）

担　　当 くらし・環境部 環境局水資源課

連 絡 先 水資源班

TEL 054-221-2256

-危機管理情報-

天竜川水系の取水制限（第２報：解除）

　天竜川水利調整協議会（会長：静岡県くらし・環境部長）は、２月27日（火）に幹事会を開催し、各幹事の合意により、令和６
年１月10日（水）から実施してきた取水制限の解除を決定した。

１　決定事項

　 ２ 月28 日 （ 水 ） 午前 ９ 時 をもって 、 天竜川水系 における 第 １ 段階 の 取水 制限 （ 上水道 ５ ％、 工業用水10 ％、 農業用水10 ％ ） を 解
 除 する 。
　

２　取水制限解除の理由
　 水位 を 下 げて 施工 する 必要 のある 佐久間 ダムの 工事 が 完了 し 、 ２ 月19 日( 月) 以降 の 降雨 により 佐久間 ダムの 貯水量 が 回復 した 。
 また 、 今後 もまとまった 降雨 が 期待 できるため 。

３　取水制限の状況

取水制限期間 取水制限率（％）
開始 終了 上水道 工業用水 農業用水

備考

R6.1.10 R6.2.28 ５％ 10％ 10％ 第１段階の取水制限
（取水制限期間50日間）

４　県内における取水制限及び節水の呼びかけ対象市町の範囲

上水道 ４市１町 　浜松市、磐田市、袋井市、湖西市、森町　
工業用水 ３市 　浜松市、磐田市、袋井市　
農業用水 ３市１町 　浜松市、磐田市、袋井市、森町　

<参考>
佐久間ダムの貯水状況（各日24時時点）

貯水量（千ｍ3） 貯水率（％） 平年比（％）有効貯水量
（千ｍ3） １月10日　→　２月26日 １月10日　→　２月26日 １月10日　→　２月26日
151,989 43,101　→　118,939 28.4 　→　78.3 55.3　→　151.1 

※ 貯水率:有効貯水量(ダム容量)に対する比率

佐久間ダム流入量
令和６年１月１日～１月10日の平均 74.1 m3/s

　　　　　　　　　　　　↓

令和６年２月17日～２月26日の平均 244.6 m3/s

降水量（気象庁データ）
期間 地点 降水量 平年降水量 平年比 備　　考

諏訪 44.5 mm 41.6 mm 107.0 ％ 
飯田 89.0 mm 65.4 mm 136.1 ％ 12月

佐久間 97.0 mm 78.1 mm 124.2 ％ 
諏訪 18.5 mm 43.3 mm 42.7 ％ 
飯田 55.5 mm 63.4 mm 87.5 ％ １月

佐久間 50.5 mm 71.0 mm 71.1 ％ 
諏訪 96.0 mm 46.9 mm 204.7 ％ 
飯田 157.0 mm 69.6 mm 225.6 ％ ２月

佐久間 206.0 mm 85.1 mm 242.1 ％ 

 降水量は２/26までの累計
 平年降水量は２/26までの
 平年値(日ごとの値)の累計

天竜川水利調整協議会　構成団体
団体名 委員 幹事

静岡県くらし・環境部 会長 部長 水資源課長
電源開発株式会社 中部支店長 佐久間電力所長
独立行政法人水資源機構中部支社 事業部長 水管理・防災課長
農林水産省関東農政局 農村振興部長 西関東土地改良調査管理事

務所長
浜松市上下水道部 管理者 上下水道部浄水課長
寺谷用水土地改良区 理事長 事務長
磐田用水東部土地改良区 理事長 事務局長
浜松土地改良区 理事長 事務局長
経済産業省中部経済産業局
資源エネルギー環境部

資源エネルギー環境部長 電力・ガス事業課長

愛知県 農林基盤局長 農地計画課長
静岡県 農地局長 農地計画課長
静岡県企業局

委員

局長 水道企画課長
国土交通省中部地方整備局 河川部長 浜松河川国道事務所長
愛知県建設局 局長 河川課長
静岡県交通基盤部

顧問

理事(土木技術担当) 河川砂防管理課長
静岡県くらし・環境部 事務局 水資源課



提 供 日 2024/02/27

タイトル 【追記】第１回リニア中央新幹線静岡工区モニタリン
グ会議の開催

担　　当 くらし・環境部 環境局

連 絡 先 環境局

TEL 054-221-2421

第１回リニア中央新幹線静岡工区モニタリング会議が開催されます。
本県からは、森副知事がオブザーバーとしてＷＥＢで会議に参加します。

※森副知事の記者ブリーフィングへの参加決定を追記しました。（2月28日14時変更）

１　日　時

　　令和６年２月２９日（木）１６：００～１８：００

２　場　所

　　中央合同庁舎３号館４階　幹部会議室(ＷＥＢ併用開催)【東京会場】

　　　　住所：東京都千代田区霞が関２丁目１－３

　　（ 森副知事 は ＷＥＢ で 会議 に 参加 します 。）

　※　会議は、県庁別館２階第１会議室Ｂで視聴できます。【静岡会場】

　　　【報道関係者のみ。一般の方の視聴はできません。】

　※　会議終了後の記者ブリーフィングのＷＥＢ配信はありませんので、記者ブ

　　　リーフィングへの参加及び取材を希望される方は、東京会場への参加をお

　　　願いします。 （ 森副知事 の 記者 ブリーフィングへの 参加 については 、 調整

　　　 中 です 。 決 まり 次第 お 知 らせします 。）

　　　森副知事はＷＥＢで記者ブリーフィングに参加します。

３　議　事

　　リニア中央新幹線静岡工区について

４　構成員

　・委員７名（本県の生物多様性専門部会委員１名を含む)

　・オブザーバー…県、静岡市、大井川流域市町、関係省庁（文部科学省、厚生

　　労働省、農林水産省、経済産業省、環境省）

　・説明責任者…ＪＲ東海

　・事務局…国土交通省鉄道局

５　現地取材等

（１）静岡会場

　　・会議は、県庁別館２階第１会議室Ｂで視聴できます。（申込不要）

　　　但し、 国土交通省 からの 要請 により 、 撮影 は 、 冒頭 のみ 可 とします 。

　　　 （ 冒頭以降 の 議事 は 撮影不可 ）

　　・報道関係者で、県庁でモニタリング会議を視聴される方は、県庁別館２階

　　　第１会議室Ｂまでお越しください。資料は配付しませんので、下記のアド

　　　レス（国土交通省ＨＰ）より 資料 を 入手 のうえ、お越しください。

  　　　https://www.mlit.go.jp/tetudo/tetudo_tk9_000025.html

　　・森副知事のカメラ撮影場所に入室して傍聴することはできません。

　　・会議終了後の記者ブリーフィングのＷＥＢ配信はありませんので、記者ブリ

　　　ーフィングへの参加及び取材を希望される方は、東京会場への参加をお願い

　　　します。

　　　

（２）東京会場

　　・会議は、冒頭のみ撮影可能です。 （ 冒頭以降 の 議事 は 撮影不可 。）

　　・ 会議室 の 都合 により 、 冒頭以降 の 議事 に 関 しては 、ＷＥＢ 配信 にて 傍聴 を

　　　 お 願 いします 。

　　・撮影希望の方は、１５：４５までに４階エレベーターホールにお越しくださ

　　　い。

https://www.mlit.go.jp/tetudo/tetudo_tk9_000025.html


　　・会議終了後、事務局より記者ブリーフィングが行われます。記者ブリーフィ

　　　ングから参加を希望される場合は、会場に１８時までにお集まりください。

　　　 （ 森副知事 の 記 者 ブリーフィングへの 参加 については 、 調整中 です 。 決 まり

　　　 次第 お 知 らせし ます 。）　森副知事はＷＥＢで記者ブリーフィングに参加します。

　　・記者ブリーフィングにおけるカメラ撮影は不可です。

　　・記者ブリーフィングのＷＥＢ配信はありません。

　＜東京会場における取材申込＞

　　・取材を希望される方は、２月２８日（水）１５時までに、以下のFormsにて

　　　国土交通省まで御連絡ください。（連絡がないと入館できないことがあり

　　　ます。）

　　　Forms ＵＲＬ＜https://forms.office.com/r/Ft5pTxDp0c＞

６　その他

　　・会議の様子は下記ＵＲＬでＷＥＢ配信される予定であり、一般の方の視聴も

　　　可能です。

　　　　配信ＵＲＬ＜https://youtube.com/live/84vMVOrL1gk?feature=share＞

https://forms.office.com/r/Ft5pTxDp0c
https://youtube.com/live/84vMVOrL1gk?feature=share


提 供 日 2024/02/27

タイトル 生産・出荷ともに対前月比で上昇
静岡県鉱工業指数（令和５年12月分速報）

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 商工・経済班

TEL 054-221-2240

１　生産指数の動き

令和５年12月の鉱工業生産指数（季節調整済：平成27年=100）は95.3となり、前月比は1.6％増と2か月ぶりに上昇した。
また、前年同月比（原指数）は1.5％減と3か月ぶりに前年を下回った。

業種別の前月比（季節調整済指数）では、汎用・生産用・業務用機械、輸送機械、電子部品・デバイス等が上昇する一方、電気機械、家具、
情報通信機械等が低下した。

２　出荷指数の動き

令和５年12月の鉱工業出荷指数（季節調整済：平成27年=100）は92.8となり、前月比は1.1％増と2か月ぶりに上昇した。
また、前年同月比（原指数）は0.7％減と3か月ぶりに前年を下回った。

業種別の前月比（季節調整済指数）では、汎用・生産用・業務用機械、食料品・たばこ、化学等が上昇する一方、家具、情報通信機械、電気
機械等が低下した。

３　在庫指数の動き

令和５年12月の鉱工業在庫指数（季節調整済：平成27年=100）は107.8となり、前月比は2.2％増と2か月連続して上昇した。
また、前年同月比（原指数）は1.2％増と3か月ぶりに前年を上回った。

業種別の前月比（季節調整済指数）では、化学、非鉄金属、汎用・生産用・業務用機械等が上昇する一方、その他製品、パルプ・紙・紙加工
品、家具等が低下した。

＜参考１＞四半期推移及び在庫循環図



在庫循環図

　　



提 供 日 2024/02/27

タイトル 定期給与12か月連続で前年同月を上回る
毎月勤労統計調査地方調査結果（令和５年12月分）

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 商工・経済班

TEL 054-221-2246

令和５年12月分の静岡県の賃金、労働時間、雇用の動きについて調査結果を公表する。（事業所規模５人以上、調査産業計）

１　賃金
　１人平均月間定期給与（所定内給与＋超過労働給与）は264,626円、名目賃金指数（定期給与）は104.8で、前年同月比2.1％増と12か月
連続で前年同月を上回った。

２　労働時間

　１人平均月間所定外労働時間は11.2時間、所定外労働時間指数は120.4で、前年同月比0.8％増と４か月連続で前年同月を上回った。
　常用労働者の約３割を占める製造業の所定外労働時間は14.9時間、所定外労働時間指数は130.7で、前年同月比4.9％増と９か月連続で
前年同月を上回った。

３　雇用

本月末常用労働者数は1,442,381人、常用雇用指数は102.5で、前年同月比1.0％増と19か月連続で前年同月を上回った。
なお、パートタイム労働者比率は31.7％で、前年同月差0.2ポイント増と２か月ぶりに前年同月を上回った。



＜参考＞　

１　事業所規模30人以上の結果（調査産業計）

(1)定期給与は289,980円で、前年同月比1.2％増と９か月連続で前年同月を上回った。
(2)所定外労働時間は12.8時間で、前年同月比1.5％減と27か月ぶりに前年同月を下回った。
(3)常用労働者数は862,291人で、前年同月比0.7％増と40か月連続で前年同月を上回った。

２　事業所規模別定期給与、所定外労働時間及び常用労働者数

＜利用上の注意＞
(1)この調査結果の数値は、調査事業所からの報告を基にして、本県の事業所規模５人以上のすべての事業所に対応するよう復元して算定したものである。
(2)現在の基準年は令和２年であり、指数は「令和２年平均＝100」とする。
(3)対前年（前月）比等の増減率は、原則として指数により行っているため、実数から算定した場合とは必ずしも一致しない。

詳しくは「統計センターしずおか」（https://toukei.pref.shizuoka.jp/）を御覧ください。

https://toukei.pref.shizuoka.jp/


提 供 日 2024/02/28

タイトル 「南アルプス学」の構築に寄与する研究助成を公募し
ます！

担　　当 くらし・環境部　環境局自然保護課 スポーツ・文化観

光部　ふじのくに地球環境史ミュージアム企画総務課

連 絡 先 ふじのくに地球環境史ミュージアム企画総務課

TEL 054-260-7111

 「 南アルプス学」 の構築に寄与する研究助成を公募し ます！

　南アルプスはユネスコエコパークに登録されるなど、世界的にも類を見ない希少
かつ貴重な自然環境を有しています。しかし、その急峻さや奥深さから、現地を
フィールドとする研究の持続発展が困難であり、南アルプスをより良い形で次代に
引き継いでいくために必要な知見の蓄積が進まないなど、学術面において大変深刻
な状況となっています。
　そこで、令和４年２月に設立した南アルプス学会では、これらの課題を克服する
ため、現地をフィールドとする研究者を支援することで、南アルプスの学術的な
体系化を図るとともに、地域学の１つとして、世界に開かれた「南アルプス学」の
構築及びその発展を目指します。

　２回目となる令和６年度は、以下のとおり募集します。

対象となる研究 　
主として静岡県内の南アルプス地域において実施する研究で、
自然科学、人文・社会科学等の分野を問わず、南アルプス学の構築に
寄与する研究
　

応募資格 　
・教育機関・研究機関等に所属する教員又は研究員
・大学・大学院生
・その他「南アルプス学」の探究に意欲・関心のある方
　

助成内容 　
・１件あたり５０万円以内
・助成対象経費を全額助成
　

募集締切 　令和６年３月29日（金）（必着）
　

研究期間 　
・原則１年以内（令和７年２月末まで）
・最大３年まで可能（ただし１年ごとに審査を必要とします）
　

お申し込み・
お問い合わせ 　

南アルプス学会 事務局
ふじのくに地球環境史ミュージアム　企画総務課
　

※詳細は添付の募集チラシ又は静岡県のホームページをご覧ください。
　https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shizenkankyo/1050519.html
※今回の募集は、令和６年度当初予算成立後、速やかに事業を開始できるように
　するため行うものです。
※当補助事業の執行は、令和６年度当初予算の成立が前提であり、今後、内容等が
　変更になることもありますので、予め御了承ください。

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shizenkankyo/1050519.html


提 供 日 2024/02/28

タイトル 県立金谷高等学校　閉校式典を開催します

担　　当 教育委員会 金谷高等学校

連 絡 先 教頭　佐藤

TEL 0547-45-4155

県立金谷高等学校　閉校式典を開催します

　静岡県立金谷高等学校は昭和42年に独立校に昇格し、今年度、創立57年を迎え、これまでに9,960人の卒業生が巣立ちました。
　本校閉校にあたり、閉校式を開催いたします。57年にわたる本校の教育活動への御支援・御協力に心から感謝申し上げます。

１　開催日時
　　令和６年３月１日（金）午後２時から３時まで
　　※午前中には最後の卒業式が行われます。（午前９時45分～）

２　会　場
　　静岡県立金谷高等学校　体育館
　　（島田市金谷根岸町35）

３　内　容
　・教育長挨拶
　・来賓挨拶（学校後援会長、牧陵同窓会長）
　・生徒代表のことば
　・校旗降納　　　　　など

４　参加者
　　県教育委員会教育監、島田市長、県高等学校長協会会長　ほか

５　問い合わせ先
　　静岡県立金谷高等学校
　　電　話：0547-45-4155
　　担　当：教頭　佐藤　典幸

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　



提 供 日 2024/02/28

タイトル 令和６年度静岡県公立高等学校入学者選抜における志
願変更の状況

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第１班

TEL 054-221-3165

令和６年度静岡県公立高等学校入学者選抜における志願変更の状況

　
　県内公立高等学校93校（分校等４校を４校と数える。）において、２月27日から実施していた令和６年度静岡県公立高等学校入
学者選抜における志願変更受付を、本日（２月28日正午）締め切りました。
　志願者数等の状況については、県教育委員会高校教育課のホームページに掲載します。

　https://www.pref.shizuoka.jp/kyouiku/kk-050a/index.html

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静　岡　県　教　育　委　員　会

https://www.pref.shizuoka.jp/kyouiku/kk-050a/index.html


提 供 日 2024/02/28

タイトル 県議会令和６年９月定例会の日程

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局 議事課

TEL 054-221-2555

　 ２月28日の議会運営委員会において、令和６年９月定例会の日程が次のとおり内定されたのでお知らせします。
　 なお、諸事情により日程等が変更となる場合がありますので、あらかじめ御了承願います。

月　　　日 会　　　議

　９月１２日（木） 　議会運営委員会

　９月１９日（木） 　開会

　９月２５日（水） 　本会議（質問）

　９月２６日（木） 　本会議（質問）

　９月２７日（金） 　本会議（質問）

　９月３０日（月） 　本会議（質問）

１０月　１日（火） 　本会議（質問）

１０月　３日（木） 　常任委員会

１０月　４日（金） 　常任委員会

１０月　７日（月） 　常任委員会

１０月１０日（木） 　議会運営委員会

１０月１１日（金） 　閉会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会期　２３日間



提 供 日 2024/02/28

タイトル 県議会令和６年５月臨時会の日程

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局 議事課

TEL 054-221-2555

   ２月28日の議会運営委員会において、令和６年５月臨時会の日程が次のとおり内定されたのでお知らせします。
   なお、諸事情により日程等が変更となる場合がありますので、あらかじめ御了承願います。

月　　　日 会　　　議

４月１０日（水） 　議会運営委員会

５月１０日（金） 　議会運営委員会

５月１７日（金） 　臨時会



提 供 日 2024/02/28

タイトル モンゴル国医師を「静岡がん会議2023」に招聘 静岡県
知事が出迎えます

担　　当 がんセンター局 県立静岡がんセンター

連 絡 先 マネジメントセンター　医療広報担当

TEL 055-989-5222

モンゴル国医師を「静岡がん会議2023」に招聘
静岡県知事が出迎えます

静岡県立静岡がんセンター
　静岡県健康福祉部・静岡県経済産業部

公益財団法人ふじのくに医療城下町推進機構　ファルマバレーセンター

（要旨）
　静岡県は、2010年8月の川勝知事のモンゴル国訪問を契機に、友好協定を締結したドルノゴビ県や、農業分野での覚書を締結したセレンゲ
県などの間で、分野別の交流を推進しており、静岡がんセンターにおいては、同年11月、モンゴルのがん予防団体「HOPEがんのないモンゴ
ル」（代表 ハジドスレン・ボロルマー（モンゴル国元大統領夫人））と覚書を締結し、以後、モンゴル国へのがんの予防・診断及び治療に
関する協力や相互交流を行って参りました。

「静岡がん会議」は、アジア各国からのがん医療関係者とのネットワーク拡大と相互交流が開催目的の一つでもありますが、モンゴル国から
は過去９回にわたり医療者を招聘しました。この数年、新型コロナウイルス感染症拡大のため交流が中断していましたが、５年ぶりにモンゴ
ル国立がんセンター等の外科医２名を「静岡がん会議2023」に迎え、川勝知事、静岡がんセンター山口名誉総長らが、がんセンター柿田川
ホールでお出迎えします。
　

（概要）
　・日　時　2024年３月２日（土）　  10時00分～10時10分

　・会　場　静岡県立静岡がんセンター　柿田川ホール

　・応対者　静岡県知事　　　　　　　　川勝　平太
　　　　　　静岡がんセンター名誉総長　山口　建
　　　　　　静岡がんセンター総長　　　上坂　克彦
　　　　　　静岡県地域外交担当部長　　松村　昭宏
 
  ・次　第　１　知事歓迎のことば
　　　　　　２　招聘者の紹介
　　　　　　３　記念撮影（モンゴルセレンゲ県との交流記念ブロンズ像の前にて）
 
　　・出席者

氏　名 所　属

ゲルゲジャムツ・ラフガドルジ モンゴル国立がんセンター　外科医

ドルジ・ドゥルグーン モンゴル国立障害者センター　外科医

（参考）モンゴル国からの静岡がん会議への参加状況

　 開催日時 モンゴル国からの参加者

１ 2011.2.19  静岡がん会議2010 モンゴル国立がんセンター医師

２ 2012.3.20　静岡がん会議2011 モンゴル国立がんセンター医師　他

３ 2013.3. 9　静岡がん会議2012 ドルノゴビ県中央病院（眼科医）他

４ 2014.3. 8  静岡がん会議2013 ドルノゴビ県中央病院（内科腫瘍医）他

５ 2015.3. 7　静岡がん会議2014 モンゴル国立がんセンター医師　他

６ 2016.3. 5　静岡がん会議2015 モンゴル国大統領夫人、モンゴル国立がんセンター

７ 2017.3. 4　静岡がん会議2016 セレンゲ県中央病院内科医　他

８ 2018.3. 3　静岡がん会議2017 モンゴル国立がんセンター胸部外科部長　他

９ 2019.3. 2　静岡がん会議2018 モンゴル国立がんセンター外科医、内視鏡科医　他

※2019年度から2022年度まではオンライン開催のため、モンゴル国からの招聘者なし。

【静岡がん会議2023開催概要】
  ホームページ：https://www.scchr.jp/press/shizuokacancerconference2023.html

１ 日　　　時 2024年３月２日（土）午前10時30分～午後４時25分

２ 場　　　所
静岡がんセンター研究所　しおさいホール
（静岡県駿東郡長泉町下長窪1007番地）

３ 主　　　催
静岡県立静岡がんセンター、静岡県健康福祉部・静岡県経済産業部、
公益財団法人ふじのくに医療城下町推進機構ファルマバレーセンター

４ 参加対象者 一般県民、医療・保健・福祉関係者、行政関係者、企業、
研究者及び金融機関等

https://www.scchr.jp/press/shizuokacancerconference2023.html


提 供 日 2024/02/28

タイトル 「富士川かりがね橋」開通式を開催します

担　　当 交通基盤部 道路局道路整備課

連 絡 先 交通基盤部道路局道路整備課　橋梁班

TEL 054-221-3011

　　　　　　　　　　　　「富士川かりがね橋」 開通式を開催します

１　要　旨

平成14年度から県が整備を進めてきた県道富士由比線「富士川かりがね橋」（富士市岩本～木島）が、令和６年３月９日（土）午後３時に
開通します。

開通に先立ち、当日午前10時から、静岡県と新々富士川橋建設促進期成同盟会（会長：富士市長）の共催による開通式を行います。

２　開通式の概要（予定）

日時 令和６年３月９日（土）午前10時から２時間程度

主な内容

１　式典（会場：富士市立岩松中学校体育館）

○記念演舞（県立富士高等学校書道部）

○主催者挨拶（知事）

○主催者挨拶（富士市長）

○来賓祝辞（国会議員、県議会副議長、国土交通省）

○来賓紹介

○事業報告（県富士土木事務所長）

○謝辞（南部町長）

２　記念行事（会場：富士川かりがね橋内）

○記念演舞（富士地区鳶工業連合会）

○挨拶（富士宮市長）

○鋏入れ、くす玉開披

○万歳三唱（身延町長）

〇記念演武（駿府古式炮術研究会）

○通り初め

出席者
知事、関係首長、国会議員、県議会議員、関係市・町議会議員、

国土交通省、富士警察署、地元住民、橋名命名関係者、関連企業　ほか

３　取材について

　取材を希望される場合は、３月７日（木）正午までに、メールにて事前申込みをお願いします。（mail：
fujido-kikaku@pref.shizuoka.lg.jp）

４　その他

・会場位置図、駐車場案内図は別紙のとおりです。
・式典会場から記念行事会場への移動は徒歩でお願いします。
・当日は、進行の都合上、知事等への囲み取材はありませんので、ご承知おきください。
・小雨決行ですが、荒天時は中止とする場合があります

mailto:fujido-kikaku@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/02/28

タイトル 公共工事の円滑な施工のため、「令和５年度静岡県交
通誘導安全対策協議会」を開催します

担　　当 交通基盤部 建設経済局技術調査課

連 絡 先 技術調査班

TEL 054-221-2148

公共工事の円滑な施工のため、「令和５年度静岡県交通誘導安全対策協議会」を開催します

　公共工事の施工にあたっては、技術者・技能労働者の確保や資機材の調達に加え、交通誘導警備員の確保が重要です。そのため、令和
２年度から「静岡県交通誘導安全対策協議会」を開催し、交通誘導警備員の円滑な確保と効率的な活用のための対応策等について検討し
ています。
　今回協議会では、今年度の取組状況を共有するとともに来年度以降の取組案等について議論します。

１　日　時　令和６年３月５日（火）１４時～１５時３０分
２　場　所　静岡県庁　西館４階　第１会議室Ａ
３　議　事　・県及び政令市の取組状況
　　　　　　　・交通誘導安全講習会　
　　　　　　　・交通誘導に係る工事事故　ほか
４　構　成（出席者）
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○：会長

機関名 所属名 職名
○局⻑　

建設経済局
技監

建設経済局　技術調査課 課⻑
建設経済局　建設業課 課⻑
建設経済局　工事検査課 課⻑

静岡県交通基盤部

道路局　道路保全課 課⻑
⼀般社団法人 静岡県警備業協会 会⻑

  ⼀般社団法人 静岡県建設業協会 　会⻑
静岡市 建設局　⼟⽊部　技術政策課 課⻑
浜松市 財政部　技術監理課 課⻑

　　　　オブザーバー

⽣活安全部　⽣活保安課 課⻑補佐
静岡県警察本部

交通部　交通規制課 課⻑補佐
中部地⽅整備局 静岡国道事務所　工務課 課⻑

５　取　材　　取材・傍聴を希望される方は、１３時５５分までに会場にお越しください



提 供 日 2024/02/28

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第111報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年２月28日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第111報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第111報（２月27日受付分）】 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 三島市 524 23 1 29 9 9 2月28日 ～ 2月2
2 幼稚園 伊豆の国市 105 6 1 22 11 11 2月27日 ～ 2月2
3 小学校 富士宮市 524 23 1 28 13 9 2月20日 ～ 2月2
4 小学校 富士宮市 759 25 1 34 13 13 2月27日
5 小学校 静岡市葵区 622 24 1 31 14 14 2月27日 ～ 2月2
6 小学校 静岡市葵区 412 16 1 29 9 8 2月27日 ～ 2月2
7 小学校 静岡市葵区 595 22 1 35 11 10 2月27日 ～ 2月2
8 小学校 静岡市葵区 482 21 1 33 15 10 2月27日
9 小学校 静岡市清水区 594 21 1 34 12 10 2月27日 ～ 2月2
10 小学校 浜松市中央区 507 20 1 26 8 8 2月28日 ～ 2月2
11 小学校 浜松市中央区 596 21 1 32 10 10 2月28日 ～ 2月2
12 小学校 浜松市中央区 454 20 1 31 9 9 2月28日 ～ 3月

本日合計 11小学校、１幼稚園 12 364 134 121
８３８施設

本日までの累
計（実数） （ ９７高等学校、　２１１中学校、　４１８小学校、　７０幼稚園、

１０保育所、　２２こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）
4,520 130,204 41,246 38,264

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲されて
います。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳のいず
れか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/02/28

タイトル 天皇陛下からの御下賜金を知事から伝達します

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局地域福祉課

連 絡 先 地域福祉班

TEL 054-221-3525

　天皇陛下からの御下賜金を知事から伝達します
　　　　（優良民間社会福祉事業施設）

１　要旨
天皇誕生日（２月23日）に際し、社会福祉事業奨励のため、事業運営が優良な民間社会福祉施設に、天皇陛下から賜金（しきん）を賜り

ました。
例年、各都道府県及び各政令指定都市から、各１団体に御下賜され、今回は、

伊豆市の社会福祉法人農協共済中伊豆リハビリテーションセンター　
農協共済中伊豆リハビリテーションセンター わかば が拝受します。

  ２　伝達式
日　　時 　令和６年３月６日（水）午前10時50分から午前11時05分
場　　所 　静岡県庁本館４階特別会議室
伝 達 者 　静岡県知事
法　人　名 　社会福祉法人農協共済中伊豆リハビリテーションセンター 
施　設　名 　農協共済中伊豆リハビリテーションセンターわかば
施　設　長 　紅野　利幸（こうの　としゆき）

拝
受
者

施設所在地 　伊豆市冷川1523-108

　　　　 ※他団体の表彰が続けて行われるため、拝受者への取材は終了後にお願いします。

３　拝受施設等の紹介
　   【拝受施設】
　    設置年月日：平成４年４月１日　※設置後31年
　　  施設の種類：障害者支援施設（施設入所支援・生活介護・短期入所）
　　　事 業 内 容：医療部門である「農協共済中伊豆リハビリテーションセンター」退院後の利用者の地域生活復帰を支援

 　　【運営法人】
　　　設立年月日：昭和47年１月11日　
　　　法 人 理 念：想いに寄り添い 心と技術でささえ 地域と未来につなぐ
　　　事 業 内 容：「医療」「福祉」「介護」の３つの事業の連携により、切れ目ない多彩なサービスを提供



提 供 日 2024/02/28

タイトル 天皇陛下からの御下賜金を知事から伝達します

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局私学振興課

連 絡 先 指導班　深澤

TEL 054-221-2937

天皇陛下からの御下賜⾦を知事から伝達します
（優良私設社会事業団体）

１　要旨
　　天皇誕生日(２月23日)に際し、天皇陛下より事業御奨励のため、事業運営が優
　良な私設社会事業団体に、天皇陛下から賜金(しきん)を賜りました。
　　優良私設社会事業団体については、例年、全国で１団体に御下賜され、今回は
　掛川市の学校法人ねむの木学園 特別支援学校ねむの木が拝受します。

２　伝達式
（１）日　時　令和６年３月６日(水)　午前11時10分～11時25分
（２）場　所　静岡県庁本館４階特別会議室
（３）伝達者　静岡県知事
（４）拝受者　学校法人ねむの木学園
　　　　　　　理事長　梅津　健一（うめづ　けんいち）
　※　他の団体への伝達に引き続いて行われます。

３　拝受団体
（１）団体名　学校法人ねむの木学園　特別支援学校ねむの木
（２）所在地　掛川市上垂木2979番地２
（３）開　設　昭和54年４月１日（昭和54年３月法人設立）
（４）定　員　90人



提 供 日 2024/02/28

タイトル 静岡北特別支援学校高等部の生徒に消費者トラブル防
止の啓発グッズをお届けします！

担　　当 くらし・環境部 中部県民生活センター

連 絡 先 消費者行政班

TEL 054-202-6016

静岡北特別支援学校高等部の生徒に

消費者トラブル防止の啓発グッズをお届けします！

　県では、若者の消費者トラブルの未然防止等のため、成年を迎える前に必要な消費生活の基礎知識を習得するための「消費者教育出前講

座」を実施しています。今年度、同講座を受講した静岡北特別支援学校高等部生徒に、講座で学んだことなどをイラストで表現していただ

き、それらをデザインした啓発グッズを中部県民生活センターが製作しました。当センター所長が同校を訪問し、完成したグッズを製作に協

力してくださった学生さんにお届けします。

１　日　時　　　令和６年３月４日（月）14時半から

２　場　所　　　静岡北特別支援学校 集会室（静岡市葵区漆山796番地）

３　出席者　　　静岡北特別支援学校　  校長、副校長、教頭、担任

　　　　　　　　イラスト作成生徒（２年生）

　　　　　　　　中部県民生活センター  所長

４　啓発グッズ　A5サイズクリアファイルと消しゴムのセット　　
　　　　　　　　　・イラストは静岡北特別支援学校高等部２年生の生徒が作成

　　　　　　　　　・スマートフォンの普及に伴い増加している「定期購入」「もうけ話」

　　　　　　　　　　「ゲーム」に関連した消費生活トラブルの注意喚起をイラスト化

５　その他

啓発グッズは、静岡北特別支援学校のほか県中部地域の特別支援学校高等部（全８校）の生徒にも配布します。

　（１）配布対象

　　　静岡視覚特別支援学校、中央特別支援学校、静岡北特別支援学校南の丘分校

　　　静岡大学教育学部付属特別支援学校、清水特別支援学校

　　　藤枝特別支援学校、同焼津分校、吉田特別支援学校

（２）配布時期　　　　令和６年３月上旬



提 供 日 2024/02/28

タイトル 【追記】第１回リニア中央新幹線静岡工区モニタリン
グ会議の開催

担　　当 くらし・環境部 環境局

連 絡 先 環境局

TEL 054-221-2421

第１回リニア中央新幹線静岡工区モニタリング会議が開催されます。
本県からは、森副知事がオブザーバーとしてＷＥＢで会議に参加します。

※森副知事の記者ブリーフィングへの参加決定を追記しました。（2月28日14時変更）

１　日　時

　　令和６年２月２９日（木）１６：００～１８：００

２　場　所

　　中央合同庁舎３号館４階　幹部会議室(ＷＥＢ併用開催)【東京会場】

　　　　住所：東京都千代田区霞が関２丁目１－３

　　（ 森副知事 は ＷＥＢ で 会議 に 参加 します 。）

　※　会議は、県庁別館２階第１会議室Ｂで視聴できます。【静岡会場】

　　　【報道関係者のみ。一般の方の視聴はできません。】

　※　会議終了後の記者ブリーフィングのＷＥＢ配信はありませんので、記者ブ

　　　リーフィングへの参加及び取材を希望される方は、東京会場への参加をお

　　　願いします。 （ 森副知事 の 記者 ブリーフィングへの 参加 については 、 調整

　　　 中 です 。 決 まり 次第 お 知 らせします 。）

　　　森副知事はＷＥＢで記者ブリーフィングに参加します。

３　議　事

　　リニア中央新幹線静岡工区について

４　構成員

　・委員７名（本県の生物多様性専門部会委員１名を含む)

　・オブザーバー…県、静岡市、大井川流域市町、関係省庁（文部科学省、厚生

　　労働省、農林水産省、経済産業省、環境省）

　・説明責任者…ＪＲ東海

　・事務局…国土交通省鉄道局

５　現地取材等

（１）静岡会場

　　・会議は、県庁別館２階第１会議室Ｂで視聴できます。（申込不要）

　　　但し、 国土交通省 からの 要請 により 、 撮影 は 、 冒頭 のみ 可 とします 。

　　　 （ 冒頭以降 の 議事 は 撮影不可 ）

　　・報道関係者で、県庁でモニタリング会議を視聴される方は、県庁別館２階

　　　第１会議室Ｂまでお越しください。資料は配付しませんので、下記のアド

　　　レス（国土交通省ＨＰ）より 資料 を 入手 のうえ、お越しください。

  　　　https://www.mlit.go.jp/tetudo/tetudo_tk9_000025.html

　　・森副知事のカメラ撮影場所に入室して傍聴することはできません。

　　・会議終了後の記者ブリーフィングのＷＥＢ配信はありませんので、記者ブリ

　　　ーフィングへの参加及び取材を希望される方は、東京会場への参加をお願い

　　　します。

　　　

（２）東京会場

　　・会議は、冒頭のみ撮影可能です。 （ 冒頭以降 の 議事 は 撮影不可 。）

　　・ 会議室 の 都合 により 、 冒頭以降 の 議事 に 関 しては 、ＷＥＢ 配信 にて 傍聴 を

　　　 お 願 いします 。

　　・撮影希望の方は、１５：４５までに４階エレベーターホールにお越しくださ

　　　い。

https://www.mlit.go.jp/tetudo/tetudo_tk9_000025.html


　　・会議終了後、事務局より記者ブリーフィングが行われます。記者ブリーフィ

　　　ングから参加を希望される場合は、会場に１８時までにお集まりください。

　　　 （ 森副知事 の 記 者 ブリーフィングへの 参加 については 、 調整中 です 。 決 まり

　　　 次第 お 知 らせし ます 。）　森副知事はＷＥＢで記者ブリーフィングに参加します。

　　・記者ブリーフィングにおけるカメラ撮影は不可です。

　　・記者ブリーフィングのＷＥＢ配信はありません。

　＜東京会場における取材申込＞

　　・取材を希望される方は、２月２８日（水）１５時までに、以下のFormsにて

　　　国土交通省まで御連絡ください。（連絡がないと入館できないことがあり

　　　ます。）

　　　Forms ＵＲＬ＜https://forms.office.com/r/Ft5pTxDp0c＞

６　その他

　　・会議の様子は下記ＵＲＬでＷＥＢ配信される予定であり、一般の方の視聴も

　　　可能です。

　　　　配信ＵＲＬ＜https://youtube.com/live/84vMVOrL1gk?feature=share＞

https://forms.office.com/r/Ft5pTxDp0c
https://youtube.com/live/84vMVOrL1gk?feature=share


提 供 日 2024/02/28

タイトル 【訂正】津波避難訓練の実施

担　　当 危機管理部 危機対策課

連 絡 先 危機情報課、危機対策課

TEL 054-221-2644､3729

「地震だ、津波だ、すぐ避難！」～少しでも早く、少しでも高く～

※訓練参加者数（見込）を訂正しました。（２月28日16：50訂正）

１　要旨
　本県では、東日本大震災が発生した３月11日を含む10日間を「津波対策推進旬間」と定め、津波に対する正しい知識の普及を図
るとともに、津波避難訓練を通じて、避難場所、避難路の点検等による津波避難の実効性の向上を進めてきた。
　今年は旬間中の３月10日（日）を統一実施日として定める。訓練を通じ、津波避難の習熟を図るとともに、成果や課題を整理
し、今後の取組に活かしていく。

２　津波対策推進旬間
（１）実施日
　　令和６年３月２日（土）～11日（月）
（２）重点項目
　　ア　緊急避難場所・避難路の確認
　　イ　即時避難の実践・検証
　　ウ　避難行動要支援者への支援体制の検証　

３　津波避難訓練
（１）統一実施日　令和６年３月10日（日） 
（２）実施市町　　沿岸21市町全て
　　ア　統一実施日　　　12市町
　　　下田市、東伊豆町、河津町、南伊豆町、松崎町、西伊豆町、伊東市、
　　　富士市、伊豆市、吉田町、浜松市、袋井市
　　イ　統一実施日以外　９市町（御前崎市は３月２日と３月３日の２日間実施）
　　　３月２日(土)夜間：掛川市、御前崎市
　　　３月３日(日)　　：沼津市、熱海市、静岡市、焼津市、御前崎市
　　　３月９日(土)夜間：磐田市
　　　３月11日(月)夜間：牧之原市、湖西市
　　　
（３）訓練参加者

　 令和６年３月（見込） 令和５年３月（実績）
　 市町数 参加者数 市町数 参加者数

統一実施日 12市町
 約80,000 人
約24,000人

12市町 86,360人

その他の日 ９市  約42,000 人
約99,000人 11市町

※
31,568人

計 21市町
 約122,000 人
約123,000人 21市町 117,928人

※「その他の日」の市町数には、統一実施日にも実施する市町を含みます。



提 供 日 2024/02/28

タイトル 【第22報】令和６年能登半島地震への本県の支援（２
月28日現在）

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 危機報道官

TEL 054-221-2316

令和６年能登半島地震より被災した地域への支援の概要は別添のとおりです。



提 供 日 2024/02/28

タイトル オープンデータ東部地域ワークショップの開催～沼津
駅南口周辺のまち歩きでオープンデータを作成～

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局データ活用推進課

連 絡 先 データ活用推進班

TEL 054-221-2298

オープンデータ東部地域
ワークショップの開催

県民ニーズに合わせたオープンデータの公開拡充と利活用などを図るため、賀茂、東・中・西部の４地域で、企業・学生・行政の
参加者により、オープンデータの活用、作成等を行う地域ワークショップを開催します。 
今回は、沼津駅南口周辺のまちを歩き、飲食店などの情報を集めて地図に登録し、オープンデータを作成する東部地域ワーク
ショップを開催します。

１　開催日・場所等
　（１）日時
　　　　令和６年３月２日(土)　９時～12時30分

　（２）場所
　　　　沼津トラストビル５階（沼津市上土町３番地）

　（３）参加予定
　　　　企業、大学生、行政職員、一般など　12名程度

２　内容
区分 内容

座学
【県データ活用推進課】
　・オープンデータとは
　・オープンデータを活用した取組事例　など

ワークショップ

【株式会社コサウェル】
　・沼津駅南口周辺のまち歩き
　・飲食店などの情報収集
　・地図に登録し、オープンデータの作成
　・グループによる発表　など

３　連絡先
　　取材を希望される報道関係者の方は、県データ活用推進課（054-221-2298）
　まで、事前に御連絡ください。当日の流れなど詳しく御説明します。



提 供 日 2024/02/28

タイトル 応募総数3,545件！「第３回山の洲(やまのくに)ビジュ
アルアワード」オンライン表彰式開催！

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局広聴広報課

連 絡 先 企画報道班

TEL 054-221-2976

応募総数3, 545件！「 第３ 回山の洲( やまのく に) ビジュ アルアワード 」 オンラ イ ン表彰
式開催！

静岡県は新たな広域経済圏の創出を目的に、「山の洲(やまのくに)」４県(静岡県、山梨県、長野県、新潟県)の魅力を発信するオリジナル動画・写真作品

を、令和５年９月26日から令和６年１月８日まで募集しました。

募集の結果、各部門合計3,545作品のご応募をいただき、第一線で活躍する５名の有識者による審査を経て受賞作品を決定しました。各賞の受賞作品は、令

和６年３月４日(月)に開催するオンライン表彰式において発表します。

オンラ イ ン表彰式開催概要

◇日時 令和６年３月４日（月）13:00～14:30(予定)

◇内容 受賞作品発表と作品紹介、審査員による講評など

◇視聴方法

静岡県公式YouTube「ふじのくにメディアチャンネル」

https://www.youtube.com/shizuokapref

「 山の洲( やまのく に) ビジュ アルアワード 」 概要

＜テーマ＞

「わたしがうつす山の洲」
「わたしがうつす」をキーワードに「山の洲(やまのくに)」(静岡県・山梨県・長野県・新潟県)の県産品やスポットを「うつした」(映した/ 写した)動画、
写真を全国から募集しました。

＜募集部門＞
(1) 総合部門：31秒以上５分以内の動画
　YouTubeに作品をアップロード後、特設サイトの応募フォームから応募。

(2) 一般部門：30秒以内の動画または写真１枚
山の洲ビジュアルアワード公式Instagram(@yamanokuni_visual)をフォローして「＃やまのくに」をつけてInstagramで投稿

審査員

 客観的 な 視点 で 作品 を 評価 するため 、  第一線級 のト ッ プク リ エイ タ ーが 作品 を 審査 し ます 。

審査員長／映像ディレクター　原田 陽介

静岡県焼津市出身。

サン・アドを経て株式会社THE OCTOPUS 設立に参加。

数々のＣＭやミュージックビデオをはじめNetflixではNetflix オリジナルドキュメンタリー「ARASHI's Diary -Voyage-」 を監督。「嵐」が活動休止に至

るまでの２年間を追い、28カ国語、全世界190カ国に配信されている。

https://www.youtube.com/shizuokapref


審査員／動画プロデューサー 明石 ガクト

ワンメディア株式会社　代表取締役CEO。

静岡県静岡市出身。

2014年６月に新しい動画表現を追求するべくONE MEDIAを創業。これまで1,000人以上のクリエイターと共に、YouTubeやTikTokなどSNSプラットフォーム向

けのコンテンツをプロデュース。2018年、自身初となる著書『動画2.0 VISUAL STORYTELLING』（幻冬舎）を上梓。YouTube Works Awards 2022においては

クリエイターコラボレーション部門代表審査員を務める。最新の著書『動画大全』（SBクリエイティブ）も話題に。

審査員／映像ディレクター　大石 健弘

静岡県浜松市出身。

高校時代より映画制作を始める。横浜国立大学卒業後、AOI Pro.に制作部として入社。

多くのTVCMに関わったのち、映像ディレクターとして独立。

ドキュメンタリーやサプライズを中心とした広告映像を手掛ける。

監督作にAmazon「日本ストア」、Panasonic「街のでんきやさん」シリーズなど。

 

審査員／絶景プロデューサー　詩歩

「死ぬまでに行きたい！世界の絶景」プロデューサー。静岡県出身。累計63万部を突破した書籍「死ぬまでに行きたい！世界の絶景」著者で、SNSのフォロ

ワー数は100万人以上。 昨今の“絶景”ブームを牽引し、流行語大賞にもノミネートされた。現在はフリーランスで活動し、旅行商品のプロデュースや自治

体等の地域振興のアドバイザーなどを行っている。静岡県ふじのくに観光公使・浜松市やらまいか大使。

審査員／フォトグラファー　Ayane

ウユニ塩湖に行くためにカメラを買ったことがきっかけで写真にハマり、子どもの頃からの夢だった研究職を２年で捨て、オーストラリアでフリーランス

フォトグラファーとなる。

帰国後もクライアントワークを行う傍ら、各SNSで写真や映像についての発信も行い、総フォロワー数は100万以上。2022年には会社を設立し、写真・映像や

Photoshopを使ったアート作品など幅広く手がけている。

賞金



賞金総額50万円

総合部門：大賞10万円、優秀賞５作品×３万円

一般部門(動画)：大賞５万円、優秀賞５作品×２万円

一般部門(写真)：特別賞10作品×１万円相当の静岡県産品



提 供 日 2024/02/29

タイトル 常葉大学の協力を得て、特別支援学校高等部の生徒が
生涯学習につながる講座を受講します

担　　当 教育委員会 静岡北特別支援学校南の丘分校

連 絡 先 副校長　川崎

TEL 054-266-7787

常葉大学の協力を得て、特別支援学校高等部の生徒が
生涯学習につながる講座を受講します

　学校を卒業し、社会に出たとき、仕事以外にも居場所があることは重要であり、生涯学習という視点でも、生涯学習センターや
地域の講座などは選択肢のひとつになると考えられます。
　しかし、本校に通う知的障害のある生徒にとって、経験したことのないものへの挑戦はハードルが高く、社会に出たときに趣味
を広げたりコミュニティとつながったりすることが難しくなります。
　そこで、常葉大学の協力を得て、今回自分で講座に申込み、参加するという経験を積む機会を設定しました。

１　開催日時
　　令和６年３月５日（火）午前９時15分から11時45分まで

２　会　場
　　静岡市健康文化交流館　来・て・こ
　　（静岡市駿河区小鹿２丁目25－45）

３　内　容
　　常葉大学の教員・大学生の協力を得て講座を５つ設定し、その中から本校生徒
　が気になる講座を選び、申し込んでいます。
　　当日は生涯学習センターで大学生が中心になり、講座を進めます。

　【講座の内容】
　　・オリジナルアロマオイルでバスボム作り
　　・プログラミング的思考の体験　　　　　　など

４　参加者
　・静岡北特別支援学校南の丘分校　高等部生徒（１年17人、２年18人）
　・常葉大学教育学部　学生、教員

５　問い合わせ先
　　静岡県立静岡北特別支援学校南の丘分校
　　電　話：054-266-7787
　　担　当：副校長　川崎　みどり

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　



提 供 日 2024/02/29

タイトル 令和５年度第２回富士山麓堆肥利用促進協議会総会の
開催

担　　当 経済産業部 富士農林事務所企画経営課

連 絡 先 経営支援班　秋山

TEL 0545-65-2321

令和５年度　第２回富士山麓堆肥利用促進協議会通常総会の開催

１　目的
富士山麓堆肥利用促進協議会は、畜産農家と茶農家の経営発展につなげるため、両者の連携による堆肥の流通を推進しています。
令和６年度の堆肥の利用拡大・流通促進の活動に向けて、総会を開催します。

２　概要

日　時 令和６年３月７日（木）午後１時30分から３時00分まで

場　所 静岡県富士総合庁舎　２階201会議室
（富士市本市場441－1）

主　催 富士山麓堆肥利用促進協議会（事務局：富士農林事務所）

参加者 富士山麓堆肥利用促進協議会会員、関係機関

内　容 １　議事（令和６年度事業計画（案）、収支予算（案）等）
２　情報提供（堆肥実証ほの調査報告、先進事例視察報告等）

＜富士山麓堆肥利用促進協議会とは＞
　富士山麓堆肥利用促進協議会（会長：渡邊勝彦【富士宮市：茶】）は、静岡県東部、富士地域の畜産及び茶農家が連携し、畜産と茶の経営
発展に寄与することを目的に令和４年３月18日に設立されました。
　これまでに、耕種農家や畜産農家を対象にした研修会、堆肥施用効果を検証するための展示ほの設置、散布機を用いた堆肥散布の実演
会、堆肥の利用・流通促進に関する検討を行いました。
　今年度は、有機栽培茶の輸出に関する研修会（８月３日）、堆肥の利用促進を目的とした研修会（11月27日）を開催したほか、３回の検討会
の開催（８月～12月）により、堆肥の利用促進に関するニーズと課題を整理し、今後の具体的な方向性について検討しました。



提 供 日 2024/02/29

タイトル 経営革新計画の承認（令和６年１月分）

担　　当 経済産業部 商工業局経営支援課

連 絡 先 経営革新班

TEL 054-221-3164

静岡県は、令和６年１月の経営革新計画を23件承認しました。
承認企業の地域別内訳は、東部10件、中部９件、西部４件となっており、市町別で
は牧之原市が最多の４件となっています。
業種別の内訳は、製造業が最多で９件となっています。

１　令和６年１月の承認件数

区分 東部 中部 西部 計 当年度計
件数 10件 ９件 ４件 23件 248件

　

２　市町別内訳

　　 東部

区分 沼津市 富士市 三島市 富士宮市 伊豆の国市
件数 １件 ３件 ２件 ２件 １件

区分 清水町
件数 １件

　　 中部
区分 静岡市 島田市 牧之原市 吉田町
件数 ３件 １件 ４件 １件

　　　　西部
区分 浜松市 袋井市 森町
件数 ２件 １件 １件

３　　業種別内訳

区分 製造業 建設業 情報通信業 運輸業 卸売・小売業
件数 ９件 １件 １件 １件 １件

　区分 飲食店・宿泊業 医療・福祉 教育学習法支援 サービス業 その他
　件数 １件 ０件 １件 ３件 ５件

＜参考＞
◆「経営革新計画の承認」とは
　県は、中小企業者等による新規事業への取組で、相当程度の経営の向上が見込める計画について承認します。承認企業は、制度融資や信用保証の別枠、
補助金など主に資金調達に係る支援策が利用できます。（ただし、利用する支援策ごとに個別審査が別途必要となります。）
◆具体的な経営革新の取組事例を紹介している経営革新事例集（Ｒ４版）は、県経営支援課のホームページでご覧いただけます。
http://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/028/472/r4jireishu.pdf

http://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/028/472/r4jireishu.pdf


提 供 日 2024/02/29

タイトル 新型コロナウイルス性肺炎中等症２以上の入院患者の
状況調査（第６報）

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

１　要　旨
　コロナ入院患者確保病床を有する医療機関から、令和５年10月30日～令和６年２月18日までに報告のあった新型コロナウイルス
性肺炎で中等症２以上となった入院患者について、第６報としてとりまとめたので報告します。

２　概　要

※パフォーマンス・ステータス（日常生活自立度）とは患者の全身状態を日常生活動作のレベルに応じて
０～４の５段階で表した指標。グレード１以上は日常生活動作に何らかの制限が生じている状態。

３　結　果

４　参　考

※結果の詳細は静岡県公式ホームページで公開します。
　https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/covid19/kansenjoukyou/1055136/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/covid19/kansenjoukyou/1055136/index.html


提 供 日 2024/02/29

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第112報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年２月29日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第112報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第112報（２月28日受付分）】 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 中学校 伊豆市 101 5 1 24 7 7 2月28日 ～ 3月
2 小学校 沼津市 665 26 1 28 9 8 2月28日 ～ 2月2
3 小学校 沼津市 510 12 1 33 10 10 2月28日 ～ 3月
4 こども園 御殿場市 348 20 1 24 11 11 2月27日 ～ 2月2
5 小学校 富士宮市 134 7 1 29 6 6 2月28日 ～ 2月2
6 小学校 静岡市駿河区 527 24 1 28 8 7 2月28日 ～ 3月
7 小学校 藤枝市 76 6 1 14 6 6 2月28日

1 28 7 7 2月28日 ～ 2月2
8 小学校 藤枝市 540 19

1 31 11 11 2月27日 ～ 2月2
9 小学校 掛川市 643 25 1 29 6 6 2月28日 ～ 3月

本日合計 １中学校、７小学校、１こども園 10 268 81 79
８４２施設

本日までの累
計（実数） （ ９７高等学校、　２１１中学校、　４２２小学校、　７０幼稚園、

１０保育所、　２２こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）
4,530 130,472 41,327 38,343

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲されて
います。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳のいず
れか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/02/29

タイトル 県産婦人科医会主催医学生・研修医向け「産婦人科ス
プリングセミナー産科編in浜松」の開催

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 医師確保班

TEL 054-221-2868

県産婦人科医会主催　医学生・研修医向け
「第６回静岡県産婦人科スプリングセミナー産科編in浜松」の開催

　静岡県産婦人科医会は、県から委託を受け産科医の県内定着促進等を目的に「第６回静岡県産婦人科スプリングセミナー参加編in浜松」
を開講します。
　同セミナーは平成30年度から開催され、対面での開催は令和元年度以来４年ぶりです。

１　日時
　令和６年３月２日（土）14：00～16：40

　＜次第＞
　（14：00～14：30）
　セミナーの説明（分娩介助、吸引分娩の説明、胎児超音波・経腟超音波使用方法）
　（14：30～16：00）
　実習体験
　（16：10～16：40）
　「産科の魅力を語る」
　（講師）
　　・ことみレディースクリニック院長　長橋 ことみ 先生
　　・聖隷浜松病院産科部長　村越 毅 先生

２　会場　
　アクトシティ浜松コングレスセンター43会議室（浜松市中央区板屋町111-1）

３　受講者
　医学生・臨床研修医等　８名

【参考：過去開催の様子】

　



提 供 日 2024/02/29

タイトル （取材依頼）令和５年度介護の未来ナビゲーター事業
活動報告会を実施します。

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局介護保険課

連 絡 先 介護人材班

TEL 054-221-2084

　県では、介護の仕事の魅力を情報発信することを目的とし、現職の若手介護職員22人を「介護の未来ナビゲーター」として令和５年７月10日
に委嘱し、学校への出前講座で、介護職の魅力を発信するなど、若い世代の介護分野への参入促進活動等を行ってきました。
　このたび、令和５年度介護の未来ナビゲーター活動報告会を以下のとおり開催します。

１　日　時　令和６年３月４日（月）　午後３時30分～午後４時

２　会　場　県庁西館４階第１会議室Ａ・Ｂ

３　出席者　介護の未来ナビゲーター（若手介護職員）18人（予定）
　　　　　　健康福祉部長代理、健康福祉部理事、福祉長寿局長
　　　　　　

４　内　容
　(1)　次第
　　　・ナビゲーターによる活動報告
　　　（学校への出前講座、大学生への介護職魅力発信、就職フェアへの参加）
　　　・懇談
　　　・感謝の言葉（健康福祉部長代理）
　
　(2)　その他
　　　 同日、14:00～15:30に同会場にてナビゲーター同士の活動報告会を実施します。
　　
５　介護の未来ナビゲーターについて
　　介護の仕事内容や、やりがいなどを若い世代を中心に、積極的に情報発信し、興味・理解を深める活動を行う静岡県内の介護事業所で
働く若手の介護職員。

６　留意事項　
　・取材いただける場合は、感染症予防に御協力ください。

（参考）令和５年度介護の未来ナビゲーター委嘱式

　



提 供 日 2024/02/29

タイトル 認定NPO法人ふるさと回帰支援センター（東京）の
2023年移住希望地ランキング（窓口相談）で４年連続
第１位

担　　当 くらし・環境部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2250

全国46都道府県が出展している認定NPO法人ふるさと回帰支援センター（東京都有楽町）が、相談者等を対象に実施している地方移住

に関するアンケートにおいて、本県は窓口相談者が選んだ2023年（１～12月）移住希望地ランキングで、４年連続 第１位となった。

なお、本内容は２月27日付けでふるさと回帰支援センターからも報道発表されている。

（概要）

○ 本県に関する調査結果

・窓口相談者が選んだ移住希望地ランキングで第１位（４年連続）

○ ふるさと回帰支援センターによる結果の分析（本県に対する評価）

相談増加の要因として、

・移住フェアやセミナーの実施に加え、市町の担当者が直接、移住相談に応じる「出張相談デスク」を、ふるさと回帰支援センター内で最も

多く開催したこと

・就職相談員が常駐していること

　と分析されている。

◆ 移住希望地ランキング（窓口相談）の推移

順位 2020年 2021年 2022年 2023年

１位 静岡県 静岡県 静岡県　 静岡県

２位 山梨県 福岡県 長野県 群馬県

３位 長野県 山梨県 栃木県 栃木県

４位 福岡県 長野県 山梨県 長野県

５位 宮城県 群馬県 福岡県 宮城県

◆ 2023年窓口相談者年代別移住希望地ランキング　　　　　　　　　　（単位:％）

 20代以下 30代 40代 50代 60代 70代以上 

群馬県 静岡県 群馬県 静岡県 静岡県 静岡県1

位 
7.1 6.4 6.0 8.0 7.3 8.6

静岡県 長野県 静岡県 栃木県 栃木県
栃木県・千

葉県

2

位 

5.9 6.0 5.8 5.7 6.9 6.8

宮城県 群馬県 栃木県 群馬県 長野県 －3

位 
5.5 5.8 5.2 5.2 5.9 －



提 供 日 2024/02/29

タイトル 浜岡原子力発電所周辺の環境放射能調査結果（速報・
第156報）

担　　当 危機管理部 原子力安全対策課

連 絡 先 原子力安全対策班

TEL 054-221-3735

１　要旨
　　「浜岡原子力発電所の安全確保等に関する協定」に基づき実施している浜岡原子力発電所周辺の環境放射能調査結果につい
て、前回の速報（令和６年１月31日）から２月末までに結果がまとまったものを報告します。
　採取した試料一部（土壌）で過去の変動幅を上回りましたが、健康への影響が心配されるレベルではありませんでした。
　なお、過去の変動幅を上回った原因は、浜岡原子力発電所ではなく、過去の核爆発実験や東京電力株式会社福島第一原子力発電
所の事故等で放出された放射性物質の影響と推定しました。
　　※　過去の変動幅：東電事故以前の５年間の測定値の範囲

２　測定結果等
試料名

〔試料数〕
採取場所
採取日

測定結果の最大値
〔放射性セシウム〕

過去の変動幅
（東電事故前５年間）

単位

 (1) 土壌〔４〕
御前崎市３か所、
牧之原市１か所
採取日:12/7,26

11.5 1.7～8.9 Bq/kg 乾土

 (2) あじ〔１〕
発電所周辺海域
採取日:1/10 0.098 0.11～0.18 Bq/kg 生

 (3) しらす〔１〕
発電所周辺海域
採取日:1/5

0.068 ND～0.071 Bq/kg 生

 (4) 浮遊塵〔５〕
御前崎市４か所、
牧之原市１か所
採取期間:1/4～31

ND ND mBq/m
3

 (5) 白菜〔３〕
御前崎市２か所、
牧之原市１か所
採取日:12/18,20

ND ND Bq/kg 生

 (6) 原乳〔２〕
掛川市１か所、
菊川市１か所
採取日:1/11,23

ND ND Bq/kg 生

【参考】　10～31km圏内環境放射能調査（県の事業として平成25年から実施）
試料名

〔試料数〕
採取場所
採取日

測定結果の最大値
〔放射性セシウム〕

単位

 (1) 上水〔５〕
島田市３か所、袋井市２か所
採取日：10/23,11/26

ND mBq/L

 (2) 大豆〔１〕
袋井市１か所
採取日：12/25 ND Bq/kg 生

（注）
・放射性セシウムは、セシウム134とセシウム137の合計を示します。
・「ND」は、検出されなかったことを示します。

＜参考＞食品中の放射性物質に関する基準値（放射性セシウム）
　一般食品　100 Bq/kg、乳児用食品及び牛乳　50 Bq/kg、飲料水　10 Bq/kg

３　今後の対応
　・上記測定結果等については、静岡県環境放射能測定技術会において、学識経験者を含む構成員による評価を行います。
　・技術会の評価結果については、静岡県原子力発電所環境安全協議会に報告します。



提 供 日 2024/02/29

タイトル 「避難所運営マニュアル」及び「避難生活の手引き」
の改定・発行

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 情報班　西島

TEL 054-221-3694

「避難所運営マニュアル」及び「避難生活の手引き」の改定・発行

（要　旨）
令和４年４月に改定された「避難所における良好な生活環境の確保に向けた取組指針」等（内閣府）を踏まえ、「避難所運営

マニュアル」及び「避難生活の手引き」を６年ぶりに改定し、令和６年２月に発行しました。

１　概要

ねらい
大規模災害発生時に避難所の運営体制をいち早く確立する
と共に、避難所のレイアウト、生活のルールなどを事前に
確認し、避難所運営を円滑な行うことができるようにする

対象 自主防災組織・市町
避難所運営
マニュアル

仕様
A4　74ページ　カラー刷〈青の表紙〉
付属：「様式集」「資料集」（県HP等でデータ公開のみ）

ねらい
平常時の備え、発災時に想定される避難生活、復旧・復興
時の生活再建に向けた一連の流れをイメージし、大規模災
害に備える

対象 一般県民（被災者）

避難生活の
手引き

仕様 A4　38ページ〈緑の表紙〉（県HP等でデータ公開のみ）

２　主な改定点
　　以下の項目に関する章の新設や記載内容の充実・改正を行った。
　・避難所運営マニュアル

「平時の準備」「感染症対策」「情報取得手段の確保」「デジタル活用」「風水害対応」「要配慮者支援」「性同一性障
害」「男女共同参画」等

　・避難生活の手引き
　　「災害関連死の防止」「デジタル活用」「震災教訓（風水害対応）」等

３　県民への周知
　・自主防災組織に避難所運営マニュアルを配布
　・県ホームページに掲載
　・防災アプリ「静岡県防災」からリンクによる閲覧可

参考：避難所運営マニュアル・避難生活の手引き（県HP）
　https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/manual/index.html

　　　 　　　　
避難所運営マニュアル　　避難生活の手引き　　　２次元コードから閲覧できます

https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/manual/index.html


提 供 日 2024/02/29

タイトル 景気動向指数は５か月連続で下方への局面変化を示
す～静岡県景気動向指数（令和５年12月分）～

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局データ活用推進課

連 絡 先 データ活用推進班

TEL 054-221-2298

　　　　　　　　　景気動向指数は５か月連続で下方への局面変化を示す

　　　　　　　　　 　　～静岡県景気動向指数（令和５年12月分）～





詳しくは「統計センターしずおか」(https://toukei.pref.shizuoka.jp/)を御覧ください。

https://toukei.pref.shizuoka.jp/

